
ｾ＠

....-

印 刷 昭 和 3 2 年 8 il . 2  5  . l 発 行 甥 3 8 偏 lfl 8 号 t毎月 1 回 2 5 日発行止

世 田

一" ぞ'



近 代 感 覚 の 先 端 を 行 く • • • 
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株 式 舎 紅 z 実 融

大 阪 市 西 成 区 橋 通 9丁目 24番地 電話天下茶屋 川8861 ・8862番

地下鉄道、高架鉄道の如き; 激し

い震 動箇所でも弊社製晶は完壁

の防水効果を発揮して居ります

ＩｾＩ去最 ・ 見本 ・ ｻ 1: 係 J?
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特長 在来の市販 6尺 レーノレK 較べ継目が最小限度にす

み数多の継日によ って、とかく運行の円滑と簡易

取付を欠く憂いを解消し扉が終快に操作できる 。

御用命は全国名地イ ｦｾ ，建築金物 ｬ 占へ御 ｝Ｑ ， Ｑ日会

願います カタログ進呈
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文化的手金 ｾｾＯｊ 先づ ー

リノリf ム

リノタイル

の使用から -

，、 d・

東洋リノリューム株式会社

本 社 工 場 伊丹 市 伊 丹 五 五八電伊丹( 代) 3531

東 京 支 居 中央区銀臨西 ・三和ピノレ電京 橋 1701

大阪事務所 東区瓦町二 ・三和ピノレ電北浜375・376
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1 建築用官メタ年ン|

セメダイン株式会社

本 中1: 来 京 都 千 代 田 区 神 田 T E L ⑧ 3  1 3 1  

支J ，I i 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 * T E L @ 3 4 5 6  
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⑩ 特 山 員 中

平川々ｾｾポイラ

経費節減527万円の

利益をｾも
女 高 性 能 • 輯 射 型

女石炭・オイル・刀ス焚

煙管式ボイラの「革命児. 現るノ

」 ・ 女 1年間 (7200時間) の燃料節約額

大 阪 府 立 工 業 奨 励 館

汽 公 式 試 験 成 績

伝

望

株式前土平川鉄工所

7'  x  30' ランカ乙/ ヤボイラと

比 較 し て

527 万 円 益

600山 リ 吋o叶
(U 山 g/ hl

1 日2411寺1691 )J 25日として

<J 営業課目 [> 判 11- 水管ボイラ 、平 )11- 機関車型ボイ ラ

平川 ~竪型ボイラ 、外ボイラ全般 ・輸iき機械

本 II ・ユ場 大阪市大淀区大仁西2の1 m，t'i t自 由 @ 1  9  7 尽 - 8  

， ｾ ｮｩｬ 営業所 東 京都中央区八ｩｬｬＺ州 Ｖ の Ｗ 屯 ｅ 杭⑧ ＵＸＸＳ ・ ＷＷＸＷ Ｍ Ｘ

九州 /11  11 l 所前岡県小 企 if1 ｾｩｾ 野 ＵＴＵ )11 ，m小 合 ① 1 3  6  2  

台強返さ台 i z fノ マルカ

二一一一-::，...

コンクリートでも

穴をあける白蟻 .

家が倒れるまで被害に気づかない，おそ

ろしい白蟻 IL対して，アントックスは絶

大な偉力を示します。アントックスは ベ

シタクロロフェノ ーノレ ，多 塩 化 ベ ン ゼ

::/， '}' .  B HC な ど を 主 成 分 と し 防 腐 ・

忌避弗j を配合したものでありま す。

無色の油剤で，使用法も簡単，効果は長

時間持続し ，変質もなく ，防蟻，殺犠，

防腐などの作用を強力 K 兼備しており ま

す。価格も低廉です。

大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 電 (25) 631- 635 

支社・東京都中央区西八丁堀l の3

宿( 55) 2300 ・5055



( 衛陶マーク )

の

新 製 品

S - 170 

スミイ寸ロータ γ ク

ζ 濁吉お"f<. . . l ，

( 金具マーク〉

弊 社 は 本 社 ・茅ケ 崎 の 各 衛 陶 工 場

及び金具工場共に J 1  S の指定を受け

た l唯一の衛生器具総合メーカーです

品質管理の優秀な

東洋陶器製品をセッ トで御使用下さい

本 社

東洋間器抹式曾社
茅ケ 崎工場

小倉市篠崎H可458

T E L ⑤ 2481- 5 

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  @  4518- 9 

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

神奈川県茅ケ崎市

T E L  2 105- 8  

又素人でも容易に貼れます。

イ ンク ，他，手垢等の汚れも石申告水できれい

にとれて水拭が可能です。 ( 特許出願中)

床材料の決定版ノ

ー

東京地下鉄・東急， 新車に使用されています。

それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でしか

も毎日多数の乗降者κ 耐え得る等その特性が

他の床材より俊れている事が認められたから

です。

標準寸法幅6尺 × 長30碕 × 厚2.5粍( 1巻15坪)

株 式 会 社佼γ11 口 ゴ ム 工 業

¥U ^  ¥ JJ 東京苅'葛飾区本田凹ツ木IIIJE4 屯話葛飾 (69) 1946- 9  

、延ぷグ ( 全国有名内装工事問乙御! 照会下さい) ( カタログ贈呈〕

‘k  



移名手主義工事の互訪ゑ季五歩

⑨新築住宅に拭込手入のいらぬ美素工事 1:::1 

⑥ 古 い 住 宅 が 新 築 同 様 と な る 美 素 工 事

ビルディシヴの床・ガラスの月極清掃工事

美素ワックス・美素水性ワックス使用

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル) 22 美素工業所電話(51iiii



d 〆ユンクグ? どレソコ

悌吻ゲρ リ ⑥ 美 素 式 ピ ノ レ デ ィ ン グ 洗 浄 工 事 ー レ 今 池

司ｾ ⑥ 建 物 外 壁 サ ン ド プ ラ ス ト 工 事 --J ‘  

⑥建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

1 / 9 コーン美素式防水工事

米国ダク・コーニング会社製のシリコーンを原料

として作ら れた最新強力防水剤エパ ーシーJ レ使用

溶剤は高級溶剤 を使用し屡黄色変化を来たす石油剤 を使用せず

大阪市東区瓦町弐丁目

( 三和ピル) 22 美 素 工 業 所 電 話!::;;(j jjj 



会 告

表 彰 ・状

8 月

夏 の 想 親 会

17 日 午 後 6 時

， 

建 設 大 臣 か ら 表 彰 を 受 く

本年の第九回国土建設週間K 際し ，本会は，建築関係優良団体として

建設大臣から表彰せられ， 7 月10日，日比谷公会堂に於ける表彰式11:，

竹腰会長列席せられて下記の表彰状を受けた。

表 彰 状

大 阪 府

日 本 建 築 昔 話 会

賞協会に於かれては極々の困難を克服して建築事業に協力

せられ公共の福祉の地進に多大の貢献をされました 乙乙

にその功絞を表彰します

昭 和 23 年 7 n  10 日

建 段 大 臣 南 条 徳 男

なお同時 K ，下記の本会会員各氏も夫々頭書関係の功絞者として，建

設大臣から表彰を受けられた。

都市計画関係 ι1.' 沢 誠 一 郎

建 築 関 係 尾 崎 久 助

建 設 業 関 係 藤 木 正

山 本 竜 太 郎

伴 秀 雄

事1
1 崎 文 次

君( 元監事)

君 ( 理 事 )

君 ( "  )  

君 ( "  )  

君( 元理事)

君

夏 親

.o、

=  

A

宝
員 懇の

酷暑の候ですが，ータ疲れと暑さから解放されて，会員各府 ・老若の

方々が一堂に集い，冷いビールをのみかわし，懇親を深める乙とも有意

義な乙とと存じます。今回は，会員名人会の発表を rl" 心K 下記により催

しますから何卒お誘い合して多数御参加下さるようお願い申上げます。

ｾ ￨＠

と き 8月17日( 土) 午後 61時- 8 時半

ところ 大阪建設会館 6 階集会場( 冷風設備有り)

会 費 500円( ビール2本 . j T; / ドタイツチ ・ツマミその他)

申 込 13日までに会貨を添えてお申込み下さい 。

尚定員 ( 130名) 1ζ 達した時は〆切ります。

余 興 会員による名人会上演( 手品 ・落語 ・ものまね ・その他)



キ リ ン ビ ー ル 尼 崎 工 場 見 学

と き 8月24 日 (土〉午後 2時集合

ところ キリ ンビーノレ尼崎工場正門集合

( 省線尼崎駅南口下車酉へ一丁踏切り北すぐ〕

申 込 17日までにお申込み下さい。 但 し定員 ( 100名) に達した時

〆切 りま す

キ リ ン ビ ー ル 株 式 会 社 尼 崎 工 場

わが国lζ 於け る麦酒製造は遠く明治 2 年に横浜 IL於て外人の経営にな

るスプリング ・グァνー ・プノレワ リーに始まり ，その後を継いだデャパ

ン ・プノレワリー ・コγ パニーを更に継承 して搬鱗麦酒株式会社が設立さ

れ，本年を以て満五十年を迎えた。

当社は「品質本位J と「消費者へのナーピス」 を一貫 したモット ーと

し，堅実な経営を続け業界の首座を占めている 。尼崎工場は当初神崎工

場と称し，大正6年5月工を起し翌7年4月完工 し， 第一次世界大戦勃発に

よる需要の急増 IL優秀なる製品を以て応えた。爾来拡張，増築を重ね，

多年 IL亘る製法の研究，設備の改良と相倹っ て現在年産 ピーノレ40万石，

清涼飲料50万箱 ( 2 打入) の能力を有する日本最大の 工 場となっ た。

因に昭和 ＲＴ 年 ｬ 月事 Ｑ Ｑｾ 府工場は尼崎 工 場 と 改 称 さ れた 。

会 ， 告 2

キリンビール尼崎工渇

見 学 会

2  4 日 午 後 2 時

、



会 告 3

中 国 支 部 新 役 員

写 真 コ ン ク ー ル

〆切 8 月 末 日

会 員 名 簿 の 件

〆切 8 月 末 日

中 国 支 部 支 部 長 外 新 任

中国支部IC於ては， 6 月 15日の支部常議員会に於て下記の通り支部長，

副支部長および顧問の選任を行い，夫々就任された。

支 部 長 古 林 義 敦 君

副支部長 荒 川 初 雄 君 奥 井 忠 太 郎 君

顧 問 藤 田 定 市 君

追て同支部選出の昭和32年度本部評議員には下記の 6 氏のが当選され

Tこ。

葛 西 重 男 君 宗 盟 実 君 吉 田 元 七 君

鈴 木 広 好 君 水 谷 正 男 君 森 定 夫 君

第 2 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル に 御 応 募 を /

標記 コシクーノレの〆切日が迫 ってきました，いますぐ作品を本会ま で

お届け下さい。主題・建築に関連のあるもの( 建築を中心にしてかもし

だされたもの) です。多数の作品が集りますよう御協力をお願いしま

す。 < < 御参考までに5月号掲載の募集規程及第 l回入選作品を一覧願いま

すれば幸いですl

1  9 5 8 年 版 会 員 名 簿 原 稿 資 料 (調 査 票) の

至 急 御 回 報 お 願 い

会誌、 6 月号会告で御承知のように目下新名簿発行の準備を進めており

ますが，その内容充実と正確を期する上から本号挟込の私製ハガキ( 郵

料受取人払) に若し未了の方は御移動なき方も是非所定事項御記入の上，

折返し至急本月中 lζ 御送附下さい。

なお，乙の際新会員獲得にも御援助下さいますよう私製ハガキ( 郵料

受取人払〉の入会申込容を掃入いたしますから有効に御利用の程御願い

申上げる次第であります。



暑 中 御 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 32 年 盛 夏 (50音順)

浅 井 員
E，A  ロ

内 回 成 之

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 37 

須 賀 工 業 株 式 会 社

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

j斐 田 繁 男 大 林 芳 郎

大 阪 市 北 区 堂 島 上 通 3 - 10 

神戸市東灘区御影町御影字上ノ山 1682- 1

松田平田設計事務所大阪出張所所長

浅 海 正 雄 岡 一 郎

一

宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 lli 2 ー 161

大 阪 市 北 区 堂 山 町 89

株 式 会 社 同 組 社 長

池 上 勝 郎 尾 亀 清 四 郎

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 66 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 14

池 上 建 築 設 計 事 務 所 株 式 会 社 三 晃 商 会 常 務

五 十 嵐 芳 雄 岡 本 全 男

芦 屋 市 打 出 翠 ケ 丘 町 148

大 阪 市 西 成 区 玉 出 本 通 1 - 37 

究組建設株式会社取締役社長

糸 井 直 太 郎 笠 原 梯
i品口A  

郎

大阪市西区土佐掘船町23 ( 大阪商工 ピノレ) 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 - 14

株 式 会 社 内 外 土 木 建 材 社 田島応用化工( 株) 大阪出張所内

稲 垣 岐
一 辛 木 貞 夫

宝 塚 市 大 字 切 畑 字 長 尾 山 1 - 62 東 海 興 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

井 上 福 蔵 河
4ロ』

貞 一 郎

枚 岡 市 石 切 山 荘 株 式 会 社 大 林 組 常 務 取 締 役

4-』T  

村 勝 神 田 正 平

中央電気工業総式会社取締役社長

大 阪 市 東 淀 川 区 三 津 屋 南 通3ー7

株式会社 日本ν ヤッタ ー製作所

岩 崎 甚 太 郎 樺 田 藤 郎

兵 陣 県 川 西 市 栄 摂 字 豆 阪 1- 11

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1 - 48 

淡陶株式会社大阪支庖常務取締役



暑 中 御 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 32 年 盛 夏 (50音順)

柴 辰 五 郎 瀧 手日

一

大阪市北区茶屋町33 電 @∞98 ・5837 ・8729 自 宅 豊 中 市 岡 町 南 7 ー 74
、

株 式 会 社 鈴 木 ν ヤ タ ア 商 会 勤 務 先 大 阪 市 西 区北堀江通1- 22 栗本建設K K

中 キサ 繁 次 郎 竹 腰 健 造

京 都 市 南 区 東 九 条 河 西 町 27 大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 37  

冨 土 建 設 機 工 株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所

西 師 田 辺 信

大阪市西区阿波座下通 2 丁目28- 1 'il:t @7830 

株 式 会 社 大 林 組

株 式 会 社 問 中 小 西 建 築 事 務 所

阜 JII 美 武 種 子 田 宰

大阪市西成区姫松通 1- 30 匂⑧2564 大阪市都島区都島南通2- 4 電③5238

美 工 装 飾 株 式 会 社 大阪塗装工芸株式社代表取締役

林 清 田 キサ 史 郎

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 丁 目 11 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 8 - 61 

株 式 会 社 新 住 宅 社 三和プラスチ ック工芸株式会社

林 得 志 干 原 大 五 郎

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 19 東 京 都 千 代 田 区 三 年 町 1

小 林 得 志 建 築 事 務 所 株式会社大阪建築事務所取締役 東京支所長

斎 藤 光 夫 友 田 俊 夫

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 14 大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 - 41 

株式会社三晃商会取締役社長 友 田 工 業 株 式 会 社

佐 原 忠 雄 中 西

同..._

郎/  .... 

大 阪 市 南 区 玉 屋 町 12 大 阪 市 北 区 中 之 島 3 ( 朝日ピノレ〕

株式会社浪速組常務取締役 中 西 六 郎 建 築 事 務 所

='tt h、 垣 正 次 長 尾 正 大

自 宅 兵 庫 県 西 宮 市 南 郷 町 108 大阪市大淀区天神橋筋6丁目5 天六阪急 ピノレ 4 階

勤 務 先 大 阪 市北区樋ノ上町45 株式会 社 明 正 社 日本エレベータ工業株式会社代表取締役社長

自 キ多 嘉 日月 一一 西 沢 藤 生

一

神戸市東灘区本山町野寄字山田 19- 1 芦 屋 市 宮 塚 町 35 



暑 中 御 見 舞 申 上 げ ま す 昭 和 32 年 盛 夏 (50音順〉

福 田 朝
.生

向 井 保 日青

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 37 兵 庫 県 伊 丹 市 伊 丹 558

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 東洋 3 ノリュ ーム 株式会社

福 田 好 雄 室 谷 山 水

堺市松屋196 大阪建材工業株式会社取締役社長 大阪市北区堂ヒソレ 株 式 会 社 室 谷 商 庖

福 山 類
一

郎 山 口
三口三

良H一

一

大 阪 市 東 住 吉 区 平 野 浜 町 2 - 17 自 宅 袋 中 市 栄 通 2 丁目 5

福 山 研 究 所 長 勤 務 先 不 二 建 設 株 式 会 社

藤 本 憲
，24ロA  

山 口 武 雄

大阪市北区梅田町2 第一生命ヒソレ内 大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1丁 目48

小野田セメジト株式会社大阪支庖長 淡陶抹式会社大阪支居常務取締役

藤 本 庄 之 助 山 中 茂 一

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目43 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町 54

株式会社 工盛社代表取締役 栄 興 建 築 株 式 会 社

宝 来 佐 市 郎 山 本 武 雄

大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 75

大阪市西区四ッ橋 株式会社 山本建材社

株 式 会 社 大 林 組

堀 フτ 也 横 田 喜 一 郎

神 戸 市 長 田 区 西 代 通 4 丁目 18 大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 24

神 戸 材 料 株 式 会 社 株 式 会 社 工 英 社 代 表 取 締 役

増 田 宏
=ロt  回 康 助

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 - 3  大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 2 - 49

東洋陶器隊式会社大阪営業所所長 株 式 会 社 ナ ニ ワ商会取締役社長

松 井 手日 彦 =Et  ヨ 田 信 武

大 阪 市 北 区 高 垣 町 80

大 阪 府 大 東 市 三 箇 1140

耐酸化学工業株式会社取締役社長

F昌." 

飼 克
一

若 田 久 作

一

明 石 市 人 丸 町 包 ノ 水

大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 75

株 式 会 社 大 林 組
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施 工 大 成 建 設 株 式 会 社



施 工 株 式 会 社 大 林 組
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近 鉄 百 貨 庖 阿 倍 野 広 新 館

地 下 室 ー ー ク オ ー タ イ ト 式 防 水 工 法

株 式 会 社 日 本 セ メ ン 卜 防 水 剤 製 造 所



東 洋 オ

給 排 水 衛 生 設 備 工 事

株 式 会 社 晃 商
. o.  

=  

近 鉄 百 貨 広 阿 倍 野 庖 新 館

チ ス ・ エ レ ベ タ 株 式 会 社



外 装 : テ ツ セ ラ ft 土

内 装 : 大 丑 1 ¥ 1i f士 1::.

株 式 会 社 掻 津 製 作 所

附 段 下 押i 府 鉄 製 ラ y カ - f J 上

株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 底

近 鉄 百 貨 庖 阿 倍 野 庖 新 館



優 れ た ナ イ ロ ン カ ー ペ ト /

亡Tara-コ

発売元 株 式 会 社 泉 商 会

大阪市北区宗た町 1 ( 大ピル 150 ワ)

T E L  (44)  2736  - 9  

U B E  I NDUS T R I E S ， L  T D  

Tr 3de Ma r k  

東レナイロン繊艶・椴通は 100% スパン

ナイロン糸を使用したもので

女弾力性に富んでいます

女驚 く程摩擦に強い

女吸豊性が非常に少ない

女虫の害を全く受けません

繊 聾 ・ 鍛 通

東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

セ メ ン ト

石 炭

硫 安

カプロラクタム

機 械

@  宇 都 興 産 株 式 富 枇
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近 鉄 百 貨 庖 阿 倍 野 庖 新 館

l1"1  i& 'l! 1: '11 の - 1111

設計近銭日本鉄道株式会社建築部

意 匠 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

機造 : 神 足 建 築 事 務 所

所 イ上 大 阪 rl i 仲J Ｈ ｾ＠ ｾｦ 栂筋 ｬ の ｬ

( 軒 町 ! j )

鉄 '1' ，鉄筋コ γ ク 3 ート泊 地上 7 阿寄生J!

地抱 3 階 地下 2 際

i j !坪 539. 1 li' 延坪 5，2 92. 3 7 坪

( 附属 ・li 務館)

鉄筋コ Y タリ ー ト 泊 地 上 3 階主J! 地下 1 1幣

処坪 1  1 8. 55 伴

辿 絡 i也 下 辺

スロ ー プ 新 設

経月 4 ｾ＠ 5. 2 坪

7  0 内

4  7.  4  8  J:j'. 

工 期I ＱＱ｛ ，有 ＱＳ Ｑ 年 Ｒ ｽｪ Ｑ ＵＱＱ Ｍ 附和 Ｓ Ｒ 年 Ｓ ＩＱ ｾｈｉ



近 鉄 百 貨 l苫 阿 倍 野 庖 新 館

phot os :  T. Tai  r  a  



近 鉄 百 貨 l苫 阿 倍 野 l苫 新 館 ・ 西 画 外 観



ｾｴ 薗外線



近 鉱 百 貨 l苫 阿 倍 軒 I苫 新 館



施 工 者 の 」 と ば

当_ C' )iは近鉄有 貨18阿倍野山と近鉄阿倍野駅のl i ' 1改築を合む

ものでありますが. 近鉄百貨山の光場I自i倒的鉱恨のための刷会高

工事が主体であります。工事は紙作のビルの南側にJとして行わ

れたのでありますが，敷地の点側は駅施設. 丙側は大阪市の禍

玄関といわれる交通の激しい過に接しておりまして交通上の制

約が多 ト 上Ｎｾ業 中 の宵 貨 ＱＸ のこととて ＱＮＱ｜ 人りが多いのでＺｉＺ Ｇ Ｉ ￭
の']ffj 砲につしては先ず交通用路線を幣航して宵貨山の人の iI ¥人

りや商品迎僚に支附を及 11さぬようにする 4 とが問題でありま

して ，ユマ)1中迎搬i j J . 柄や人艮の出入りは駅地の南側の巾 6 米の

小路を使用する ζ とと[ . _ ，百貨胞の術品辺! 掛l J 刊として駅の上・1正

上部に延長 160 米の仮設廊下をえji けまして泌維を防止すること

としましたが. これは成功でありました。

工事は3巨樹削剥に巡みまして新附の l 部( 地下及び 2 附) が

昨年の12月から管業を開始され 1 ) 1 からは前述の小路の地下

で連絡道路の品1;削が始まりましたので工、)i 用地柄はすべて uI 側

から迂阿することとし . ミキサ ーほかuf 施設は現場東側にH!め，

Hフトをイ1・効に使用して狭ト地而の立体的利用を図りました。

当工Ｇｊｬでは竣功予定 ｮ が ｉ＼ ｩ Ｉｬ ｬ 与に ｲｩ｡ｬｾ の 営ｩＧ＾ ｬｦｬ￭Ｇ 柑完了の日と

定められていましたので. 工程の進出 Jj には特に意を用トまし

たが， 世t 、ご)QJ i 年どおり滞りな〈竣功[ . _ ， 4  J) 2  FI 郁々し〈全

館営業をIJII 始されました。

全工 )QI を通じ終始変らぬご支縄こー教示を賜わりました近畿 11

本鉄道 組 合事部 。 村町議長 ｾ 被事務所 ， や ｉ ｊ ｊｩ ｂＡ 案事務所の ｊ￯ 々に ｊＯｉｾ

んで感謝 1I1 し上げます。

Yf 崎 仁 ; { ; ｾｲ＠ I"J 

近 鉄 百 貨 庖 阿 倍 野 庖 新 館 の 一 部
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設 計 村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

20 



lJ i  {f. J虫 大 阪市北区切械的中 l 丁 11 71 -.  1  

品t 校 主w鉄筋ヨンクリ ート造

地下 2 階 地 上 4 附

ｾ 弔 而ｦＯｴ 260. 11Tf- 延t干し064. 49Ji '  

客貯，函f t 1 グラン ド串.J lll 5 7 3. 41 m "  

11: JJ 朋1) III 3 3 7. 56 m "  

'与 昨j グラン ド1JI)Jl} 定 日 9 7  0 人

fE 川 劇 場 定 員 5 9  0 人

r  Ｉｾ ｊ＠ IIH和31年 7 JJ - 昭和32年 4 ))

1. 北 函 か ら 望 む

2. 北 面 外 観 詳 細

北 l1i i ;  1/ ヲユ悦 tUI' ! 繋型 人i也イゴ申1111 し

Ji [胤，劇地上吊t ν ョノ トタ 3 ート 1'1. 60m m

内 ifii ; 堕

ｴｴ ＧｬＧ ｊｾ＠ ・世

の t にZスーハー j タロイ ドf J ・J :

特性タイル( 緑色)

人 造 石 田f 111 し
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3. ホ ワ イ エ 廻 り

4. 北 側l ホ ワ イ エ 廻 り

床 1 階 日 ノ タ イ ノ レ

2 階 以 上 ア ス タ イ ル

!if. プヲスタ ー ゾヲコ ー ト 吹 付

天井・ プラスタ ー水性ベイシ ト仕上

5. グ ラ ン ド 劇 場

床 モルタノレ，一部アスタイル

壁 リノ ヲ ォーノレ

ハルコン鼻 先き 陛石モルタル僚裕し ，ベ γ

キ'! Ht

天井 。 リノヲォ - ! V. アルミジョイブ ー吹付

• 

断 面 図
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表

i血2 附 880. 86平方米

j 也1 附 548. 67

1 附 859. 89

2 際 422. 31

3 階 428. 39

4 隣 378. 85

合 社 3. 518. 97平方米

( 1. 064. 49坪〕

積面床階
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3 階

4階

慶 階

客 席 面 積 表 花月劇場主要仕よ

グランド 劇場

防 269. 93平 方 米

階 76. 84

階 59. 10

4 防 167. 54

計 573. 41平方米

客 岬" 9  7  0 人

花 月 劇 場

地 2 隣 290. 55'! '.方 米

地 I 階 47. 01

合 計 337. 56平方米

客 席 5  9  0 人

w  モルタル. 一 部

アスタイル

iR ホ モ ト ー y

7U!  杭石モノレタル

般締し

グ ラ シ ド串j 地

花 月 劇 場

'・-



而南

宝爆市仁}11 6 丁目 l 岳 地

鉄筋コンクリ ー ト造 地下 1 附

地上 2 階

所 在 地

構 造

プフクリトカ

. : .  

誌西

295. 88坪

232. 00坪

26. 801平

5. 81坪

560. 49坪

( 庇，エリアを除く)

昭和30年 5 年 - 30年 11月

地 附

1 際

rl' 2 階

展 限

延面的計

jJ!物面的

i明I  

:ノ

双 星 社 ・ 竹 腰 建 築 事 務 所

株 式 会 社 庖務工中竹

ム

I

z
-

-

ロ

工

設

施

‘4  

。 ， '" 

，戸

d  

階

五 凶

談 活 主

' } J 務 当

-;- :y ノレ ー ム

食 堂

郎 防

特 別 室

外 庄 宝

.tI JOIl 

7" v ス

エ リ ア

大 胆 石 門 型 媛 炉

ヌ ト ー プ 台
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設 計 者 の こ と ば

敷地は逆瀬川水政近く南側はコースの緑を

IUI に侠み '1' 山の特徴ある 11，容を眼前にし . 東

側ははるか下方に西宮，大阪の平地が展開し

西および北方は六 If1i車山にi ! l i なる 佳吸でクラ

ブハクスの設計に当り先ずこれ等の眺盟を如

何に犯銀し 11つレクリェ - V r J ン錨: l ! l : として

の娯楽的野諜 と!.l!築の技術的an"?!! 紫との制和

に苦心がはらわれた。

また上記のよう に広澗な敷地で問凶に逃ぎ

るものは何一つなく泌物自身が各面とも 眺望

の嬰紫となり . ｦ 肝市 ｉ ＡＮｬＡ物 の ｾｹ 而に当る部分が

ないためプラシニシグならひ' にェ ν ベ - i / a

y に特別な考慮が必要とされたのである 。

傾斜した地mを利用して l Wi にハヲスの般

凝および休 ，¥; } . のプロフクを l担金 ，地同時にロ フ

カ一室およびサービス関係の給宝を配しここ

から直後コ ースに 出入で去るようにした。

1 階の，核抑宣 ・j}- y ノレーム ・食堂の外側

に広大なテラスと tii ¥、踊! とを設けたことは.

! . l ! 物の将来の狭院さを緩和すると何時に. I児

IVI#Mb I i 的なハクスにふさわしい外観をj ( ) るこ

とができたと忠われる .

コ- ; えとしては先ず 9 ホールを造成し次い

で全 l Sホールのコ ースを完成したのて' あるが，

ニのコースのJ : ' ) l が砂からず予算を超過した

ため，クラブ!.l! 設費が極端に圧縮せられたの

で，所主F総面積の! . l ! 物のij: 上げおよび設備関

係を節約せさ. るをtuず，これがため低成なる

材料を効Ｊに飢うことに［ｬ Ｑ Ｂ ￬ ［ｾ な苫心と努力が

払われたのであるが，ギいに施工者の献身的

な協力に男けられて，置なる忠条件を克服し

て は ｬｩ 所 ｊ ｾ ｉ の成 果 を挙げ Ｑ Ｚｊたことは Ｎ ｾ主計者

として望外の喜びであった。
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丸 紅 飯 国 株 式
. 4.  

=  
ネ土 建 築 工 事 概 要

町

内

工

1

依

起

竣

大阪市Mi l正本間f 3 丁 f l 3 番 地

ＱＱ 日有 ｉｾ ｏ ｻ ｬＧ ｬｏ ｮ 1  11 

1別 府1 31  il' 6 月 27 rl 

敷 地 面 w 1. 096. 26坪

< I ! 雫面i W 本 館 570. 032伺'. )

If ! 舘 166. 728l't' I  

二> 998. 366呼

ir W 230. 697坪 |

T 家 30. 909同I' J

延 ifii W 本 館 4. 598. 636円、

ili 館 985. 7801'1' I  

ヤ:. >  6. 680. 965円'

il" W 1. 046. 5791'1'・'1

下 家 49. 970伴 1

情 造 本 館 鉄tt 鉄筋コ γ タリート造

(鉄tt は工均. ';u弧ro姥 ，現地絞鋲)

工

大 阪 建 築 事 務 所

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

〔鉄筋は瓦1軒圧m)

設 計 監 理
Mf  館 鉄i't 鉄筋コン夕日ート; f ' l

施

倉 山 鉄筋コンクリ ー ト造

( 無w: 版刷造)

I也u 附 ( 将米 8 隣)

地 h{ 1 i!i'i J也下 3 階

階 宮正 本 能

見1 館 地上 5 ｾＢＧ ｾ ｊＮ￬ ｉ＠ 1 1明地下 1 隣

倉 町 地上 5 隣

事1 副 本館軒高

1，占，:fJ剖i事fT.: i

避立 ￬ｾＱ 尖地出

2  O. 0  3 米

2  4.  7  3 米

3  6. 0  0 米
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耐 震 計 算 の 第 一 義 は ?

. i l i Hh : i 計算の規定は乙のままでよいか" ということ

が，急に問題κ なってきている。あるデグイナ ーは，乙

の伝家の宝万のお蔭で，デずインのミソがν パν パかげ

も形もなくなるといい ，構造屋の 1人は ，乙の枠がある

から思い切 って高い建築が立てられないのだといい，あ

あしろ乙うしろとケジケシガクガクである 。今までの根

本思想が閲巡 っているという学者さえある 。早急に結論

が出 そうにない形勢らしい。

一体，地位K 対して建物をどうしろというのだろう 。

案外，その出発点についての議論が抜けているのではな

かろうか。予定1する地位の規模とその起る頻度は ? そ

の時建物はどうなれば良いのか，建物の破損とは ? そ

れら 2 問題聞の，貧乏l羽田本らしいnの経済的相闘は ?

等々 。

虞美人草にある甲野さんと宗近君のような議論が，今

のわれわれにも必要なのではなかろうか。 ( WK)

、d.

η3  Tこ 7}く

家経で使う水で= 冷たい方が具合がよいというのは夏期

でしかも僅かな用途lζ 限られている 。上水道を使うと 盛

夏には水瓶は 25

0

C . あるいはそれ以上に昇 ってけ っし

て冷たくはない。暖い水と 冷たい水とどちらを選ぶかと

考えると ，上水道の場合ではむしろ l瑛い方が家事J fJ K適

するので・はないかと思う 。

アパートの高架水槽を見ると熱を吸収 しな い色で仕上

げたのが多い。金属檎でアノレミニクムペイントを塗 った

ものもある 。果 してそれで冷たい水が得られているだろ

うか。入浴用はもとより，洗濯 ・炊事とむしろ水温を上

げた方が能率的で経済的である 。もともとなまぬる い水

に対して熱を反射するよりもむしろ恢力吸収する乙とに

改めたらどんなととになるだろうか。 (MM) 
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大 阪 駅 で の 失 望

設近 ζ 乙に二つの百貸出が増築を完成した。東京に進

出して江戸 っ児のキモを結う大| 妓百貨庖だ。そのH占れ姿

が大阪の玄関口に見られる日を，夜、は期待lζ 胸をふくら

ませて待 っていた。阪神デパ ー トのボ ックス 型の鉄骨が

建ち上 ったときは何かやるなと恩わせる概があ った。一

方，阪急百貨応の方はT 工務庖の養生ν ートの奥にかく

れているが，その設計施工というからにはー工夫なかる

べからずと見た。大阪駅前がとれで大分格好がくっぞと

愛市心のある私は自分の乙とのように完成を楽しみにし

てお った。

私の期待が過大であ ったのか，その日は来たのだが心

は必ずしも愉快ではない。殊l乙阪急百貨応のずマを見て

いると義憤を感じ ，はては絶望l乙陥 ってしまう 。

阪神デパ ー トはなお未完成のようである 。 しかしそれ

が仮κ 完成されたからとい って筋向いの中央郵便局とは

勝負にならない ζ とはあるまいか ? ( Us)  

現 イそ の 眼

現代的な思惟は，何よりも IJ J j I 析を尊 ぶ。思惟にかぎら

ず， 芸術 lζ もまたその傾向がある 。

けれども，われわれに伝統的な思惟は ，むしろ不透明

である 。半透明が，芸能の日本的特性であ ったζ とは し〉

うまでもな1 ，> 0 しかしまた ，現代芸術の不透明へのー傾

向も指摘されているのである 。

と乙ろで，日本の伝統的民家がーー とい っても，典型

的には江戸末期のものであろうが一一 今日の世界的流行

を呼びおこしたのは，その絵画的情成の単純さ或は明断

さの故であろうか。もしくは ，その空間的構成の情緒的

或は半透明のせいであろうか。そのいずれであるにもせ

よ，われわれは ζ のような内外の伝統の 旧総式にあぐら

をかいているかのようである 。 (MT) 



構 造 物 に 作 用 す る 風 圧 力 に 関 す る 諸 問 題

1  . ま え が き

わが国はほとんど毎年台風におそわれ，各地で被害を

生じている。構造物の風による被害は，地震によるもの

にくらべて一回だけでは小さいものであるが，被害を受

ける回数は，はるかに多い。し たがって一部ではずいぶ

ん耐風問題に考慮が払われているが， } ! 誌に対しては地震

に対するほど真剣J にならない人があるととも見のがせな

し、。

建築基準法ではｽＮＡ￭Ｇｾ荷震について 一 応の規定がなされて

いるが，あまりこまかい点については例も述べられてい

ないし，ただ盲目的に基準法にきめられた通りの設計を

したのでは不必要に安全になることもあり，また危険に

なるとともある。以下には基準法に取りよげられていな

い問題で実際上霊安と息われる事柄を主とし，なるべく

他の替物にm" 、てない問題にふれてみたい。これらの問

題には，すでに研究も充分進み明らかになっている事実

もあるが，まだ解決されてない問題もあるから，ことに

述べることはやや羅列的となり，多少 ｾＱ｜ 断的なととろが

あるかも知れないことをお断りしておく。

以下にはまづ構造物設計上，注意すべさ風の} 般的性

質について述べ，っきrに個々の構造物そのものについて

問題となるべき事柄について述べようと思う。

2.  風の地域性

わが国に最も大さ- な被告を与える風は台風であるが，

今風の発生原因とか，進路の問題とかは気象学的な問題

石 崎 ;護 雄

で他の笹物にも述べられており ，われわれにと って直接

必要な事柄ではないからここには省略する。最大風速と

か風向とかは，ずいぶん多くの測候所その他における測

定値があり，後述するようにこれらの値をそのままわれ

われの設計上の資料とするには問題があるけれども，と

にかく 一応の値は得られているのであるからこれについ

ても省く。

さて台風のみならず，すべての風についてわれわれが

まづ住芯すべきは風の地域性，あるいは局地性である。

ー妙に海岸附近の風は強< ，内陸に入るにしたがって弱

くなるといわれている。この傾向はたしかに見 られるが

風速は必らずしも海岸からの距離と比例的関係があるわ

けではなくて，地形その他に大いに左右される。基準法

でも台風やせん風による速度圧のとり方を地域的に変

え，地形その他に応じて適当にとらなければならないこ

とになっているが，風というものが想像以上に局地的な

性質を有するものであり，とれを充分に心得ておかなか

ったために失敗した例もある。すべての気象条件のうち

で，風ほど局囲の状態に移轡を受ける現象はないであろ

つ。

それならばどのような環境にあるとき j誌の力が大ぎく

なるか，これは多くの場合， ごく鴻識的に考えてたいて

いわかる。いうまでもなく風圧力は風速の自釆に比例す

るから，風速のはやいところに物があれば大きな力を受

ける。地上に何も附害物が無ければ風速はだいたいにお

いて一定なはずであるが，防害物があれば風速の速いと

ころと遅いところがでぎる。風速が速くなるのは主とし

て風が迂回して流れるときと， } 誌の進路がせばめられる

ときーとである。これはijIi体力学によって数式で説明でき
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写兵一1

るが，そのようなことをしなくても空気の流れを怨像し

て頂ければわかると思う。空気は見えないから困るとい

われる方は水の流れをJ思い浮べて頂いたらよい。

風速と地域との問題についてもう 一つ考えなくてはな

らないのは風と地表面， あるいは地上物とのl寧様であ

る。風は地表面で摩僚を受けるといちぢるしく弱められ

る。 j誌が内陸に入るにしたがって弱くなることは上述し

たが，こ れはその一例である。逆に市街地の道路 とか，

川の上では他の部分より一般に風速が大きしとれらに

沿って空気が流れるから，所詞「風の道」あるいは「風

のすぢ」と H予ばれるものができる。

以上の考え方で，たいていは風の強いととろと弱いと

ころの判定ができるが，周聞の地形が被雑であると判定

しにくいとともあり，またよく考えないと誤りをおかす

こともある。例として 写真一1 に示す被害をあげてお

く。これは鹿児島市西北方の山中の冷水という部落が，

一昨年の22号台風によって被害を受けたときの写真であ

る。被害後数日へてから写したものであるから，被害の

;模様はその直後と大分変っているものと思われるが，周

聞は四方が写真に見られるような山にかこまれているに

もかかわらず，部務24戸の中 ，10戸が全壊 し， 10戸が半

壊した。このときの台風では鹿児島市内にも若干の被害

を生じてはいるが，被害率でいえばこの部落が桁違いに

大きく，しかもこのような山中にある他の部落ではほと

んど被害を生じていない。この冷水の部務だけが何故こ

のような大被害を受けたか，始めはわからなかったが，

よく地形を調べてみると，ここには三方から道が通じて

おり，それらが多少谷間になっているため， 三方から} ! i i ¥

が吹きこんで，この部務のあたりでー絡になり上方に吹

き上げたのでこの大被害となったらしい。i J lかげに家が
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あるからといって必らずしも安心していられない一例で

ある。

風の地械性の問題に関連して局地風についてちょっと

述べておとう。この局地風として依も有名なのは| 而山県

那岐山績に生ずる「ひろと風」 と ，愛媛県宇津 ｾＢｉ に生ず

る「やまぢ風」である。これらはいづれも局地的な強風

で，近年気象学的にずいぶん調べられているが，その発

生の原因はよくわかっていない。これらの他にも，わが

国においては局地風の発生する所が方々にあるが，その

原因や機構はよ くわかっていないものが多い。これらの

局地夙については常識的な三考え方だけではわからないか

ら，土地の気象条件を予め調べておくことは重要である

と思う。

3. 突 風

突ｽＡｦｾというと突然豊Ａ ［ ってくる一陣の強い風を総像され

る方もあるかと思うが，ここではそれより広い意味をも

たせることにする。実際のE誌は一様な強さのものが吹い

ているのではなくて，その間に強弱の変化，自11ち 「風の

息」があるが，このような風の速さの変化を生ずる原因

となるものをすべて突風 ( Gust ) とl呼ぶことにする。

突風の生ずる原因 としては気象条件，即ち気続分布と

2 で述べた地形や地物によるものとが考えられるが， く

わしいことはわかっていない。上層の気流のiRt 皮が下層

より高ければ安定であって突風は少ないが，この逆であ

れば突風は生じやすくなり ，また地上の障害物が多 くな

れば空気の流れが乱れて突風は増加する。ある地点にお

いてある時間lにどのような突風が吹くかを測定すること

はで含るが，いづれの突風がいづれの原因によるもので

あるかを見わけると と は ｾｔｉｅ ［ￒミしい。

構造物設計上の風圧力は風速 40m( sec とか 50m( sec

とかを基準にして定められているが，構造物に加ーわるカ

としては一応，瞬間的でも最大の力を考えなければなら

ないから，上記の}![. 速も瞬間風速でなければならない。

即ちある一様な空気の流れに突風の大きさが加わったも

のでなければならない。しかし実際に瞬間風速を測定す

るには多くの場合，経' i ' i ' を要するので，各測候所におけ

る資料としては平均風速をとったものが多い。ここでわ

れわれにとって瞬間風速と平均風速との関係が重要にな

ってくる。瞬間風速と平均風速 との値が相違するのは突

風によるわけであるから，この両者の関係を通常，突風

率 ( Gust factor ) と称している。この突風率の表わし方

はいろいろあるが. - J i X : 大瞬間風速と平均風速との比をと

ったものが多いようである。別にある一定時nn内に起つ



可.

た最大瞬間風速を V ，最小風速を u として V + v j V- v

で表わしているとともあり。

との突風の大きさについても多くの研究があり，突J乱

$ を表わすのに種々の式が提案されているが，未だ決定

的なものはない。突風率を最大瞬間風速と平均風速との

比で表わしたとき，平均風速を とる| 削IIj のきめ方，日j J ち

5 分間の平均か，あるいは 10分間の平均かミ? によって多

少突}! l ' l . 率のf胞が変ってくるが，大体 1. 1から 1. 6 位と凡

ればよいようである。風圧力として考えるときはこれの

自乗 となるから 1.2 - 3 .0 位の範囲で変ることになる。

われわれが昨年 ｲＡＡｾ 門海峡において台風を観測したときも

この範囲内にあった。しかし， 1.2 と 3 .0 とではずいぶ

ん大きなひらきがあるから，実際どのような位置，時間

に突} l f ! 率をどのイ立に採るのが，合理的であるかを今後明

らかにする必要がある。米国では突風 ｾ ｦ ｾ の考ーえ方を規則

にもとり入れ，とれのとり方を高さ方向に変化させてい

る。

突風率はー般に高いととるほど小さい。これは上層ほ

ど気流の乱れが少ないからである。まだ風速の大きいと

きよりは小さいとき，即ち風の弱い時の方が突周l率も小

さい。また昼間よりも夜の方が小さい。夜間には一様な

おだやかなｽｩｦｾが吹くのはわれわれの経験するところであ

る。

以上はある 一点に加わる風圧力に闘し突風の考え方を

説明したわけであるが，突風というのは或拡がりをもっ

ているもので，その大まさは非常に小 さいものもあれば

大きいものもある。例えば建物全体をつつんでしまうよ

うなものもあれば，ガラス板一枚にもその影轡が及ばな

いほど小さいものもある。構造物全体をつつむほど大き

な拡がりをもつものであれば，上述の瞬間風圧が全体に

ほぼ一様に作用することになるが，小さな突風であれば

構造物の一部に影響を及ぼすだけである。拡がりの大き

い突風ほど，強さも 強いよ うである が，とれについても

くわしいととはわかっていない。しかし実際の構造物設

計上においては，全体として考える風圧をいくらか小さ

く，対象とする部分が小さければ小さいほど風圧力を大

きくとるように心がけるのが合理的である。この ような

局部風圧と全体の風圧との数昆的な関係は今後明らかに

しなければならない。

4.  風速と高さ

風速が地表面からの高さによってどのように変るかと

いう問題は，最近のように高い構造物が造られる ように

なってくると，きわめて重要である。これについては以

前から 多くの研究があるが充分解決されているとはいえ

ない。高くなればなるほど風速が増すのは当然で，基準

法でも規定はなさ れているが，現在のも のがまったく妥

当であるかどうか，との問題についての緑近の研究を参

考までに簡単に約介しておく 。

従来，風: i i l i の高さ方向分布を表わす式として実用的に

もっとも ) Aくmいられているのは

U 言 vo( hj ho) ，. 

なる式で，ことに vo，ん は あ る基準点の風速及び地表

而からの高さである。この式は実際の測定{u自によく 一致

するといわれているが，n の値のとり方によって風速の

変化のし方が変ってくる。 この n の値については種々の

人の提案があるが，人に よってその値がまちまちでn = 2

から 8 までの値が出されている 。わが国の基準法では n

= 4 としており ，ｩ むＺｊｾ二男氏は海岸附近で ｮ ］ Ｕ ， 市街地で

n = 3 がよく 実測値と合うことを示した。市街地では海

岸附近よりも地表簡における摩擦が大きいから，上方に

向って風速の婚す割合が大きく， したがって n の値は小

きくなるのが普通であるが，亀井氏の測定は風速のあま

り大まくないときのものじあるから，これをそのまま設

計用にあてはめるには無理がある。 R. H.  She巾 ck ( 1952)  

は π = 7 を主張しており， E.  H.  Deacon ( 1  955年) は

す= 0 . 16 がよいとしている。最近，京大地球物理学教

室の7i ' t JII 教授と光田寧氏が関西屯力と協力して大阪木津

川 河口において高さ約 ＸＰ 米の鉄塔について行なった在 ｾ ￬ ｬｬ ｴｬ

k よれば Deocon によるものがよく合うけれども，観

測を行なったときの気象条件や，ｽＡｦｾ の強さによってもず
.....暑

いぶん変るようであり，また上記の rjJ法則の式のような

単純な形に表わされない場合もある。

ζ こで n の値に関して大体の傾向を述べると，強風の

時には弱風のときよりも n の値が大 となるのが普通であ

る。また地表面摩擦の大をいところでは n が小となるこ

とは前に述べた通りである。

以上は平均風速の高さ方向分布に! 刻してであるが，瞬

間風速の分布の問題になると，今日までの観測も少なく

前述の突風の影響が入るから，さらに面倒になる。それ

らについて詳しいととを述べても実用上，あまり役に立

たないと恩われるから， She巾 ck 及び Deacon の結果だ

けをとこに引用すると，それぞれす = 0 .081 またはす

= 0 .085 とするのがよいことになっている。

これらの結果から考える と， われわれが構造物設計上

問題とするのは，強風の瞬間風速分布であるから ，基準

法における n = 4 の値は小さ過ぎるようである。 却の値

が小さいと上方でｽｬｩＧｾ是 ｧ の増し方が 大きくなる。ｅＡ ｪｊち 実 際

には多 くの場合，基準法できめられているようには上方

で風速が増さないとみるのが妥当であろう。
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写真一2
写真一3

5. 構 造 物 の 平 面 形 と 風 圧 力

種々の形状の構造物に対し基準法で風圧係数がきめられているが，これらはい

づれも風洞実験結果に基づいたものであるから，実際の風によるものと多少相違

する。しかしながら，これよりもさらに軍要なことは建物の断而形だけでほとん

ど風庇係数が定められており，平面形による影響を入れてないことである。こと

では構造物の平面形によって風圧力がいかに変るかという問題，及びこれに附随

した問題について述べよう。

建築構造物で最も代表的な平面形は矩形である。矩形の場合，その長さの者11合

即ち桁行と梁聞の割合によって風圧力はずいぶん変ってくる。 第 1 図 ( A ) に示

すように比較的短かい場合には，風は恨. i J 方を迂回して流れやすいが， ( B) のよ

うに長くなると流れがまわりにくい。したがって( B  ) 図のような場合には泌物

の中央附近で風上側の正圧( 圧力) も， }!fI，T 側の負圧 (IQ{ 引ブJ) も ( A  ) 図の場

合よりも大きくなる。

写真一2，- 3  はー昨年22号台風で被害を受けた鹿児島市内の山下小学校であ

る。ちょうど校舎の中央附近だけが被害を受けている。: 与:rl は風 F仮11から兄たも

のである が，建物が長いために風上からの風が迂回し illl く，負圧が特に大となっ

たもののようである。 2 階の部分は屋j裂を越えて} ! s が通るから 1 階の部分よりは

圧力も小さくなり被害も少なかったものと思う。

学校の主主物な どによくある ｌ 字型や ｕ 字書ｾの平而形は昔から風をはらみやすいと

いわれているが， この理由も上と同様にして説明できる 。第 1 図のような形の場

合には，風速は C 点だけでほとんど O となり，その点における圧力は空気の密度

を ｰ ， 風速を ｕ とすれば ｾ ｰｖ Ｒ である。 ｃ 点、以外の点では外側に向うにしたがっ

て，次第に圧力は低くなる。しかるに第 2図のような形の場合にはDE間全体にわ

たって風速がほとんど 0 となり，上と同一の圧力が作用することになるからであ

る。もちろん実際には屋桜を越えて一部の風が進むから ， まったくこの通りにな

るわけではないが，原l ' llE五j に説明すればこのようなことになる。

E主物に IJfJ 口部があって風がそこを通り抜ける場合にも t と同じ理由で外壁にt.nl

わるｽＡｦｾ圧力は小さくなる。建物全体にとって風を吹き抜けさせる方が良いのか，

忍いのか ということがしばしば問題になるが， 吹き抜けさせ る方が外壁にiJ nわ る

ブJ はJ てit11のように明らかに小さい。しかしこの際注意しなければならないのは，
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}9i が吹き抜けると E量級をIJY・上げる力が大きくなって， と

れを持って行かれる危険があることである。通常でも屋

根面は上方 I'CI.以 t げのカを受け ているが，第 3 図のよう

な場合には屋線上面の風速が特に大となり，そのために

上向きの力が大さくなる。との力は飛行機の翼が上向き

の力を受けるのと間ーのものであって相当に大会いから

，木造家屋の屋根などは強風のときたちまち持って行か

れてしまう。したがって鉄筋 コンクリ ート造の場合のよ

うに，屋織が比4安的重く， しかも上向ぎの引張に対して

も強度のある場合は別として，木造家屋の場合には絶対

によくない。 写真一4 は鹿児島市の魚市場であるが，風

が吹き抜けたために屋根が飛んでしまった例である。

風が吹き抜けなくても，一部分から }1d，が建物内に吹き

込むと， u 字型校舎が}!fd，をはらむのと同様の原理! で，室

内の圧力が高くなり，そのために時対日を受けることがあ

る。 写真一5 も鹿児島市内の教会であるが，手前に見え

る搭の部分の窓が窓枠とともに外れたため，円錐形の屋

ｾ長が飛ばされてしまった。向う側の屋綴の上に載ってい

るのが搭の屋線である。

一・般に和u長い形状の建物はたきなブJ を受けやすいこと

を百ｾに述べたが，梁聞があまり狭いと，建物の王手扇町 ｉ に

比して }!fl，の受圧面積が大きくなるから，このなl床でも注

意しなくてはならない。 写真- 6 はあまり納長い建物で

あったために被害を受けた例である 。この建物の附近で

はイ砲に被害が少なく，この建物も特J仁質が惑い ようにも

見受けられなかったから，これは明らかに受圧面積が大

会いことに原因する被害だと思う。 写真一7 はこの建物

の 1 階内部であるが，木造家屋の弱点をはっきり銘呈し

ているのでここにヰ現せた。

写真一5

写真一6

写真一7
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6. 屋 根 の 受 け る 風 圧 力

木造家屋が風によって被害を受ける場合，全段あるい

は半峻に歪らないときには，まづガラス戸や屋根に被害

を受けることが多い。ガラス戸は問題外として，屋根は

前述のように負圧を受けるのに，これに対する対策がほ

とんど鵠じられていないためである。屋厳については特-

1'C*r7t. けらば，ひさし，出| 糾等に注意しなければなら

ないことになっている。実際，その通りであって，この

ような被害例はきわめて多い。 写真一8. - 9 はその例を

示す。しかし， これは瓦主主の場合にあてはまることで，

布h: l 主やトタ γ 芸の場合のように屋根面が比較的平で，事l !

などが特に突出していないときには，風がその表面に沿

って流れやすいから，かえって上記以外の部分に被包? を

受ける。 写真一10 は柿芸屋根の被害例で，被害そのも

のは大したものではないが，負圧の大きかった部分をそ

のまま示していて面白いと恩: ったので，ここに掲げた。

通常，屋根そのものは風に対して弱いけれども，小屋

組は破損することが少ない。 写真一11 は屋1裂が飛ばさ

れたもの， 写真一12 は判I組が破壊しても小屋組はほと

んど健全に残った例である。この被害は地震によって家

屋が倒駁した場合と似ている。

ち良一12

ー
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7. 風 と 構 造 物 の 振 動

前述のように風には息があって，風圧力はl時間的に常

に変化するから，構造物はこれによって多かれ少なかれ

振動を生ずる。構造物の強度上，このような振動を考慮

しなければならないかどうかは構造物の極煩によって違

う。従来，J i i ( : もこれの| 問題にされたのが煙突と釣橋で，

とれらが風のために振動をお起して倒壊した例も多い。

咋f識的に三与えて鉄筋コンク Pート造では， ζ のような振

動を考応するに及ばないだろうととが明らかである。主

として問題になるのは木造，鉄骨造であると考えられる

が，鉄塔のようなものに対してどの程度の振動を考える

べきかについては明らかになっていない。

j誕の息，unち風圧力の時間的変化には周期があると考

えられるから . この周期が構造物の固有娠動周期と一致

すれば，共振を起すかも知れないというととが考えられ

る。共振を起すにはある風圧変化の一定周期が少なくと

も数回以上述続して生じなければならないが，実際，風

圧力を測定してみる と， その変化のし方は非常に不規則

で，所調理想的な共振は起ることがない ようである。た

だ風圧変化の或数周期が構造物の固有周期に近いこ とは

あり得るようで，われわれが或鉄塔について風圧力と振

動とを悶 11寺に測定したととろでは，数周期の! 日j，構造物

の振 IIJ が次第にひろがる場合のあることがわかった。し

かし，とれを共振と呼んでいいかどうかはわからない。

構造物が風圧力変化のために共振を起すかどう かという

ことは，共振という 言葉の定義に よるものと思う。

ここに述べたような現象を久二振と呼ぶかどうかは別と

して，鉄塔などでは振巾が次第にひろがる状態はあり得

るのであるから，このような構造物に対しては夙による

静的な力のみならず動的な力を考えなければならないこ

とはr!t j らかである。一般に風の強いときには構造物の振

巾も大きくなるが，これはJiN圧力が大きいために振II Jが

大きくなるのではなくて，以の強いときには乱れが大き

いから，そのために振巾が治すと考える方がよさそうで

ある。この状態については，風のために木が綴れている

様子を怨像してmいたらよい。

以上は風圧力変化に基づく構造物の振動について述べ

たのであるが， 煙突や釣橋の振動は，機構的にこれとま

ったく民なる現象である。これらの振動は常にJ!ilL向 と直

角な方向の振 rl1が大きく，乱れのない定常的な風の中に

あっても生じ，あたかも共振を起したかのように採れる

ζ とがある。この振動の発生理由を説明する理論はいく

つかあるが，ことにそれを述べると長くなるし，他の替

物にもあるから省く。ただ，これらの現象が台風時のよ

うな非常に強い ｊ ｪｩＧｾ の下で起らず，むしろ中程度の風の強

さのとをに起ることを注意しなくてはならない。有名な

米国のタユマ橋が倒壊したのは風速 13mj sec 前後のと

きであり，最ー近多い鋼板製煙突の振巾が大きくなるのも

たいてい風速 10- 30mj sec の範囲においてである。構

造物にとって問題になるのは，最も強い ｪ 瓜だけとは ｾｬｾ ら

ない。

8. む す び

本文では構造上問題となる J誌について若干の事例を取り上げた

が，との他にも問題は非常に多い。それらについては他の書物や文

献に詳 しく述べられている ζ ともあるから，特に| 刻心をもたれる方

は参J! i日して頂きたい。 参考までに文献の一部をあげておく。

各種形状の構造物の風邪] 災験については，やや古いが佐野利探，

武線清，家屋耐震並i耐風構造，高等建築学第26巻 (1昭和 10年) にく

・わしい。これには流体力学の初歩についても多少述べてある。久田

俊彦，建築と風災( 昭和23年) には風に関する積々の問題が要領よ

くまとめられており，亀井! J i氏の多くの研究は亀井珂，構造物の風

圧力に関する研究( I ) ， ( l l ) ，建築研究報告16，17にだいたいま

とめられている。突風及び高さ方向風速分布については R . H .  Sh-

erl ock， Vori at i on 01 Wi nd Veloci ty and G ust s  wi t h Hei ght ， Pr ocee-

di ngs 01 A . S . C .  E . ， Vol .  78， N o.  126， 1952 及びその討論， Proc .  

01 A . S . C . E . ， VOI， 179， No ， P- 126 ， 1953，; E . L . Deacon ， Gu st  
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Vor iot ion wi t h Hei ght up to 150 m， Qu ot. J .  Roy .  Met  

Soc .  Vol .  8 1，1955 にくわしい。台風による構造物の被

害状況については昭和 9，10 年頃のili 築鮒誌に各種の被

害報告が載せられてい る。- J i X : 後に述べた煙突や釣橋の振

動については J . P. den トi ortog ，M echoni col  Vi broti ons ， 

1956 ( 1日版には邦訳がある。) 及び A erodynomi c St obilit y  

01 Suspensi on Bri dges， Proc.  01  A.  S.  C.  E . ， Vol .  78 ， N。

144 ， 1952 に各種の理論が述べてある 。 との他，}!Is，の問

題について簡単に知っておきたいと思われる方には小野

m編，耐風，耐反耐火構造，共立全m， (1昭和28年) が

ある。

なお本文に掲げた写真の中， 5， 6， 7， 8， 11 ， 12は奈

良女子大学助教授，扇岡信氏がJ出与されたものである。

記 してここに感謝する。

附 記

光 安 義 光 氏 の 問 題 に 答 え て

氏の文中 ( 1) ，( 3) のケースについては本文中に U 字

型平而の風のはらみ方について説明しておぎましたから

読んで頂けたらよいと 恩Lいます。風がl次き抜けることに

よって圧力が低下することは説明するまでもありません

が，これも本火中にふれておきました。 i 4 階の コ部に

生じた錠風雨 ..... ...J の意味がよくわかりませんが，建

物の上部近くでj識が吹き上げたのは， 本文第 2図，DE間

の外壁にあたった風が第 4図のように上方に抜けたため

いカ当ら

工

に起ったと想像で

きます。 コ型のi肉

flj&il l ' L ゴミがたま

るのは，この部分

m4 図 の ｽｩｦｾ が 吹き 抜けｾＧｩｦ ｅ

然であり ，吹きま〈られ るのは，と の部分に洞

が多くできるためだと思います。

( 2)  のケースは武庫川附近の局地夙による事故のよう

ですが，この場合のように平商形が V 字型ですと，風が

北方から吹いたとき，風の進跨が次第にせばめられて風

速を増し，とれが入 ｼ 釈に 突きあ た っ て上方へ向い， 屋 ｾ裂

を越えるとき，さらに流速を増します。普通の平面形で

あっても風が屋根を越える と流速を附 し，かなり大きな

乞II王を生ずるのですから ， との例のような場合には異常

に大きな f'.! 圧を生ずる と考えられま す。し たがって附近

のポロ小屋に被害がなくて， この屋j裂が年IJ がされたこと

も不思議ではない と思います。 ( 6. 24 . ， 1957)  

(筆者京都大学防災研先所}
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コ 型 PL  A  N の 鬼 門

風 と 平 面

光 安 喜 重 光

私は偶然と定‘ 識的とで 3 回風をqLむコ型平面の設計ー

をし， ｽＡｦｾの恐ろしさをつぶさに体験した結ｊ，ｉ［Ｚ，その土地

の恒風，民j見方向，地域性と Pl onning の総合的判断に基く

設計を1 I t めなければならない，換言すれば構造苦| 闘が閃

く認識され怖されていると同様防災研究者は夙，駁f管f，

地]形彰， P刊l。町on川m、l n川、

をもつて，私のごときクカツ者の目を見聞かせて欲しい

と希い， 失敗談を記録する次第です。

在、は設計，施工， ｲＺＺ ｾ［Ｚｐｊ ｬ と 終始手がけ育てた作品が，民

風の猛威に目前で傷められる織を見ていた時の悲しみを

ー・生忘れることはできないでし ょう 。しかし コ型平而の

良さを放楽して逃げる安易な解決は，デデ ィナー の正 し

い態度ではないと信じている。今も少しづつですが改良

(  ?  ) しながら，コ型平面計画を再び進めています。

私の些調11な失敗を通し，高度な知識，考え方を防災研

究者，先強 より教示いただければ幸甚に思います。

カ コ型平面の理由

敷地が東，南で道路に接した狭少な角地であり， 一杯

に建築されなければならなかった。事務室の採光をm: ，

南に求めた。以上二つが簡単な理由である。

ケース 1，2 は同時期lに竣功した鉄筋コ γ クリー ト造と

木造で前後して被害を受け，その搬を踏まぬ積りでいな

がら，少しばかり修正し，再びゴ型平面を係用したもの

が，ケース 3 である。

?を風

建築地は 1，3 は神戸市海岸近く 2 は西宮子1 i 武町川

近くである。被害時 ｪｾｊ ｉＧ￭ ｅ 誌の吹く Ｔ ， 9月であった。神戸

市の月平均の最大風速と方向を表にして参考とします。

?な各ケースの被害説明

( 1) のケース

神戸市海岸近くの鉄筋 コソクリート 造 4 階，地上 16 .8

M，ペントハ クス 19 .3 Mの高さがある。

予算上窓ガ ラスは 5 mm厚を 3 mm に変更したが，そ の

際附近の泌物を調べたが 3 mm でもよい結果をもちまし

た。

第一回目は瞬間 50m/ sec といわれた齢風の時に①矢

印にかけて ，南北2 カ所の窓ガラス3枚 ( 4尺 X 3尺) を破

って吹抜けました。このために他のガ ラスは破煩せずに

終りま した。

翌年第二回目は 60m/ sec といわれた殴風 ( J  ) で①

印窓を Ｑｾ って周 ［ は階段室へ抜けるとともに，旋き返った

風は再び①印の前年と同じ位置，同じ ガラス を南北 2 グ



月 1 1  1  2  1  3 いいい 1 7 1 8 1 9 1 10 1 11 1 12

向 1 w  Iw州 I N川 N 1  N  1  ENE 1  WS wl  N  I  N  1  w  I W川ENE

大風速 下9. 8 23. 0  1  28.0  1 19.0 1 17.8 1  21.6  1 18.2  1 17.8  I  ｾ ｉ＠ Ｒ Ｘ Ｎｾ Ｑ Ｑ ＶＮＵ 卜 Ｓ Ｎ Ｒ

所にかけて吹き倣って抜けました。その折前年腕時に 1. 

5mmJ♀ガ ラスに q 女だけ取替え補強していたため，その

部はやられず他の 2 枚をやられたわけです。

4 階の コt:11に生 じた旋風雨はあたかも高山の雨風の よ

うに 下から上に向けて猛烈なスピー ドで吹さF起きてい

て，外灯のスポッ トラ イ トの笠は全部上空を指向し，①

印北の窓ナ・ソ ν ュは引逃いでしたが，二枚諸 ともに水平

近くまで吹き上げられ，入力ではそれを抑えるとともで

きませんで した。

現在は①，① 印の倣m窓ガラスのみを 5mm) i J に変更

応急修理をしたために 3 年間は無被告です。 この①，①

の点は鬼門ともいうべき? で しょ う。

(2) のケース

西宮市武町川近く，木造 2 階建て，南→北への片流れ

二寸勾配，瓦1拳鉄板U <t， 地上10m，8. 3mのそれぞれ高

さをもっている。

今まで 4 月になる ととの流域にはしばしば突風，旋風

があって小被害が新聞に記録されています。当日はl暖か

な111'1天の日で，風は一寸( 4 米位 ? ) 吹いて いました。

建物隣接には戦後の全〈の ボロ 小屋が一つありま した。

私の作品の屋線葺鉄板が約一面即ーばかり突如，吸い上

げられ剥がれてしまいました。日頃隣接のボ ロ小屋が先

きにやられると考えていた私には建築後 1 年のとの被害

には，総かさ. るを得なかった。屋根野材全体が幾分ガタ

ついて小雨漏りの原因をつくってしまいました。

> の偶角音[1には よ くj見を苧み，肢が溜って いるのを見

ています。

この被害は局l也的な風性をもっと調査していればよか

ったという釘置な教訓を知らされ， コ型 Pl on の* 門を

風 という形で認識 しました。( 家相の兆円ではなく)

( 3) のケース

神戸市海岸近い，鉄筋 コシク リー ト4 階建て，北側に

1階Hてをする。 地上16.3m，4. 3mとが高さである。と

の建物の時十主 1，2の経験から設計に際しては，与Eむ風を

早〈逃がすこと，北側の自主ガラスは鬼門( ?  ) のと ζ ろ

は小さく するこ とにし て再び建築しました。

強風があると コ型の仰角にはいつもゴミが吹 き捲くら

れ，溜ります。出入口の一枚ガラスの扉( ドア 5F エック

付扉) が人の 1.1:1入 りに際し， チェックがきかす. 扉を風に

もっていかれ，ガ ラスを破損するこ と二回で した。現在

この部分は強化 ガラスに変更しまし たので全く被害はあ

りません。直ぐ隣りに総ガ ラスの部分がありますが，こ

れは全く被害を受けていません。

以上が被害の略記です。因みに し 2，3 の作品は月 刊

雑誌に発表したものです。( 筆者兵庫県営絡調。

出 07酬 ①

70'Sき 4 階

Peut  House 

19. 3m 

4 階 16. 8m

2喝3.675U! 坪

白書

4 階 =16.37m

19.53m 

平家 = 4. 3Qm 

Cll ITラスの刷桝I> I J 前 & 尻 町

ｾ＠ 4 R上 Pent H  OU5e 

ｅ コ Ｔｾｌ

t 6d 30尺- 25尺

ｾ＠ 4 陪

Eコ l 階
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消 防 局 よ り 建 築 家 へ の 忠 告

a.  失火の問題

われわれは衣食住すべて先人がれち立てた事 Ｎｭｾ 乙従え

ば，最も無難な生前が送られるようであるが，生活様式

の大変に巡ってきた今日では，それが必ずしも万全であ

るとはいえなくなってきた。逆に危険さえもたらす場合

もあろう。例えば一般住家の煙突は，天井と屋椴を突さ

抜いて，告はカマドの火に，せいぜい二 11寺|甘j前後耐える

秘造でよかったかもしれないが，今は天井や屋l裂が滞く

粗維になっただけでも加熱しやすく，おまけに割れやす

い材質の煙突では，新材とはいえ退歩したようなもので

あり，昔と同様な構造であっても，カ- : { 1: 内には以前 と

違った石炭， 重油などの燃料もあり，それを昔のしきた

りのままに造つては四，五時間もたくと必ず火事になる

ととになる。特にス トー プが通例で，進駐軍が家を借り

て住み，たちまち多くの家を焼いたことでもわかる。そ

の危険な結果を知つての設計 VC，施工者が，角煙突の周

壁に煉瓦か土砂を詰めるべきを，何も詰めなかったり，

オガ屑を詰めたり，放火に等しいことを行っていた実例

もある。天井や屋根J阪にはメガネ石をはめるべきだが，

これも手を抜いてあるのが多い。われわれが検査に行っ

ても，工事人を信!mして，天井まで1放って見るわけにも

いかないのを知つてのことだろうか。ついでに，この見

えない部分について，大家屋や長屋ではぜひとも，小屋

組三角部分の隔壁を，良心的にしっかり造ってもらいた

いものだ。これは延焼防止の上に，ポシプ数十台にも優

る有効な作用を発弾する。

建築と失火の問題は，木造モルタル張の椛ii!i がiiX: も深

刻ではないかと思われる。この主f擦がり] 治時代から始ま

って，いまだにそのまま残っているものは少いのではあ

るまいか。木造がー般に如何に焼ける運命にありとはい

え，普通ならば国宝的に到るところに伐っているが，モ

ノレタノレ張は，古いのでも京都駅のように，僅かの運命し

か与えられていないようだ。それは，他からの炎，1m熱

を木や板や紙よりも，数分間長〈耐え得るというだけで

他はほとんど無防備に等しく，火原の巣を作っているの

と等しいからで，消防の消火責任よりも建築家のヨ: 5 " J . 益が

足らないのではあるまいか。 失火上，消火上( 延焼上)

40 

空 本 造士ロ

次のような欠点がある。

ト ラスは漏 ｾ｢ｴ を誘発させ］氾気を通して ｪ｝ 日熱発火さ

せるのに好都合である。それが内部だからさっぱり

不明だ。沿線は被桜があっても ，幾分か外部へa!l. 屯

している。外部に金物があると次第にハグて漏屯す

るにいたる。

2.  コンク リートと錯覚' しないまでも，火を接しでも

石に近づけるようなものだと思い，アパー ト， 事務

所などでも壁に接して炊事をし，壁体内が焦げてい

く。

3 .  毎日毎日ひどく焦げていっても，内部だから少し

もわからない。

4 .  2 と 3 の関係は風呂焚場，その煙突などが最も多

い。昼のヒナカに，大勢の人がいる事務所などで，

丸焼になるのはこれが多い。焚場の火が，喜重体内へ

流れ上っているのもある。

S  建物全体が空洞壁体でつらなり，樫も炎も遠方ま

でのびて，とまりがない，ある程度に断絶する仕切

りが必要である。' A ぐ大材を使ってもよい。

6 .  壁体内が燃えても， 7. K をいかにあびせても，少し

もかからない。煙と炎で接近できず，聞くて容易に

割れない。結局全部燃えてしまう。

要以上の如きだが， ζ のままでいいのだろうか。

例に過5 ないが，考えてもらいたい。

ｾ＠

h  鎮圧手段において障害となる点

モルタノレ張の場合における鎮圧 ｾ￭ｾ 筈，大家屋，長屋な

どの仕切壁などは以上述べた ｾ Ｍ ｾｾ￭Ｚ 筈だが， ζ れらについて

は，われわれ消防当局の数少い宣伝なり呼びかけに似る

だけでなく，建築家としても当然に良策を胞主にすすめ

てもらいたいものだ。そんなととをしては，仕事を人に

とられて，もうからないのか知らないが，中には説明し

て初めて知り，喜ぶ人もあるのだから，手を抜き，非|釣

火的にし，監督の自をごまかすのみが手柄で，政治家で

有力者だとの考え方は切りかえた方がいいと思う。

wu圧手段において附害となる点、というのは一般的にい

って i 水がかからないように造ってある所」となる℃



‘  

小昼組内 ICおける仕切盛の効栄

( 一棟内でも隣議へは延焼しない)

あろう。家尽のそれ

はボテ張壁体内，普

通家屋の屋根天井裏

すなわち小屋組など

で，判1入，物世など

がとれに次ぐ。現時

の消防力は大低限l力

政7. 1 < の強力なもので

あるから，大低のと

とろへはわけなく注水ができるし， 7. 1 < がかかりさえすれ

ばなんのこともなく火事は鋲庄されるものだ。それが，

どんどん延焼するというのは，7 . 1 < がどうしてもかからな

いところがあって，そとから燃え拡がっていくのだ。早

い請が，一戸の二階の火事にしても，窓から放水した場

合に，室内の壁や，戸や，タシスなどで， その向う側へ

は水がかからず，その室内の半分は燃え続けて，裏側か

らも注水しないことには， どうしても半焼になるもの

だ。ゆえに，そんな水のかからない天井裏，小屋組，室

内，壁体内などは，火が自由に狂い回わらないよう ，そ

して延焼速度がにぶるよう，かつ消防隊が消しやすいよ

うに，小さく遮断するか，注水口として一部分を聞けて

おくか，または，炎を逃がすような放炎口を作っておく

べきである。この三者を同時に設備すれば理想的といえ

よう。笑際にはもう一つ，建築面から向It れた消火設備を

ｾ求する。

長屋，学校，大事務所，公衆集合場など，小屋組内に

各室と問機，またはそれ以上に屋根から天井まで壁をつ

けるならば，燃え難< ，消し易くなる。注水口というの

はその天井などに，一角なり四|科の方にー尺四角ぐら い

な，沼気の修理や配線工事にでも入れる穴をあけておく

と，その家屋は全焼を免れる。とれがない と，小屋組の

三角地般に火があっても消すこ とができずに全焼する。

長尽などでは隣家同志の屋根続きでも，出f 地板は一枚の

を各戸に{ 史わずに，梁か垂木かで一段切り雌 して瓦を乗

せるだけでも，火事が隣家へ移っていく過程において，

隣家を先ずくすぶらすその野地板が，時It れ自でー| 時とま

ることになる。放炎ロは屋根上におけるもので，その下

311の炎がそとから逃げて，隣家や隣室へぐんぐん拡がる

べき火事が非常に緩般になり，煙もこもらないから，紫

人がパケツででも防ぐととができるようになる。ただし

その火元は放炎口のために勢いよく燃えることになろう

が，それは， 小火の時には1 & 炎口があってもなくても閉

じように燃え，結局全焼時の問題になるし，その全焼時

ならば，よく燃え ようが燃えま いが，fL'H与にはさし て関

係なしその時は消防隊の注水もあるととだし，その放

炎口というものが，ポンプの数台分にも匹敵するだけの

力を発抑するに違いない。昔の消防隊は トピグチや手桶

で，どうして防いでいたかといえば，火事の上部の屋根

で，できるだけ火に接近して屋織に穴をあけ，すなわち

放炎口を作って仕事をしていたものである。現在の. I A 屋

では，三戸目ぐらい先きが燃え移った頃に，火元の屋椴

が焼け・て穴があいてが〈炎口の形になり，やっとその三戸

目も防ぎ得るようなことになっている。

放炎口は封|喝蛇! ロともいえる。 127から大きな住宅などの

炊耶の屋根が二去になっていたのは，消防的にみてもは

なはだ良策であった。その炊事室だけの炎を逃がして，

火事を炊事場だけにとめようとする考えである。渡廊下

などもぜひとも二重出根にして炎を逃がす設備にしても

らいたい。

特にifuf火札喋物においては，この排煙! 日JJ 泊は重要であ

ろう。煙は上方へいくものだから，地下室や一階のどと

かで煙をだしても七，八階全部に煙がともって，四階，

五階，どとを探しても火元がわからないといった困難な

; 場面にぶつつかり，炎が出てやっと地下室の物置だった

とわかる場合もある。またその物誼 とか，う't 場とかが，

火元だとわかっても，今度は炎がなくて，照雄だけでは

何が燃えているやら，まだ燃えていないやら，樫のため

に一寸も進めず，あわて者の消防隊になると，数筒先が

猿烈に放水して，そこらあたりを水びたしにして，やっ

と煙が引いて剃べてみるとイスーつ，坐布団一枚が焦げ

ていたというナジセジスも実話が証明している。良好な

排煙設備にすれば，空気の流通がよくて火事を大きくす

ると反論 したがる馬魔者もあるが，それで大きな火事に

なるよりも，そのお陰で消火する方が遥かに速し損害

は小さくてすむのである。当今，窓なし建築が流行して

いるが，なんらの消防設備も考えていないとすれば，ど

うするつもりだろうか。他へは燃え移らない構造だから

自業自得でいいようなものの，公衆集合場となれば人の

むし焼きを黙ってみているわけにもいくまい。地下室や

地下街の火事でも ，問題は排煙にある。

ボテ張のili 築物でも，壁体の外而には 10 メートノレか 15

メー トノレ鐙きぐらいに注水口を設けておきたい。

c.  木造火災について

木造家屋では，火事になる原因が種々色々あっても，

例えばコタツ，火鉢，かまど，たばこなど，それらから

くすぶり，発火しても，それらは火事へ進行する予備行

為的なもので，どれも紡j訓ま，戸，ふすま，附子ーなどに

火がたどりついて，それが燃え上り，内部では天井を燃

やすことになる。天井が燃えだしてから本格的火事にな

る。ふすまの下が燃えだし，てっぺんまで燃え上るのに

約二分，天井に火がつき，その炎で向うのタシスの上，

ｆｾ 子，績のふすまなどが燃やされて，火の海になる。火

は天井哀にも入る。平家ならば屋根! 支が燃えだして火勢

を加える。この| 時が大体，ふすまの下部が燃え始めてか

ら七分自ぐらいだ。そし℃ ζ の持が素人では消すことの
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できない域界になる。

二階建ならば，以上に述べた炎が階段，廊下などを伝

って 二階へ延びる。そして 二階のふすまや附子や戸が燃

え，次いで天井が燃え，その炎で二階が火事になり ， し

まいには下よりも二階の方がひどい火になる。それは下

の火も二階へ:iJJ rわるからだ。

長l去の隣家へは， もし仕切監がないと，炎はずらりと

天井英を走って各戸がほとんど問| 時にE引先するが，もし

訴令な仕切壁があ るならば，火事はすぐに下の方も壁を

倣って隣家へ移るのではなく ，やはり上部に火が強< ， 

隣家の瓦下の野 ｪ 也板がまずくすぶって，二 ｭｾ 土黒煙の渦

が巻き ，人がおれず，やがて，天井英で水もかからない

から，炎をI噴き，天井も上から燃えだし， 室内に炎が渦

巻いて火事になる。そんなにして二階が」ーから J から焼

けていく。つまり天井が火事のもとになるわけだ。天井

がなければ，日本の木造火災はどんなささやかで，つつ

ましやかな小 さな火1 ' ; で終ることかとうらめしく思う。

隣家などの階下は，二l併の限i安から務ちてをた火で，そ

こらの戸，附子が燃えだし ，そし て天井が燃え，その炎

が全般に火をつける役目になるのは火元と閉じである。

空地や道路を距てた隣家へはどうして焼けていくか。

まず火事に間近の軒先か，羽目板か，村ーかが燃えるだろ

う。とのことは，屋外で焚火をして ，その火から火事に

なったり，外部の煙突の火から燃えだす場合などと同じ

経路をたどる。その屋外の火はどれも ，次いで粁哀を燃

やすこ とになるだろう。その軒裂の火は瓦下，野地板を

焦がしつつ屋内へ入る。そして天井を上から燃やすこ と

になり，この天井の炎が室内全部に火をつけて本格的な

火事にするわけだ。いずれも天井である。

以上が本格的な主流であるが，その外に，悠から出た

炎がｾ可哀を箭れて隣家の軒哀を燃やし，そこから棟上へ

瓦下の! 1ft地板を伝って天井裏に燃え上る経路がある。 こ

れは: ' ) ) : と表とのこ方而になる。しかしこのぶんは主流延

焼力に比 ;1佼すると強力ではない。

以上の延焼は ;1可に面する方面の延焼を述べたが，家の

械からならば，粁先の代りに破風が着火の役目を架すo

!v)( 風の延焼で屋根裏，天井裏へ火が入る。

木造家屋の弱点とする ところのものは，次の通りであ

る。

;!fI' J tと軒哀 ( 野地板)

隣家などの火を受けて延焼のキッカケをつくる。羽

目板，腰板も同様で，この火は粁$ などをもや して

小屋組内へ入っていく。

面戸，戸袋

霊木 と霊木 までの誕のスキ 問が而戸であるが， ｽｬｲｾ の

場合は，隣家の炎が直接に，ことから天井泉などに

入る こと がある。戸袋は，まっさきに延焼する口火

になる ことが多い。

天井，屋根裏

しばしば述べた通り，天井が火事の本源になる。天

井のない家，天井が燃えない家の火事はたいした こ

42 

とがない。誰で も楽制約ぐ ととができる 。

階段，廊下

炎の流れ道になって延焼を早める。できるだけ目前場

で区切ったり，頭」ニ( 廊下上) を波形か，歯を入れ

るかで，炎が頭上を易々 と流れ，延びないような構

造にしたい。との設備は，怠I床もなく造ったのか知

れないが，木造よりもコジク 5 ・ 1 造の廊下に1fr 形

入りのが多い。

l政風，羽目板

I政風，羽目板など もでさるだけ不燃材でしたいもの

だ。

以上は特 ｨｾ なものだけについて述べたが，ついでに飛

火について一言し たい。数千戸を焼くという ような火事

は，建物， l!l't 7)<不1]， 主m等守の恐条件が重なるとはい

え，その中の重要事項の一つに飛火 というやつがある。

飛火が発生する条件は

A=( 火の子の大きさ ) xO試のJi 虫さ) > < ( 易燃物)

の関係にある。 A は定数である。

火の子が大きければ，他のこつは少il 自ですむわけだ。

建築家にお願いしたい ζ とは，火の子， 111. について，

どうにもならない とすれば，易燃物をどうにかすべきこ

とである 。火事が発生して，その火の子で飛火が起る場

合もあるが，カマドなどの煙突の火の子から，飛火の火

事になって，大火になる場合も多い。従来，過去の日本

の大火は，最初の原因が，大概 この火の子，飛火になっ

ている。近来の各地の大火の原因を恩い出してみるがい

い。原因は大低飛火である 。

易燃物というのは，板ゃれーなどの木材ならば腐朽した

もので，軒先や村:や板に多い。モグサと同綴で， J吸があ

るとパッと炎をあげる。次が， ワラ， 松皮，紙，そ の他

である。とにかく古い物が着火し易い。係出部をかくす

工法を願いたい。われわれの立場からすればパラック主l ! :

築なんて，町のまん中に燥 ｾ￬ ｾ を抱いているに等しい。 ｪ 孔

で火を押しまくる状態は平11寺の想像以上である。飛火で

も， トー チラ γ プ，アセチレシガス熔接ｾで板を焼くよ

うな有織になる。私が実験したととろによると，米粒半

分ほどの大ぎさの火 Ci l l :誌は 0_001 瓦，杉炭〉で，扇風

機の風傍秒 2 メー トノレ，腐朽したね，とれで30秒たって

燃えだし，後のような炎をあげてから，おそらく 2 分以

内に数ー卜土、l' の皮J恨を焼いて 線上へ上る勢いであった。

風の自に，火の子を用心して炊事をする ， ということ

もさるととながら，いくら火の子が出ても飛火が起らな

いような建築にしたいものだ。それは易燃物の数値を小

さくすることである。コ γ クリー ト や む ｾ瓦で掩われない

ならば，そのままでも，早速，腐朽箇所などは取りかえ

たいものだ。悶婦にさらされた板，ね，イスなどの木材

は五年目頃から恐ろしくなる。そよ風では腐朽部の全般

に火が回わる。風がないとただくすぶるだけ。風が強い

と炎をあげて進行する。とれをなくするだけで円本の大

火の九割は減少するだろう。( 筆者大阪市消防局指導，保長)



建 築 物 と

建築物の材| 煙は単に火災消防関係に重要であるばかり

か，衛生的にもまた問題であり，とにかく不必要なもの

が，室内にいつまでもこもっているというととはよろし

くない。が私は主として防火関係の意味から体験談的に

述べてみたい。

防火的な意味から，爆のために困る問題はいろいろあ

る。通常の木造住宅でも，火事の始めか，または延焼の

際に， くすぶってその家，その室へ消防隊が泌煙に阻止

されて進入できないといったようなことは当然で，その

ようなことは，常時においては，換気の問題として，ひ

っくるめて考えてよいととで，特別に排煙問題として取

りあげる必ｾもなしまた，キャパレ ーとか 硝応 と か，

特に夜分のできごとで，火事の通報で到着してみると，

紫煙モクモクとして ー歩も入れず，二階の怠などから筒

先五，六本で猛烈な放水を行い，家中を7 J < びたしにし，

夜明けごろに明りと煙の消滅で調べてみれば，ソファー

l卵が半分ほどくすぶっていたということなどは，排煙

の問題とい うよりも，イワ ν をー1&焦がしても二階はけ

むたたいくらいであるから，そんな煙にだまされて放水

を敢行する消防隊の知識教育程度の問題である。しかし

如何なる建築物にしろ，良好な換気となるのを村| 斥すべ

き理由はない。

排煙は百然的にしろ，強制的にしろ，一応は良好な換

気にすることで，良好な換気は特別な装置でない限り，

通風を よくする という意味になり，火をよく燃やすよう

にし，火事を大きくする設備だともいえないととはない

が，一方には鋲圧者の見通しがきき，接近ができ，適格

な活動ができて速く消すこともできるといえる。先住換気

の籾! ，室は，窒息消火を意味するが，小室とか特別物の

窒息消火は可能でも普通の住宅でも合同Zでもどとでも，

拶t 煙 の 間 題

空 本 造

それが燃えだして，全部戸を閉め切って消火に成功した

例は一つもないだろう。恐らく ，緩慢ながら全焼するだ

ろう。それより開放的であって，少しは火足が速くても

速く消せば半分でも残る勘定である。

自然的な拶| 煙には昔から二重屋;恨と煙筒と: 容などがあ

る。強制排煙はいわずと知れた動力による扇風機の利用

である。

自然的の場合に，火事の際に起るド ラフ ト，炎の上昇

力などで，一度その方向に空気が動きだせば，小さな窓

や煙筒からでも，勢いよく煙が出ていくかしれないが，

普通では，単に戸口や窓口や上を聞けて置いただけでは

煙が逃げるものではない。上部( 1 亙椴〉の走路分のーか，

幾パーセ ントかを開放すれば流れ出る といった比率もあ

るだろう。強制排煙はとの点の欠点がないが，その能力

と室内の空気品 とを計算すれば，煙を出すには，どうせ

空気を出すほかないのだから，排出 11寺聞と出煙力 とを比

較すれば，容易な業ではあるまいと思う。

排煙で，現在問題になるような建築物は高層建築物，

地下室，地下街および地下鉄，木造モノレタノレ張，窓なし

建築物などであろう。高層建築物に火事らしいとの知ら

せで，行ってみると煙が廊下にただよい，二階らしいと

いうので上ると，煙は階下 と同様で，三階だろう と判断

して次第に上へ，上の方が煙が濃いくらいで，七階，八

階まで見分したが火元がわからない。迷っていると地下

のゴミ取場が火元で，紙屑が燃え，ただいま守術が消し

たとの情報があった。どこも薄煙だったから探し歩いた

が，全館に泌i ; l l l I がただよっては，放水して大水害になっ

たかもしれない。百貨庖の一室だけがくすぶって，煙に

放水しては大変なととになろう。しかし，これらは普通
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のことで，敢えて排煙設備を必要とせず，消防隊の心得

事項かもしれない。モルタノレ張のホテルで，夜半に二階

建の全官官が煙につつまれ，消防|滋が出動して四方八方か

ら放水したのであるが，その始め逃げ遅れた夫婦が，媛

で附下へ降りられず，二階の属台にやっと首を出して，

消防|滋が救出したものだ。しかし，いつまでたっても炎

が出ないので，新たに火元を; 調べ，壁を破って見ると ，

ただの四，五坪がスミのように焦げていた。股が消えて

各盆を調べてみると，先｜ｾ論全室はＷＮｫびたしで，焼けたの

は一角の壁だけであったのに，その反対似IJ の遥か遠方の

室には煙で窒息した男の死体があった。目立fi: をまとい

ベッドから抜け出て， ドアのそばで死んでいた。眠って

煙を吸い，酔ったらしいが，この種ボテ張建物は壁内で

炭を造っているようなもので，人を殺すほどに煙をこも

らせるものだ。 何等かの排煙設備 も施さずに，ホテノレと

か旅館を経営するのは無責任だと思う 。壁に放水 口を造

っておくことが望まれると同時に，壁体の上部には空気

抜き程度の穴でも， 幾 メー トノレかの間隔に造っておけば

いい。との穴は注水口にも応用されるだろう。そうした

穴を造ることは，壁体内に火の子を若手き，または隣家の

火事て・炎を入れるだろうとの反対論がすぐ起るのだが，

馬鹿げた異論である。

窓なし主主環物は最近の流行だが，とれは窓がないから

火事になっても近隣に炎を l吹き流さず，自家のみの丸焼

けに終って，大火防 止にもってこいの建築物といえるが，

冷暖房用のためだから，えてして公衆の集合場たる映画

館¥劇場，百貨! 苫，会館等t ' C. f史われ，自家の丸焼けは自

業自得だと，高見の見物で笑っておられないようだ。自

家には数千人の市民が集合していることを予想し，煙や

炎でどとから逃げ，消防隊はどこから進入して放水し，

どとから手を伸ばして人々を救出するかの問題が伐る。

無論ことには強制換気の装置があって，術生的には外気

よりも消浄な空気があるそうだが，火事の際にそれが作

用するかどうか。作動しな いのが火事というものではな

いか。つ まり人聞のム ν 焼き 釜の ような建築物でなけれ

ば幸いである。

地下室は地下街，地下鉄 と同様な性質がある。ただ階

段があって，所々に穴があるくらいでは，そこの煙が勢

いよく出てくれるも のではない。普通の窓や戸や出入口

のある高い主主雪築物で，それを全部開放してさえも，爆は

なかなか外へ出て，逃げてくれない。まして地下では容

易には掛媛できない。どうしても効力フアシなどによる

特別坂置が必要となってくる。消防隊としても排気，封i

煙機兵を袋備し， fot 近試作 されてもいるが，まだ万全有

効ではない。とれらは窓なし建築物の場合とは違って，

地内や不燃材の '=1=' にフア γ などを取りつけ，遠隔主操作首T
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能の排煙方法が採用されると思う。特に地下街において

は，どうしてもとの設備が必要である。イスの二，三脚

がくすぶり， il 1 車の一部が燃えるだけで，地下街や，地

下駅一杯に浪煙がこもって，消防隊は一歩も進入すると

とができないような，従来の防火観念を無視した地下設

備は，以前には主主築に対 して消防がタッチしなかったと

はいえ， よくもあのまま開庖IJ IJ3t しているものだと，あ

されて，ものがいえない。地下街の火事にはどんな対策

がありますか ? との質問責ーに合うが，原子爆i J l ii に対する

と同綴に，ほとんど処置なしのお手上げである。このお

手上げはただに消防隊の$ であろうか。建てた者たちの

車 ｜ｾｲＧＮＨ 任も甚だしいと思う。

排煙設備もさることながら， 一方には排煙が不必要な

ように，これらの処築物，工作物，室，地下等には自動

的な消火設備を施すべきは当然 F ある。消防隊: の進入し

得ない点をこれで普I i うことにもなる。その設備のJ隙幹は

スプ V : y クラーであろう。出火部分だけが動いて，自動

的に散水して鋲火させるわけだ。スプリ Y クラーには乾

式と湿式の両方がある。湿式は水道管に常に 7. 1<があっ

て，熱によるスプ V :yク ラーの作用ですぐ散水するもの

であるが，これは水のために鉄管がすピていて時に水が

漏れたり，スプリジク ラーの出口がつまってマナカの| 侍

に，7 . 1 < が出なかったりする欠点があるので，乾式が考え

られ，これは，常に鉄管が空で，火事の際に， 日ft かが水

道 栓 ( コ ック) をひねって7 . k を送る方法だが，これは と

っさの1mに合わないこ とや，忘れたり，人がいなかった

りして，あてにならない欠点がある。

緊急時に必要な排煙は排炎と閉じ作用をもって，消防

隊の防御活動を助けるものである。相| 煙用の附口は炎を

逃がすIJ 日口ともなる。炎を逃がすという ことは，そこの

対流をよくすることで，火に風を与え，よく燃やすよう

にし，火事を大きくする ように恩えるが，閉 じこめて放

水ができない，7 . 1 < がかからないようにするよりもま し

で，更によく燃える部分はすでに燃えつつある火元など

の部分のと とであって，火事というものは，饗するに周

囲へ拡がりさえしなければいいのだから，燃えているも

のが少しはひどく活発に燃えても，隣家などへ炎が襲っ

ていかず，延焼は極〈緩慢になって，わけなく防ぐ ζ と

もできるのだ。昔の消防隊の火災防御方法は，屋根に登

って トピグチなどで，燃えている火元の屋根が危険で破

れなければ，せめて必然的に延焼する隣家の屋ｾ裂に穴を

あけて放炎させることがI唯一最大の工作であったこ とを

思っても ，現在でも，それに似た方法をできるだけ，新

築のときから建築物に備えておくということは，場合に

よっては，数台のポンプ，消防隊を自 家に履っ ているよ

りも有効なイJ] きをするととも忘れてはならない。

(守E者 大 阪 市消防局I l nq;目l長)



火 災 保 険 料 率 規 定 に つ い て

災告には地震，m，火事，津波などいろいろあってい

ずれも人間社会に損害を与えるが，その中でも火事ほど

恐ろしいものはない。この火事のために人間社会のこう

むる損害は計り知れぬほど巨大なものである。物質的な

損害だけでも日本全国で 1 年中に 300 億円にも迷してい

る。

放に火事に対しては告からいろいろと対策が樹てられ

ている 。その中でも消防ということは Ｎ最も ｩｬｬｾ かつ必

要なととである。消防というのは火事が起った場合それ

を消すのであるが，この消防の前後にも重姿なことがあ

る。すなわち火事が起らぬようにする「予防」と，もし

火事が起って損害が出てもこれを填補し再建を容易にす

る「火災保険」である。

つまり予防は火事の前にあり，保険は火事の後にあ

る。火事というのは建築物およびその収容品が燃えるこ

とであるから， 建築物の建築に従事する主主築家は予防，

消防，保険という三つのことに注意を払い，なるべく火

事にならぬよう，損害を出さぬよう，もし損害が出ても

その再建が容易なるよう努力せねばならぬ。

消防および予防の立場から建築家に対する要望，忠告

などについては，それぞれの方遥から語られると思うか

ら私は言及しない。ここには保険の立場から建築家の知

っておくべき ζ とがらについて述べることとする。

保険としてはまず第ーに，その物の現在の価格を基準

として附保せねばならぬ。例えば 100 万円の伽値ある建

物 とその中にまた 100 万円の価値ある品物を収容する場

合，保険は 200 万円を満額 とし ， ζ の 200 万円ーパイに

保険をつけることが理想である。そうすることは万一躍

災しても再建がで含るわけである。 200 万円以上つける

ことは超過保険といって禁じられている。

ところで保険料は保険金額が大きくなればなるほど相

当な額になるから，なるべく低廉でなくてはならぬ。し

かし保険料率はその対象物の危険度に応じてきめられる

から，危険なものほど高率になる。満度まで保険をつけ

るととを容易にするためにはなるべく低い保険料率で契

約せねばな らぬ。

保険料率は損害保険料率算定会がつくった料率舎の規

定に よってきめられる。そしてこの料率は会社によって

まちまちということはない。ど の会社も同じ料率で契約

せねばならぬことになっている 。

この料率規定は非常に複雑であり，ちょっとの構造や

中 キサ 諸問

設仰の逃いで大きな料率のひらさとなる; 場合がある。放

に述築家が設討をする とき，この火災保険の料率規定を

よく知っていてなるべく低い料王将になるよう心掛ける

ととが，建築主に対して親切であるばかりではなく，社

会，公共に対しても{ 力くことになる。

保険料E容はその建築物の環境，建築物の構造， 高さ，

面積，空 i也，設側，収容品の危険度などにより相巡する

が，この中で総築家がとくに知っておかねばならぬこと

がらについて述べることとする。

建物の機造級別 これは 7 段階に分けられている。す

なわち特級 A ，特級 B，1 級 A ，1 級， 2 級， 3 級， 4  

級である。今大阪市内について一般官通物件の基本料率

を示せば次のごとくである。

|特AI特B 11級A1  1級 1 2 級 1 3 級 1 4 級

1 等 地 1. 20 2.∞ 2.70 3.∞ 

2 等 地 1. 30 2.20 3.20 3. 50 

3 等 地 級事事ヰ
級事EF1  事級ER 1  

1. 40 2. 40 3.60 4.00 

4 等 地

の の の

1. 50 2. 60 4. 10 4.50 

5 等 地 1 ω 2. 80 4.50 5. ∞ 

6 等 地

五
。

五

2.10 3 ω 6.30 7. ∞ 
%  

引%  号%l  
7 等 地 ヨ| 2. 50 4.40 8. 10 9. 00 

8 等 地 3.20 5. 60 11. 70 13 ∞ 

上の料率は契約保険金額1∞0 円に対する保険料金であ

る。等地というのは，大阪市内の街の密集gr ，構造，用

途，消防施設，消防用水，気象などから算出された危険

度に応じてきめられた等級である。 例えば 1 ｾ 司令地は中之

島， 2 等地は北浜，船場方面， 3 等地は築港，東住吉方

面， 4 等地は稿烏，城東方面， 5 等地は大正区，生野方

商， 6  ｾｴｦ 地は新 ｼ世 界，飛回， ! { i 必橋，平林方面， 8 等地は

北，南の盛場である。

特級 A は外壁，屋根，柱，床，階段すべて耐火構造で

!Iif ，庇， 蛇腹その他建物の突出物は不燃材料で構成され

たもの，鉄骨，鉄筋コ γ クリ ー ト造では壁厚 15cm 以上

のもの。

特級 B は外壁，屋根，村床，階段すべて耐火構造と

いうことは A と同じだが， 粁，庇， 蛇腹，突出部は不燃

材料で被援でもよく，その壁厚は鉄骨，鉄筋 コY ク Pー

ト造で 12cm 以上のものである。

q 汲A は外壁は nu1火構造， 屋根は不燃材料主主， 床，

主1: ，階段， 小屋組は不燃材料で構成され，軒，庇などは

不燃材料で構成または被夜されたものである。

Ｑ 級は外壁耐火構造，屋ｾ授は不燃材料 ｕ ， !I汗，庇など

は不燃材料で構成または被綴のもので次の構造を含む。
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鉄骨，鉄筋コ γ ク3ート 造，コ γ ク リート ブロック造

石造，煉瓦造，土蔵造。

2 級はプロック造，煉瓦造，コ γ ク Dート造で 1 級の

条1' 1ーに合わぬもの，鉄骨鉄鋼モノレタノレ塗足!i ，鉄骨鉄板張

i自，鉄骨または木 '1' 1' むu瓦造などである。

3 級は塗j亨3. 5c m以下の土蔵造， フト; 骨ラスモノレタノレ塗

造，木骨燦lぬ塗ii!i ，鉄骨アノレミ板張造などである。

4 級は以.L以外の木造全部である。

屋根茸材料が柾，槍皮，杉皮，板，茅，! mなどの場合

は 30 %または 4. 50 以下の割地をつける ，ノレーブィング

または合成樹脂材の場合は 10 % または 1. 50 以下の割婚

とな る。

面 積 延坪 200 坪をとえる 3 級 または 4 級の建物に

は次のお聞を付課する。

延 坪 200- 400坪 O.ω 4ω 一一ω0坪 1.80 

600- 2. 70 

との割増は建築中の建物に対しても付課する。この場

合面積の計算は，予定計画の延坪数による。規定の防火

僚によって 2 以上の部分に区間されている建物の割増は

とれら各部分のl千数により各別に適用される 。屋根部屋

および中 2 階のtf数も延坪数の計算に含める。

階 数 2，3， 4 級構造で 3 階以上の建物には次の階

数割増を付課する。

2 級 1 ∞ 3. 4 級 1. 50

特級A ，B， 1 級A ，1 級の建物の屋上に設けられた 2，

3， 4級の建物に対しては，合計階数が 3 階以上となる と

きは割増を付課する。主主築中の建物の場合は予定計画の

階数によって付課する。

建築中の建物 新築，増築，改築，大修絡などの工事

中の処物は工事完成後，特 A ，B， 1  ｾ汲 ａ ， 1級となるも

のは 1 級に，2 級となるものは 2 級に， 3， 4 級となるも

のは 4 級として次の建築割増を付探する。

特. 1 級 2.40 2 級 3.∞

3.  4 級 4. 50

工場，作業場の新設の場合は娃築物は交成して機械据

付完了までは割地をとる。建築現場に設けられた製材小

屋，下小屋にも割増をとる。建築現場と同一構内におい

て木工，製材の作業に使用される動力会計 20HP 以上と

なるときは別の料率となり ，普通製材木工なら 14 .60 で

ある。

用 途 用途は多岐に分類されている。最も低廉なの

が住宅であり，その基本料率を示せば次の通りである。

I  1 級 I 2 級 I 3 級 I 4 級

12 2等5 地地 1. 10 1. 90 2. 30 2 切

'3 等 地 1. 20  2.00 2.70 
3 ∞ 

4 等 地 1. 30  2.20 3.20  3.50 

5 等 地 1.40  2. 40 3.60 4. 00 

6 等 地 1. 70  3.∞ 5 ∞ 5. 50 

7 等 地 2.20 3.80 6. 80 7.50 

8 等 地 2 卯 5. 20  10.40  11 .切
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その他の用途は一般物件基本料率に割地をつける。主

なものを示せば次の巡りである。

| 特 1 級 I 2  級 I 3.  4 級

ア パー ト .50 1.00 2.00 

車ｾ 回 自1 ＴＮＰＰ ｾ Ｗ ∞＠ Ｖ ∞ ｾＱＰ Ｎ ＰＰ＠ Ｙ ∞ ｾ ＱＵ ∞＠

公 家 浴 場 切 1. 00 2. 00 

ガ レ ー デ 日 ｾ ＲＮｯｯ Ｑ ∞ ｾＴ Ｎ ｯｯ＠ ＲＮｯｯｾＶ Ｎ ｯｯ＠

マーケ ッ ト ＵＮｯｯ ｾ ＲＰＮｯｯ＠

ダン スホール Ｑ Ｎ ∞ ｾＴＮ Ｕｏ＠ Ｒ ∞ ｾＶＮ 閃 ＳＮ ∞ ｾＱ Ｐ Ｎ ＰＰ＠

デ パ ー ト 1. 50 2.50 5.00 

日用品小売市場 1. 50 2. 50 5 ∞ 

病 院 1. ∞ 2.ω 3. 00 

パチン コ l s 1.00 2 ∞ 3 ∞ 

料 理 凪 1. ∞ 2. ∞ 3. ω 

旅 館 0. 50 1. ω  2 ω 

防火戸 4 級以外の構造で外観の各IJH口部に規定の防

火戸があれば次の剖引をする。

級 HIJ 防 火 戸 の 級 別 割 号l 率

特 . 1 級 甲，叉は乙 10%  

2  級 甲，乙，叉は丙 10%  

3  級 10%  

級 了 5%  

空 地 建物が空地を有する場合は次の割引をする。

( 大阪府の場合)

空地 4 周空地

対而建物の梅逃

型地巾

n 可燃の場合

割 引 $

: 1! 地巾

思 叡 可 燃

御 ｕ ｾｬｬｴ ｬ

:1!地rll

B 恨 可 燃

自j 引率

三方空地

2. 3. 4級 1. 特級

7J 勾

10問

30%  

51.剖

n羽

20%  

10%  

n却 41;国

割引事 10%  

長屋造，アパート，寄宿舎な どは，空l也;別引はできな

い。一回としての建物の中に可燃材料誌のものが存在す

る場合には，その一団の建物全部に対し，可燃材料立に

対する空地剖引を適用する。

消 火 設 備

消火設備があれば所定の割引をするが，保険の方で消

火設備として認めているものは，屋外消火松，屋内消火

衿，可搬動力消防ポンプ，自イカ火災報知器，消防署直結

の火災報知機の 5 種類である。それぞれ詳細は規定があ

り，それに応じて 3% - 2 1 .5 % の割引ができる。詳し い

ことは別の機会で述べるとととする。実際問題にぶつか

ったお方は損保協会( 北浜 3 丁目) 内の小生へ問合せら

れたい。
ド医者 証1保f ) : 定会大阪司I務所長 )
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根 伐 山 留 工 事 の 災 害 防 止 と し て の ウ エ ル ポ イ ン ト 工 法

根{ 支山留工事における災害の原因および防止

地下を掘削して構築物を施工するための根伐山留工事

の場合に起る災害は，すべて地盤の予期せざる 崩波に あ

る。水のない所での掘削は一般に容易で仰被り掘り，切

取の高さなどによって災害は起るが，比較的容易に予知

できうる。しかしながら土中，砂中の水の存在は非常に

土の安定度を変化させて，掘削の因別とともに災害もま

たおこりやすくたってくる。 7]( の存在する土砂に対して

は適当なる 山留をなすととも に水の排除をな しつつ胞工

する。

従来最も普通に行ってきた排水工法は，掘削が進むに

つれ地下水を一定カ所に集め，これをポンプアップする

方法で，根伐底に溜った7 ] ( を排除するというだけのこと

で，地下水の多い場合とくに土砂の粒度の細い場合，と

の排水のため水と同時に土砂を吸い上げたり，余分の土

砂を流動状態にせしめるか，また粒子の細い場合水を排

除するととが不可能なるため，土砂を1欧泥状より変化せ

しめることができず， 急激に地盤をゆるめたり，また土

圧が普通土以上に大きくなり，また土商工の根入部を定

jfJ せしめることができず災害となることが多い。

従ってこの適当なる水の処狸! が，こうした地層におい

ては，重要なることとなるのであって，適切なる場合に

は水のない状態が理想的であるが，それにいくらかでも

近い状態にするととが，施工の完壁と同時に災害防止の

方法となるであろ う。

災害防止としてのウエルポイント工法

クエノレポイント工法とは7]( を排除する一つの方法であ

って，7 ] ( を排除するのみでなく，比較的納粒の軟弱地般

においても，その合71く昆を低下させて土質を安定に導

き，またl放水例所を多くして，土中の流速を緩ならしめ

て，土中の水流による般乱を防ぎ，工事を より 安全容易

ならしめ る点にあるのであって，このため工事にあたっ

て次のよう な利点があげられる。

大 阪 建 設 業 協 会 労 務 研 究 会

。) 敷地に余裕のある ときは，矢板， 1阪起，切梁な

どによる山留工事をとくに必要としない。すなわち，

土質が安定するので土の安患角も大となり，周囲に適

当した法勾配を与えるこ とによ って，掘削をなし， と

くに山留なしに根伐ができる。従ってこれは普通土根

拐の状態と間程度の安全を獲得しうる。

b)  根伐部分の土は合水量の減少により，安定する

ので，普通の状態の土砂となり，人力堀削，機械漏削

などすべて容易に安全になしうる。

c)  砂質地盤において生じやすい管孔作用および流

砂現象を防止することができ，労f力者の行動を敏活に

なし得て災害の原因を少くする。

d)  クエノレポイ γ トのi血過艇により， 7] ( 1' 1充分炉過

され，揚* の際粒子の流動がほとんどないから，周囲

の土質をm乱することなく周囲の建造物に対し，安全

を確保することができる。

次にクエノレポイント工法の概要を述べる。

ウヱルポイント工法の概要

この工法は欧米諸国におヤて約50年の歴史を有し，古

くは，ベノレリ Y の地下鉄工事 ( 1900年) やイギ リスなど

においては盛んに多くの工事に使用されている。わが国

において本工法にとくに関心が持たれるようになったの

は最近のことであって， 4，5 年前から本格的な研究が進

められ，最近いくつかの工事に使用して，その効果と実

用性が立証されるに至った。

ζ の工法は単に地下了. 事中の排水のための手段にとど

まらず，構築物の基礎として軟弱地燥の土質を圧密安定

させる方法，あるいは地下水位が高く，地下室に漏水が

生じたり，構造物が浮き上ったりする場合に周辺の水位

を永久的に降下させる方法，あるいは給水源など応用範

囲が広く，今後土質工学的見地に基づく佼れた排水工法

のーっとして，基礎工事の合濃化に寄与するところ大な

るものがあると考えられる。
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クエノレポイン トによる地下水位の降下万法は痢削部分

の両側，あるいは，まわりに，多数の小さな簡易井戸を

密に設置 して，これから地下水を汲み上げ品li 削f，fl 分に ri ij

って生すe る地下水の流れをなくするととにより，掘削部

分を水のない状態に保つのであって，これは次のような

方法で行われる。

図- 1 1 C 示すように，径 l j1I/ - 1 ，!11/ のパイプ( これ

を揚水管という〉の先端に，側面に円筒状の l汲水炉過膜

を有する径約 2.5"，長さ約 1mのいわゆるクエノレポイシ

トを取付けて，地下工事を行うべき敷地のまわりに短間

隔に多数地中に打込む。 ζ の頭部を図- 2 に示すように

地表面に敷設した 6- 101/ の大きさの鋼管製の集水管に

より V 9 ースに連結し，この集水管の一方を強力なn空

ポンプとプューガノレポンプとを組合せた特殊なポシプに

図- 1 ウエルポイント

地中段限断面図

集ォ: 管
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接続して揚水する。

とれによって地下水は，各

クエノレポイ Y トの泌過l肢を経

て揚水管を上昇 し，集水管内

に集められてポシプに岩手かれ

排水される。 1;t って，例々の

ヲエノレポイ γ トの周りでは，

円錐を逆さにしたような状態

に水位が降下し始め，とれが

述続して 図- 2に示すように

掘削部分の地下水位が降下す

る。

との工法は，地 中に多数の

井戸を設けるから，非常にや

っかいなように考えられる

が，簡易鉄ri; 井とでもいうべ

さとのクエノレポイ γ トは射水

法できわめて簡単に設置する

ことができる。

(国l f. H I! 股K ・K 大阪支応

春日一弥)

‘  



て 生 じ る 災 害 の 防 止 に つ い ててコよ足 場 に

大 阪 建 設 業 協 会 労 務 研 究 会

12焔件

2件

62件

443f4 

633件
1・ 発 生 件 数

2 内 訳

ィ，休業八日以上のm偏災害

ロ ， 死 亡

ハ，休業七日 以下の続協災筈

ニ，休業を必要としない災苫

以上のごとき多きに達し，一日平均 7 人余のタj イ)J 者が

傍日どとかで霊 ・il 盗傷を負い，あるいは死亡しているか

も分らないというととになるのである。

この災害の原因を主なるものに分類してみると 、

139件

90件

73何

飛来落下によるもの

傾倒崩事置によるもの

足場，卵子， ＺＡｰ Ｎｬｬｪｩｬｾ よるもの

そ の 他

1

2

3

4

 

と分類され， 更にこれを，とれら死傷災害を こうむった

労イ力者はどんな職租の者が多いかは，次のように分類さ

れる。

208f- 1・

134件

118件

30件

となり，鳶工を除いてはその殆んどが建造物の比較的下

部で作業する職種の労t力者に集中されておることは，実

質的に災害の防止は可能であることを立証しているにひ

としいととである。

すなわち，飛来務下による災害にせよ，顛倒，崩壊に

よる事故にせよ，これらはすべて仇く 者， 指揮する者が

細心の注意をもって，落 Fする変のある工事用物体は安

全な場所に集積する。顛倒，崩壊のおそれある物，ある

いは個所はたえず院制を怠らず，わずかのゆるみも補強

するとともに危険の表示を確実に行い，労t力者をして近

よらしめざるように心懸ければ，か ような災害は未然に

防止出来得るものであることを肝銘すべきであろう。

足場，歩板による災害にしても，労イ力安全衛生規則第

108， 109， 110 の各条項に示された通りの処理が完全に

できておるなれば，足場，歩板の不完全に起因する災害

は起り得ないのである。

この足場に起因する災害事故には，直接足場が崩壊し

て大事を起すというような事例は，足場その物は力学的

に基礎付けられた物であってまれにしか有り得ないが，

足場上における工事用物体の粗維な取扱によって務下せ

49 

工
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悠久千数百年，速く仁徳慌の古よりた燦の都ミ と愛称、

されてきたわが国経済の中心である商工業都市 ・太阪は

終戦当時ii 災災によってとうむった一望千里の燐野原も十

年を経た今日，その名残りを止めるものわずかに東区杉

山町一千11の旧造兵廠跡だけとなった。大阪駅前を起点 と

して市を南北に縦断する御ｾ筋肉辺は，近代建築的力学

と豪壮華麗の様式をほこる高層建築物が建並び，その景

観は，さすが，経済の中心地たるの名に恥じず，浪花商

人の土性骨を如実に表現 し得るものとして溜息まじりに

ただ感歎とれ久しうするしかない。

しかし， その反商，私のような職分に傍わる者から見

ると表面の華麗さより，まずmーにこの主主物が築造，完

成されるまでの建設途上，幾人の尊い人聞が傷つき，か

つ生命が失われ， ζ のピノレ，あの会書官の人知れぬ昭和の

人柱になったととかに思いを致寸ものである。

美術的，商品的価値完全である大反， 高楼櫛比すると

いえども人的 政 惑なくして完成されたｾ Ｎ物が架してあり

や，否と私は叫びたい。

およそ近代的産業と称する各企業には， との人的災害

の損失は免がれえぬ問題として各企業の専門的機関を通

じ ， 常にｧｅｾ慢の安全を叫び，職場災害の防止にはあらゆ

る手段が構ぜられてはいるが，それにしてもなおかつ逐

年，職場における 災害が増加の一途を辿っているのが，

残念ながら私; J : 1<がJfi協を奉ずる総設企業であるといわねば

ならない。

もちろん，建設企業自体としても各社それぞれ，自社

現場における災害防止には万般を排して万全を期し，労

的諮令によって規制されておる安全施策は当然のこと，

それ以外にも平常に研究，考案，創意と工夫をもってあ

らゆる手段に訴えて災害防止にはやっきとなっているの

であるが，如何にせん，実効これに伴わざるの憾がある

のである。

しからば，との災害防止の笑効の挙がらざる原因は何

処にあるか といえば， 残念ながら現在の状態のままであ

るなれば百年河清を待つの粋を一歩もでないのではない

かと 考える。

試みに，いま私の手許にある大阪府内有名建造物十七

社建設現場における本年一月より三月までの三カ月 間の

災害発生状況をみてみよう。
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しめ，下部における悶僚労仇者を傷付ける災害事例が甚

だ多いのは労 ・伎なお一層の職場の整理，主主1阪を実行す

る必' . l i ! 性のあるこ とを示している。

さきほど，法律，規則で定められたこ とが完全に処理

でき得たならば災害は起り得ないと申述べたが，とのこ

とはもちろん当然の こと ではあるが， しかしいく らその

通り処理してもなお災害の起り得る素地を残すものにこ

れを運用する人の問題がある。

人すなわち労 υ ｉ ｝ｾ ーその者は規 則 をｬｩｉｊｩらずしても運用を

誤った場合，次の事例のようなm: 大災害の生じた場合も

ある。労イ力安全衛生規則

節108条

足場は使mの目的1<: 応じた丈夫な構造とし ，商事 2メートル以上の もの

の足場仮は幅20センナメートル以上. ｾｾＳ Ｎ Ｕ センチメートル 以上 の も

のとしなけ れば ならない.

足場阪は2倒所以上において ζ れを村 ，腕木な どに堕i却に取付けなけれ

ばな らな い。ただし ， 移動させるも ので安全に深け脱 されるも のは乙

の限り でない。

条文は以上のようにあるが，ある事業場で絞鋲工のグ

ノレーフ・に鋲一本いくら というような方式の団体諮負で作

業せしめていたのであるが，この場合，丸太足場は元詰

によ って組 まれてあり，従って彼等が作業する際の足場

板は貸与品であって，貸与に先立ち元前 より厳重に緊縛

使用するよう 注意を行ってあった，しかし彼等は一作業

工程毎に移動を必要とする足場板の緊縛は相当煩雑に捗

るので元誌の注意を肯んぜず作業中，絞鋲の際自然と足

部に力が入り，足場板がl腕木 よりずれてそのままつい務

即死するの重大災害 となったのである。

きて本件は形の上では労{ 力者も，使用者も法律，規則

的には何等違反したものでなく正しいものであって当然

業務上の災害ではあるが，適用の面では大きな誤りを犯

している のである。

すなわち，当然危険は予知されているのであるから，

たとえ緊縛しないまでも錆止にするとか. ほかの問僚労

f力者が抑えているとかせばこの災害は救済されておる 答

であるのである。

労 . t史共，法律，規則に迩反していないということは

これに使用された足場板は規則第 108 条前段の，幅並に

厚さも満しているし，なすべき注意も行っておるのであ

るから使用者 ( 元詰) の責ともなり 得ない し，ま た同条

但告の「移動するもので安全に架け渡されるも のは この

限りでない。」の解釈については，当事者以外の目より

した安全か，作業を行う者の目よりした安全度かであっ

て，作業実施者が これなら大丈夫，安全である と考えて

緊縛しなかったとしても何等法律，規則への違反ではな

いという結論に遥するのである 。

かようにして運用を誤って生じる 災害は綿密に検討す

ると旬日，どこかの事業場で発生しておるのであって，

ここに労 ・使ともども ，人の再編成と 安全，思想の再教育

の必要性が生じてくるのは当然であるう。
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次に災害の生じ易い足場災害の原因に定地間隔の不適

当と，建地のｪｪＩｪ媛，腕木間隔の不揃とｾ地接手の緊縛不

足，作業床上足場板の敷詰不足と手すりの無設備などが

ある。これらの索因はさきほど述べた( 飛来落下) の大

きな原因でもあるので作業指抑A 者は心して設備を行うよ

う安製 して止まないものである。規則では，

ro109条

丸太足場は左のUWiを具備 しなければならない。

1. 辺地の問問は 2.5メートル以内とし，地上節ーの布は 3メート ル以

下の位協1<: 放ける E と( 作業上11:むをね低い部分で適当に乙れを

納強した場合を除く)

2 .  辺地の胸部を磁尖1<: 固定する ζ と。

3.  腕木の11¥1隔1;1 1. 5メートル以内とする E と。

4.  m地のm手がm合せ接手の場合は. m鋭部ILおいて1メートル以上

をmね. かつ2倒所以上において締 り， 突合せの接手の場合 IL は適

当な構造の二本組の担1地 とし，または1メートル以上の添木を JfIい

かつ閤倒所以上 ILおいて縛る乙と。

5.  m地，腕木などの交事 部分及び接続部は鉄線そ の他丈夫な材料で

盤IeW: 縛る E と。

6  適当な筋迎いで補強する E と。

7.  m造物K 堅固に取付けるかまたは控を設ける ζ と。

8.  高さ 2メートル以上の作業床は幅40セ :"'f" メートル以上 とし ，足場

板のすき聞は3センナメートル以内とする己と。

9 .  商事 2メートル以上の作業床応は高き 75センチメ ート ル以上の丈夫

な手すりを設ける ζ と。

以上 9 項目によってその在り方を規制しておるのであ

るが，往々にして丸太材の節約を音| るために建地間隔を

規定以上に広くとって荷重にたえない足場であったり，

建地の基礎地が掘削のため j踊れ，足場がかたむき壊れて

新しく組かえるな どの二重手間の損失をこうむったり，

接手の重ねが不充分でかつ緊縛も御座なりであったため

に，折損して上部で作業中の労{ 力者が転落，重傷災害 と

なったものなど限りなく， とくに 8. 9 項においてはこ

れが完全ならざるため砂利，砂，建設用小物品，あるい

は手工具がそのすき間より落下して下部で作業中の労tlJ

者を傷付ける飛来落下の主因となっておるのである。

手すりが免 ｬｾ いために資材搬入中のク ｩｊｦｊｊ 者が足をふみ外

し転落死亡するという 事故は再三発生 している 。[ ""つい

子高に よる死亡」の原因の大半がこれに起因していること

はお' 心にたえないところである。

ζ のような不完全な胞策，設備の事業場は一歩市中に

足をふみ出すと延・設現場のある ところ必ずといって よい

ほど存在するのである。

建設現場，とくに建築現場における足場関係だけのみ

においても災害発生の原因となる事柄は多種，多様にあ

るのであるから，建築事業に携わる指抑，監 Ｇ ｉ ｾ の任に当

る責ー任者ならびに職員，直接事業に従事する各 ｊｾ 改労仇者

の諸君はいま一度自己所属事業場の足場関係だけでもい

ますぐに検討を加え，足らざるを補い，思しきを是正し

建設業界より勺| 成場災害ミの絶滅を計り， もって繭品的

にも，人的にも清正取越ミの作品を誇りを持って一般社

会に送り出す日の一日も早からんことを強〈強く要望し

て止まない次第である。 (1昭32. 6. 20)  

( 西松建設 K K関内支応 川井雪夫)



建 設 機 械 と

最近建設業においても著しく機械化されつつあり，技

術の進歩とともに能率の向上を示しているととは御承知

の通りである。工事完成への技術的関心は，刻一刻と変

化していく状況に十二分の検討が加えられ，最善の成果

をあげるための努力を繰り返している。もちろん，それ

が本来の使命でもある。ととろが，その使命達成の基本

となっている， iZい人命の保持，労イ';J J 力の維持と諸機械

の管理が安全というととに立脚して，いかに対処され，

いかに関心を傾けて企業を行い，また第一線の技術担当

者各位が とられている日々の心構え について反省してい

ただきたいのである。

企業の発展は人命の尊重と技術の進歩によるが，これ

に加えて建設機械，器材の愛護管理によってこそ，名実

ともに優秀なる作品の完成と繁栄がある。そとで多くの

人達の安全を念じ，建設業発展のために，建設機械と災

害について過去の記録を中心に記し，人的J白書に加え

て，さらにとれによって起る間接的損害が，経営に及ぼ

す影響の大について，再認識をしていただきたいのであ

る。

一紗的に機械さえ据えつければ能率があがり，いいも

のができる如く，簡易な考えで現湯にでている人があ

る。まず機械は愛護してやる心構えが基本的になければ

ならぬ。

いつでも完全に，円滑に使用されるような維持管裂が

必婆である。すなわち，油をさし 1 .本のピンといえど

も破損を見逃さず補修するとともに，用済となっても雨

ざらしゃ，諸積の機械に下1;1放任さるべきでない。この

ような状態が案外多く見受けられ，故障や事故にかかっ

てからあわてるようなととが多い。これはとりもなおさ

ず機械器具に対する関心が簿< . 愛護するという心構え

がない認拠であり，かかるところから事故災害の発生を

見ているのである。

また企業の原動力ともなるこれら機械管理が 1 人機械

係だけのも のではなし技術者，事務系統の末端に至る

まで心得ねばならぬ重大な事柄なのである。

さて市街地だけでみても，従設機械は? コ Y クPート

32 
三包

-==・

4 コ し、
て

大 阪 建 設 業 協 会 労務 研究 会

mタワー， エレベーター， ガイデレッキ， 三凶lデレッ

キ，コ γ クリートミキナー，二本子，二又，ベノレ トコン

ベアー，とれら附kr. のワイ シチ， モーター，およ びプノレ

トー デー，ダンプカ一等々限りなくあるが， いずれも過

去においてタ; J t ) ] 災1Mを起し，また起しつつあるので，こ

とに列記して，いまさらの如く間近にある災害に御留意

lii いたいのである。機械に基く災害といえば，機械の運

搬中取扱上での事故，また建方組立中および操作中の磁

波，倒壊，それに運転中の機械に接触または惑屯による

ものである。

( コンクリート周タワー，荷錫げ用リフト 〉

高層建設物の多い今日， コシク Dート 用タワ ーや，荷

揚げ用 リフトに関連した事故災害が非常に多いが，まず

タワーの建方中，位ワイヤー緊張不充分のため強風によ

り倒壊せしめたものがある。経験だけでととを処しては

ならないのであって科学性がほしい。わが国では天災も

多いので，地震もあり，台風もある。全ての機械の安定

については，十二分にかかる面の恨重な計画と，対策が

望ましい。職人まかせに終らないよう常に責任者の確認

が必要である。

タワーの鍋， 9フトのゴ Y ドラ昇降運転中に起った災

害も多々ある。タワ ー底部にはガラや水がたまるもので

あるが， : j ; 雨ー除のため底部に入っているととろへ鍋を降下

させて人命を怒った事例もある。必ず中に入るときは鍋

やゴ Y ドラの降下防止処置を行うとともに，運転者との

述絡がj完全でなければならない。もちろんタワー内部に

入らず掃除のできるような構造にしておくように，安全

衛生規則では規制されているはずである。 1 人労仇者の

無謀 として処理されるものではなく，厳として可コらねば

ならぬ処置を無視した関係者の安全教育の不足と，不安

全な作業行動を見逃していた管理の不徹跨を深く意識せ

ねばならぬ。またタワー周囲には人の接触防止の処置を

講ずるととも指示されているが，相uや網が取りつけてな

いため，覗きとんだ瞬間，鍋によって頭部を強打された

例も数多いことである。覗くのが恐いと考えるべきでな
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< ，捌けないようにしておくことが安全管: P J ! だといえる。

タワー取付けのホッパーについても，鍋の昇降転位によ

る振動が相当激 しいので，取付けに際しては余程確実入

念に行わないと，吊りワイヤ一切断によるホッパーの落

下， j:也君主不良のため倒壊なども起る。特にワイヤー類の

点 検 ( - 般台付けワ イヤーとも) は忠笑に行わねばなら

ぬ。これら コシクリー ート用タワー関係の災' J _ { - は同じよう

な事例を繰り返している実状である。ワイヤーロ ープの

ｩｊ ｋ り方とか，機械設置に並行した安全処 ［ￎｾ の先位を期す

ように関係者の教育と，さらに指導の立場にある方々の

認識を切望する次第である。

( ガイデレ ッキ，三脚デレ ッキ〉

ガイデ レッキは構造も大きく，重量物である。故に建

方は非常に危険を伴うので，相当の熱事Ａｾ者がこの作業を

行うこと となっている。 ととろが トラワイヤーの盛り替

え中仙の控不充分と トラ尻ク D ップ不足により，ブーム

旋回制強中に倒綾した1 s i Jもある。倒れれば大きな重量物

でもあり，人的損害と物的損害は甚大なものとなる。ま

た復旧までの 11寺間的損害も大きく加わってくる。ガイデ

レッキ主主方完了までは計画の密と作業方法の適正をI i i l i 認

するととを無視してはならない。もちろん建方に当つて

は経験者で各労イ力者を完全にJ也握できる者を i ' . i 任者 とし

て，命令を徴底せしめねば，思わぬ ところに抜かりが出

来て，取り返しがつかぬこととなる。

ガイデレッキ部材の取扱に， トラックやブームで運般

取鈎j しの場合に重s : があるため，つい投げだしているの

をみかけるととがある。どのような物であっても，投げ

だすような取扱い方法はさけねばならない。この ような

作条ーによりｊｬｴ ｴＨｾｴ に亀裂の生じたのを発見し得ぬまま建方

をしたために， filH衷せしめた事例もあり，知らぬ問に破

m，故障などにいたっている場合があることを銘記すべ

きである。

ガイデレソキ迩転中の災害としては，吊荷に使来して

墜子高した者もある。吊荷とともに来るべきでなく，乗せ

るべきでない教育の徹底と，その危険作業行為を見逃し

てはならないのである。また信号の不徹底により吊荷 ｉｾｊ

の下部を確認せぬまま下敷としたり，吊荷にふれて事故

となった例もある。吊荷に対しては信号・係，走11転手は吊

術移動範図の状況を確認し，共同作業員はでき得る限り

吊術移動の下に位芭することをさけねばならない。もち

ろん関係者においてはかかる状況下の作業については絡

別の災害附止対策を指示することを忘れてはならないの

である。

( 二叉，二本子)

二又は簡単な荷吊用としてトラックなどにもti 飼] しする

とき，または高所踊場などに設i註して荷吊を行うのであ
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るが， 二又本来の使命としてはあくまで上下に物の移動

を行うものであって，二又構造を利用して機械の横引を

強行してはならない。横引を行うにしても ，適切な安全

処置を講ぜず，慣習のまま使用したため，横転して恩わ

ぬ他方向の者を再起でま得ぬ結果をまねいた事例もあ

る。

木子においても矢板打， t J j : 打で移動に際して倒した

りすることがある。ことに振動が激しいため松 ｾｧ 取付ボ

ーノレ トのl騒滅，折仰によって事故を起 している。また矢

板，抗など打込中倣片の飛来によって受傷し，指をつぶ

したりすることもあるが，常に点検の励行に努め，確た

る安定感に立脚した作業ー方式を明示し，監督されなけれ

ば，この積災害はあとをたたないのである。

( ベルトコンベアー)

ベノレ トコ ンベアーによる災害も案外多発さ れている。

仮設配線を機体の下に敷きこみ，または土砂，水に樫淡

させて作業を継続し，被援損傷より漏電し，未発見のま

ま移動のため ， 機体に触れ感 ｾ｡ 死した。運転 ＧＱ Ｍ Ｑ モ ー タ ー

プ一日ーに土砂の諮って回転不良となったのを停止させ

ず，木片，ス コ ップ，手などで処置しようとしたため，

反駁打撲や指先，腕の負傷にいたった例がある。これも

また適!it1iなる機械の点検補修，管理の不徹底であり，作

業指導の不良はよるものであって，単に労務者をi ' l める

べきものでない。

( ブルドーザー， トラ ック，三車歯車)

乙れら述搬E草←

なわち' 上乗り者の転落，後退時における確認不良によ

る同僚，第三者災23およびー般交通事故などである。

以上建設産業の機械類に関連した労{ 力災害はあまりに

も多いのであるが， 1根本的に機械器具の包2迎点検の不備

によるもの，また不安全なる作業行動によるものなどは

あるが，作業所における安全の保持は，ただその事務担

当者だけの努力において維持達成できるものではない。

企業体幹部はもとより，作業所の工事立任者を陣頭に作

業所業務の如何を| 品] わず， 日改良の全日，および労務者全

貝の協力を得なければその成果は期待されない。故に安

全は共聞において白任付けられていなければならないの

である。

ここに機械と災筈について略記したが， ーに自分 1 人

ぐらいどうでもいい的感党や関心Mの な く な ら な い 問

は，建設業の安全推進は前途なお道速し とい う べ し さ

らにー胞の拍車をかけて，すべての人が深い関心を持っ

てもらいたいと切実に念願するものである。

( 竹中工務広労務課長 渡 部 平衛 門〉



ア メ リ カ の 建 築 工 事 安 全 規 則 に つ い て

アメリカのm築工事安全規則 St andar d Saf ety  Co d e  

for Building  Co nst ructi on は，述築現場のrJJ 故防止対策と

して，作業別に具体的で微細な桁主|ーを示したもので，参

考となるととろが多いように思うが，その浩紛な内容を

全部記載するわけにもいかないので，大綱を説明し，所

感を加えるにとどめよう。

との規則は 1931年に建設業安全基準委貝会が作成した

もので. 44年に Amer i can St andor d As s oc iati on の承認

を受けて，アメリカ安全基準の一部となっている。上記

の委員会はill 築工事に| 刻係ある 20あまりの間体で構成さ

いていて，その中には建築家協会，安全会議，土木技術

者協会，熔接協会，機械技師協会，建設業協会，労イ力官

庁協議会などの顔振れがみられる。

との規則の狙いとするところは，序文に「建築現場の

司王l放を軽微なものにし，件数を減すととで，とれは能率

の向上，工授の低廉化に直結する」と述べている。

建築工事においては惣定される条件，遭遇する事態が

多岐にわたるために，錯全jEな現場条件に関するものは，

地方当局の条例に委ねる方針の下に，この規則の性格は

実際的で，しかも普遍的な面に限定さ れているが，しか

もなおA41仮で83頁. 4 万数千語より成る大部な内容を持

っている。

本文は ｈ 取壊し作業 ρ 以下 ＱＳ の ￌｾＺ に分かれていて，各

務 ・節の項目は次に11閥次挙げるが，その分類の仕方は工

事種類別というより作業手段，使用穏材別に重点、が置か

れている。事故原因のあり場所に主眼を置いた方針とい

えよう。建築専門家に限定されていない作成委員の顔振

れからも推測できるが，との規則の意図するととろは，

事故の原因を物質商にとらえる。換言すれば偶発的なも

のとせずに，作業環境をつきつめて検討し，その整備に

よって災害の撲滅を期するととろにあるようだ。かよう

な性格を持つ以上，建築以外の分野にも関連するととろ

多いのは当然のことで，各誌の冒頭にアメ Dカ五: 全基準

に含まれるUf 規定，とくに爆発物，熔接，圧搾空気など

との関係 ・参照を明示し，またとれが基準規則としての

立場から，各地方条例との併存に注意を促し て逃漏なき

を期し てある。

ととに内容をく わしく述べることは紙面の都合上到底

できないので，各項目だけを列記し，一斑を見て全貌を

ｾうこととしよう 。

緒 言

1 章 取 峻 し 作 業

五 +  嵐 定 義

1 節 総 Jl リ

2 節 i事
制B

3 節 現 場 外 保 安

4 節 資 材 の 撤 去

5 買ii 階段 ・通路 ・綿子

6 節 皇室の撤去

7 節 資 材 受 床

8  i'tii 床の撤去

9 節 資 材 置 場

10節鉄骨造の取縦し

2  l";i 堀方工事

1 節 総 見リ

2 節 公 衆 保 安

3  i't1J  矢板H ち，支保工

4 節 ジ ャ ッ キ

5 節傾斜通路，避難通路

6 節 布 掘 り

7 節 動力ν ャペノレ

8  Ilp  トラック

9 節 手 抑 車

3  f，' i  熔接 ・切断

1  j部 総 Rリ

2 節 ア ー ク 熔 接

3 節 アセチレ Y 発生告書

4 節 ジリングーの貯蔵と使用

5 節 連 結ν 9 :，/グー

6 節 減 圧 調 整 鰯

7 節 ホスと結合部

8 節 ト ー チ

9 節 目 の 保 移

4  1主 杭 打 ち

1 節杭の鋸付と点検

2 節 歩 板

3 節 作 業 規 則

5  ￌｾ＠ 材料と使用 ・貯蔵

1 節 総 員IJ

2 節 木 杭

3 節 セ メ ン ト・不iモf

4 節: 燦 瓦

5 節 床 ・壁 ・間仕切プロック

6 節 鉄 骨 ・鉄筋

7 節 波 型 ・平鉄板
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8 節 パ イ プ

9 節 砂 ・砂利 ・砕石

6 4i 爆発作ｾ

1 節 総 則

2 節爆薬の貯蔵と取扱い

3 節 爆 薬 の 運 搬

4 愉f ｾ宇 干し

Ｕ 節燥 Ａｬｦ ｾ Ｑ 市唄

6 節爆発i V1jiii i

7 節 爆 発 後 点 検

8 節 粘 土 充 唄

9 節 不 焚

Ｑ Ｐ 節潜凶 ・ ｾ穴 ・ ト γ ネノレ

以下草題のみ記す。

7  ｾｩ＠ 圧搾空気工事

8 '1;i グリッ キ

9  ＡｾＺ足場

ＱＰ Ａｾ＠ ｎｾ 子

11 翠 ホイス ト，エレベーター

12 章 仮設床 ・階段 ・手摺，踏桟

13 iit 建物保護，仮図い，照明，衛生その他

すでに推察した ところではあるが，ここに列挙した項

目を一読するだけでとの規則を賞〈防災対策が次のよう

な方針に よることがわかるであろう 。すなわち現場事故

に備えるのに作業員に事故そのものに対する緊張を要求

するのではなくて ，事故の物理的原因に対する注意を促

しているのである。そのため ， 仮設構造物の安全ｾｾ，使

用告書材の寸法 ・規絡 ・盤備 ・点検，安全施設の処世，作

業J i 慎序，指拘i 系統の単純明快化などなどをE 的に具体的

に規定し，事故の原因となり得る要司さをことごとく摘み

取ろうとしている。

ところでその中に盛られた納WJ- つーつは建築技術者

にとっては'ffi識に過ぎな い ことばかりで，例えば，わが

国の建築ー労イ')J 安全術生規則も相似た内容をそなえてい

るが，しかもアメリカの安全規則は，読者に何か斬新な

印象を与えるように恩われる。わが国に類似の規則を既

に持ちながら，なおここに目新しい感を受ける というの

は， 1 つにはその徹底した指示方針，細部におよぶ注芯:

を繰返し喚起する態度によるものであろう。現場事故の

原因を作業員個々の不注窓といった偶発的なととろで対

処するのではなくて，偶然の介在し得る f act or を閉めだ

すのに務める，その意図の下に具体的な規定が委細を尽

している。例えば， 作業員の転位IJ 防 !とのために，足場歩

板の長手端l Ilii を余|に自 IJ ることは誰しも熟知するととろで

はあるが，ときにこれを怠り，場合によって見逃すこと

が多い。しかしこ の規則では“ 足場" の立でかような点

を微細に指摘し，なお関連するすべての箇所で同様な注

意を繰り返している。従って当然の ζ ととして一笑に附
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し，まさかと思って見過して事故の因を作っている事態

を否応なしに改めさせるであろう。安全基準委日会は事

故防止の線本対策を との点、に白いている。

次に目新しさのｾｾ 2 の因 としては，この規則がJ l l i 'i ;?の

建築工事に含ま れる作業内容を網羅していることであろ

う。わが国の; i j ' j { 以規則としては前記した労t J J 安全術生規

則があって，そとに示されるかぎりではアメ リカ規則 と

大差ないが，後者はさらに広汎な内容を盛っているとと

は項目を見ただけで諒解されよう。わが国の規則 として

は他に火梨類取締法随行規則や高圧ガス取締法 ・HI 気工

作物規程などが挙げられるが，逃憾ながらいづれも 竣工

後の保安に重点を置いて，工事中の労務者の安全を目指

すものではない。つまり火薬類取締法施行規則では火薬

庫を問題にし，アメリ カ規則にあっては火薬を使用する

工事，すなわち火談の使い方に主| 限を置いている i111いが

ある。

わが国のJ ftli て会社あるいは作業場では災害防止のため

に安全教育にf訴訟し ，委貝会を設けて災害原因を制強・分

析し，各種の点検表を作成していると ころも多いが，ア

メリカ規則に匹敵する広汎な規則で全作業をroった例は

認! 瑚にして知らない。これを実例に よって比較してみる

のに，わが国某社の安全衛生点検表は 8 つの大綱の

に僅か29の項目を挙げて，注意箇所とするに過ぎない。

例えば

一 般 仮 設

通路 ・作業沫 ・

足代桟橋

1.  作業通路は確保されているか

2  桟橋の勾配 ・踏陵 ・踊場 ・手摺

の状態

3. 足代の堅闘 さ，建地，イ11，J腕木

などの緊縛状態

4  足代板の破れ，腐れ，梨波状態

5 .  物品落下，つい落防止，没備

を例記するにとどまるが，アメリカ規則では

・足場の荷重安全係数は 4 以上。

・12フィート以上の高さの足場には 36- 42 イγ チの

手摺をつける。

・仮設用木材はエゾ松 ・モミ相当品0

. 結合釘には引張力を1JJI えない。

・破損材料は直ちに楽却。

などの項目が誠に詳細かつ具体的である。

この規則のうち，堀方，爆発物，圧搾空気，足場など

のすiに多くの頁がさかれているが，その分類法や重点の

ありどころをそのまま受け取るには検討の余地もあろう

し，ま た. 内容自体には剖目すべき点が少いかも知れな

い。しかし，そこに示された災害の物理的原因を絶滅す

るために，起工より完工にまで具体的で精細! な規則を張

りめぐらすと いう方針 ・考え方に注目したいものであ

る。われわれが現場にあって注意を分散し ，労務者個々

の緊張に事故の責任を転嫁しがちな態度と正反対の，危

険防止を現場作業の主要なー工程として取り入れている

立場が，この規則から鋭い知られるとしても，誤りでは

なかるう。
(筆者 京都大学助教j ) ' ( )



ヤマト白アリ K よって侵蝕 された下部制組 ( 松原市立天美小学校) イ エ 自 ア リ に よ り 侵 蝕 さ れ た 小 原 梁 ( t i ! 布団市)

木 造 建 築 物 の 白 蟻 被 害 に つ い て

現今，白アリについてー般の認識が昂りつつあること

は，その被害規模の極めて大きい点からいって，当然と

恩われますが，なお 一 層の認識を深める必ｾがあろうと

考えますので，とのー文を草ナる次第です。

木造建築物の政も大きな欠陥は，その耐用性にあるの

であって，その原因は一般的には腐食hによる強度の低下

によるのでありますが，それと間程度に，あるいはむし

ろ地域的にはそれに数倍して耐用をはばむものは蟻害で

あります。その中皮害額は，ヤマ ト白ア 9， イエジロア P

の被害だけでも ，全国における年間領警 300 万石余とい

われ，とれは全国火災煩失木材紙iに匹敵する莫大なもの

であります。

その陵息地は日本全土にわたるわけですが， 第 1図に

示すごとく，特に日本南部沿岸一引1. は，イエ 白アリのliit

も強烈な被害地であります。被告の主たる原因は，建築

用材に不乾燥材を使用することと，床下の湿度が高〈土

節 1 図 イエ白蛾分布図 台，村下部，束は常に湿気

を含んでおり，湿分材を好

む白ア Dの主計耳であること

と，その被害が急激に表に

出ない緩慢な進行をたどる

ととから誘因する 一般の白

アDに対する防主義観念の欠

如から，その被害の拡がる

真 宮 透

第 2 図 自 書 留 分 布 状 況
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ヤマト白銀Ic ! Q 蝕きれたモルタル主主大壁の土台( 泉大内高校)

ままに放l喧されているところにあります。

なお大阪府下における白蟻の分布状況は第 2図のごと

をものでありますが，種類は大部分がヤマト白ア Dで，

府下全般にわたっています。

なおi毘湿度の関係から ，南海方面に被害が多い と恩わ

れ， 今後の調査が必要だ と思います。

大体白アリの種類には， 1900余種もありますが，日本

本土では，" } - ツマ，キア ν ，ヤマト，イエなどが知られ

ており，その共通点は木をl喰い荒す ことと ，地中を行動

することで，なかでもヤマト白アリ，イ エ白ア日の被害

は，実に大きいのであり ます。 とれらヤマト，イエ白ア

リなどの被害程度が緩息条件の よいととろでは， 繁殖力

もl圧感で，知らない内に大j札地長などに耐えないほど

の被害をこうむっていて，そのため，建物が倒壊し，死

傷者を出 して例があります。

この両極の形態，習性，本! 滋などの相違点を知る こと

は，調査や駆除の際必要と考えられますので， 第 1表お

よび第 3図に概説し，参考に供します。

この積の白 ア9 の発見は，年一回の羽ア リの発生を見

て驚き知る程度で，その駆除も羽ア Y を薬殺して，その

まま後始末をしないのが普通です。しかし一番大切なと

とは，その巣を発見し，それを除去しなければ幾回ここ

ろみても閉じことで，これに縫いた白犠は，非常に発見

しにくいところ に移動してしまいます。 この両極の白ア

リには，女王，王を中心に王族，兵蛾 ，J級蟻と 分類さ れ，

秩序だった集団ｾ三 ｭ を営み，そのうち羽ア ｙ は，その王

族の) 部に羽ができて，結婚飛均する もので，年一回発

生の羽ア Dは，その数大体2000から 3000 といわれていま

す。

ヤマト白 アリの羽ア リは，四月中旬から五月にかけて

飛ぴたちますが， I時刻は雨上りの よく晴れたむし暑い日

の午前中が多いようです。

色は黒褐色で，高所から飛びたつ習性があります。こ

のヤマ ト白アリは北海道にも棲息し，相当の寒冷の地に

も耐え ，湿分材を好んでi段い荒し，土質も砂白土より粘
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ヤ マ ト 自 銭 Ic f i . 1 1 l l ! された土台( 堺市金| 尚小学校)

土質を好むようです。加害は大体地上から 6 尺以下の範

自ｾ 1 表

分 類 |  ィ エ 臼 ア リ I  ｾＮＢト自アリ

好む土' I ' l I 砂 慣 土 | 粘 土，殖 土

却l 省 力 | 猛 烈 迅 速 | 慢 性，緩 慢

加 笹 痕 |  殺は2な |  不潔， きたない

木 材 の 湿 分 I  ilOJ. 木 とは限らない |  多 き を 好 む

tl! I  定 形 | 定形の婦合稲である

羽 ア リ ( 色 ) I 賀 補 色 | 烈 銅 色

H ( と ぷ 嚇U) I  夕方ぷ号ま夜間 日沼市豆諸

女 王ー__I_Al . きにして登盟主1J ! l 一I ｊｾ 動可傭

兵鎗( 頭部) ( 色) I 罪悲し釘鈴包西 |紙弘子装結2

蛾 道 断 面 | 孤 月 型 | 略 月 型

被 容 痕 |両Zと も す 出 品 ず も つ 自 ら 内蓄を侵借す

m3 図 白 ア リ 形 態 図

イ工L ロ7 リ
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』

( a ) 峨泊を遮断するx : t 味で

6 c m 以上の密災なコ

ンヲリートを床下 IC打

-:>. 

( b )  )f; 随 . ; ' f 石と

木 材の1/¥J lc l!Jj

峨飯，防続紙

をJII いる。

m4関 防 鰻 工 法

パ刀 ，防蝋.i!i

ヤマト臼織に侵蝕された俊枝下部 ｾ ど 山

( c )  c のととく ，

臼織がよじまま

る距雌をi車く

する E と。 l末

なら U IC，土

台のil iH立を低

める目的で捨

てコン世リー

トを打ったも

の.

( 三島郡島本町水上隣保館) ルダl

同 盟 柱

白ア Hの力f J 警が原因です。

女王は移動性があり，木材中に営巣する代表的種類で

駆除も他の 白アHよりも厄介です。

イエ白 アDは，日本本土に侵入したのが約 100 年前後

といわれ， 現在では九州の果てから近倣地方までも慢延

している ほどの繁猫力をもっております。

これは固定の巣を構築して地中に蛾道を作り，その長

いも のは 800 メー トル位あるのもあり，その加害力も猛

烈です。とのイエ白アリはi制度の地を好み， 1 月の平均

気温 4 度以下は桜息 しないといわれています。

羽ア Pは 6 月， 7 月の夕方から夜間にかけて灯火に集

り，色はw褐色です。加害力は迅速であり，柱などのた

ち上りは通路とし，地上 6 尺上の被害が大きく，検架材

の大径寸法を主に均等に侵します。

との志 ｾｉ 床から天井哀，梁 ， 合 Ｑ ＿ｾ など，小屋組全体をよ

く調査し，分よl ! の有無を確認する必婆があります。

悶定した本巣は屋内の場合は押入の床下， コンク Pー

ト床下とか，二重壁の内部などに，屋外の場合は立木，

枯木切事ｾ，築庭，陣容物の下など，もっとも安全な場所

で温度と水の条件の調ったところを択んでいます。

いずれの白ア Y も本能 として侵食hおよび行動は常に安

全地帯を択び，木材内部を侵蝕し，被官痕を表にあらわ

しませんから，年 l 回は銭筈の有無を調べるととが必要

です。

金槌で打診して見て空洞音，または粘土物の附活など

あれば，加害している証拠ですから守そのときは白ア P

( d )  d のC とく盤面を下

部 IC換気孔般け，堕

内の空気の流通をは

かり ，土台附近の腐

蝕を防止しようとす

るものでゐる。

の種類，および習性などに適応した方法で早急に完全駆

除ナることが大切です。不完全な駆除を行い， これに危

害を加つると非常に発見しにくい場所に移動し，加害す

る習性がありますから駆除は徹!L¥<的に行うととです。

なお家屋の補習を袈する| 侍は，ほとんどとの種白ア P

の被害が原因だということを念頭において調べる必3さが

ありましょう e

とれが駆除法としては，もつばらヒソ剤が使用されて

いますが，人間の致死虫 0. 1瓦という劇薬ですから危険

千万であります。なお B H C，D D T剤もある程度有効

です。

新築後 3 年から 4 年で土台や，束， ; j 長太などの取替補

修が必要になるということは，前述のごとく不乾燥材使

用が主原因でありまずから，この点に留意して今後の建

築は，防蛾処斑l建築をヨ5・1也する必要がありまし主う。

なお，街l参考までに第 4図に| 勿憾構造の一部を掲げま

す。

これをｾーするに，今 ｌｉ のように，羽アリを発見して，

あわてて防峨処理をするといったことでは，決して白ア

Dの集団カには打ち勝てないのでありますから，白ア D

の留性とその特殊性を前もって認識し ，主主喋d構造，建築

用材などの研究ならびに擦択からはじまって，建築に際

しての防蛾防腐対策の完全な実施，さらにその後におけ

る防蟻の気持ちを日常怠りなく 生かす ととが大切だ と存

ずる次第であります。

( 筆者 大阪府u ! 築部指導課防災強度係)
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大阪市此1E . 区伝法町にある老朽住宅

大 阪 市 内 の 老 朽 住 宅 と そ の 現 状

は し が き

日本の経済が戦後急激なる復興ぶりを見せているのに

反し，住宅の問題については戦後 12年を経過した現恋な

お大戦の痛手が残っていることは苔めない事実である。

建設省のしらべによれば，現夜不足数は全国で約 230

万戸あり，なおその他に災警によるもの，人口の自然地

加，滅失などにより毎年20万戸が新たに不足してきてい

るとのととである。とれを解決するため，公営住宅の建

設，金融公彫の住宅に対する融資，公団住宅の建設，そ

の他種々の住宅政策がとられ，とれの対策が行われてき

ている。しかし一方戦後 10余年を経た現在では，既存建

物の大量老桁化が問題になり，また一般の関心もこの問

題について漸次高まりつつあり，とれが対策は真剣に検

討さ れなければならない段階にきていると思う。

老朽家屋の発生状況

老朽住宅には，個人住宅，貸家住宅など個々別々にあ

るものと，これら老朽住宅の集団1化したものいわゆるス

ラム街化したものがあるが，これら老朽化の原因を考え

て見ると先づ

1 昭和 10年頃より近代工業の発展に伴い労的者が都市
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斧 出 正 隆

に集中して都市の急激な発展をきたし，そのため貸家企

業が煉んとなり，とくに大阪は長屋形式のものが多く建

てられたこと。

2 .その後目撃事変，太平洋戦争などにより，その聞物

資の不足，建築制限などが行われた結果，旧fs : 物の健全

な維持保全が行われなくなり，新たに建築されるものも

質的に粗悪なものになってぎた。

3 .ij 災後も引続いて，経済状態が好転せずとくに貸家企

業は家貸統制令，画定資産税などの間 j組およびij 災後の物

資不足による建築資材の急騰により，採算が合わなくな

り家主としても補修できず， また入居者も一部を除いて

殆んどが低額所得者であるため補修する能力もなく，ま

た建物の維持についても無関心なものも多く老朽化にま

かせている現状である。

またii 災後は住宅不足に加えて，建設資材の不足，質の

低下などにより，単に雨践をしのぐにたりるだけの粗惑

なパラック建築が多 く建てられたことなども，老朽化を

早めた大きな原因になってきている。

老朽化の諸因

では次に老朽化を早める 一般的な原因となるものを筒

、.



可P

単にのべてみよう。

1  環境条件

イ，外力の大小

海岸，山の上などで風当りが強いために建物がい

たみやすい。軟弱地微による基礎の不問沈下，ま

たは車闘の通過| 時の長助などにより建物がゆるん

でくる。

ロ，気候条件

梅雨など雨の多いわが閃では湿度が高くなり，水

はけ，換気の恐い場合にはi足度の条件とともに腐

敗蹴，しろありなどの発生にいい条f i : を与えてい

る。

2  設奇| の良否

イ，構造強度

昭和 9 年の台風時までは木造建物に対する筋違い

などの力学的考応が払われていなかったこと。

3 .  施工

イ，材料

上質なものがあまり使用されていない。とくに戦

後2，3年はセメソトや壁下地材料にしても代用品

の使用が多い。

ロ，工法

継手仕口，緊結金物などが充分でない。

4  災害

ま最周，地民，洪水などにより老朽化が急激に増進

せしめられた。

5 .  維持保全

建物の維持保全について無関心な場合も多く，貸

家などの場合手入れをせず放任されていることが

多い。

老朽住宅の現状

1. 老朽住宅戸数

大阪府における老朽住宅戸数は31年 7 月現在では，約

22 ，000戸込あるがこのうち老朽度大なるものは，その後

の調査で判明したものおよび府よりの除却補修などの指

示により，自ら対策を講じたものがあるのでその増減を

考えれば，現在老朽度大なる建物は概略，市内約 3 ，000

戸，郡部約 700 戸ある と推定される。

註 1.昭札23年大阪市地域調査( 土木部計画調l淵) I1l3 fl 28年全国住宅

関査統計などの資料による

第 2 図 住 宅 邸11別

B 級

2.  老朽住宅事情

大阪府においては，昭和

29年， 30年， 31年の各年度

にわたり，府下の各消防署

の協力を得て老応住宅の実

態調査を行った。とくに大

阪市内については，会木造

住宅の中，老朽化している

節 1 図 硲 物 級llU

と思われる住宅全部について調査を行ったものである。

もちろん見孫した建物も多少あると思われるので，決し

て完全なものとはいし、難いが，大略の実情はつかみ得た

ものと思う。さて市内の老朽度大なる建物の中 685 戸に

ついて， I昭和30年度に行った老桁住宅実態淵査の結果を

示せば，次の通りである。

記号 A，8， C ， D は家屋老朽程度を表わすがこの規準

については， I昭和24年頃建設省で行われた学校建物の防

災調査の際に行われた規準を参考と して調査を行いこれ

によって判定したものである。

A 健 全 ( 構造補強の必要がない〉

8 修繕不安( 差し当り 構造補強の必要がない)

C 要補修( 構造補強の必要がある)

D  老朽度甚しいもの( 緊急に構造補強の必要があ

る)

なお，調査の結果 A は全体の比率からみて非常に少

いので除くことにした。

イ〉老朽住宅に対する B，C ， D の % 第 1 図

D が全体の約80% 以上を占めていて 8 は 1.2 %  

にすぎない。

ロ) 老朽皮と持家借家との関係 第 2図

第 2 図に見られるご とく借家が全体の74% を占め

ていて， B級， C 級， D 級と老何度が噌すにつれて

借家の率が次第に増加している。この傾向はやは

り自己のものと，そうでない場合との観念の差が

表われてきているのではないかと，盟、われる。

ハ〉老朽度と建物年数 第 3 図

全般的にみた場合，建築年数30年から 40年までの

ものが非笥' に多い。また B，C ， D 級は個々につ

いてみても 30年代， 40年代のものが圧倒的に多い

のをみると後述するような立地条例その他によっ

て保存度の悪い場合，老朽住宅の平均寿命は， 30 

C 級 D 級
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第 6 図 ( 1)
地 盤

ｾ 引 ｾｾ
ｂｾ ， ｉｃ 錦 之 ｄ ＡＺｉＮｉ ，

量 銀吾 12. 5  15 4  

ｾ盤 普
岨 50 60 69 

今 良 J 7.5 15 17 

ｾｪｦￆ ι 買到 75 56 57 

数見

出そ旦吟豆" Z5  41  J4 

t千咋怠 ρ

。
3  

q  

1庇 島
。

2  4  

il Jl 畠 主 50 82 85 

ii¥I:. SO 16 
，。

年- 4 0年程度とみなしてよいであろう。

ニ) 老朽度と維持管理 第 4図

とれは居住者について「修繕の有無J i 修絡を考

えている，いなし、」またとれに関連ある問題とし

て「一家のJ j y 入」などをしらべてみた。収入の面

では月収1万円から 2万円代の人が70% をしめてお

り，一つの傾向として B 級の分布については，わ

ずかながら高級者の方に片よっているようであ

る。一方月収 1 万円以下の人は全体の約 10 .5% を

占めているが，こ れは日制; 労務者とか，民生委員

の保護を受けている人たちが多い。次に修J 1 I 1につ

いては「したことがある」また「考えている」が

とも に多く ，B， C ， D 級をふくめてそれぞれ全体

のB5% および61 % をしめている。

とれからみて，住宅の保全についての認識はある

程度もちながらも収入の而で充分な住宅の補修が

できかねているといった人が多いようである。

ホ) 老朽住宅の分布と水害地域との関係 第 5図

第 5 区lは老朽住宅の分布状況を全調査戸数l昭29，

30年度調査戸数約 2 万戸について，プ ロ y トした

もので，これと 水害地域との関係を示したもので

ある。これに よると東区，南区，天王寺区などの

高台を中心とし て，その周辺部に点在している。

図中に示す災害危険区域は，去る昭和25年ジェ -

Y 台風時に浸水の被筈をうけた区域であり，また

一例 として27年 7 月に近畿地方を襲った大雨によ

り床上，床下の浸水を受けた戸数の多少を各区毎

に丸の大小により示しているが，水害を受けた地

区と老朽住宅の分布状態との問にはある程度の閃

iili があるように恩われる。

へ) 老桁度 と環境 第 6図
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「敷地J i 住宅の密集状況」について% を山して

みた。これによると「地機J i 敷地」については

大して惑いところが多いとは忠われないが，老朽

ill 物は住宅の官集している所に集中しているよう

敷 地 環 境

第 6 図 ( 2 )

である。すなわち不良住宅地区の形をなすものが

多いと恩われる。

ト〉老朽度と構造船I力 第 7図

「基礎J i 土台J i 壁J i 柱J i 筋違の有無」な

どについて調べてみた。これによるとやはり， D， 

C ， B の)1闘に建物の質がよくなっていることがわ

かる e 一例として筋違については B 級は約90% 近

くも入っているが， C， D 級になると筋違の入っ

ているものは20% 以下となり，構造耐力上，すな

わち老朽化を防ぐ上に筋違は重要な役割を示して

いると息われる。

自然倒壊数 (年毎) とその原因 第 8図

老朽建物の自然倒壕も毎年何件かみられ，とくに28年

から 30年にかけてかなりの自 然倒壊が相次いで起ってい

る。そのため，大阪府においては補強指示，除却命令を

出すなど，積極的な予防対策を誹 じてきたが，その後大

した自然の災害も起らなかったのと相まって， 3 1年には

うんと減少している。

第 8 図は消防署の報告，新聞記事などにより府下の住

宅について調査したものであるが，未報告の分もま だ相

当あると恩われる。とれには，台風，大雨などに よる直

接被害建物は含まれていない。

ζ のグラフでわかるように昭和25年， 28年， 29年に倒

壊数が多いのは， 25年のジェーシ台風 27年の大雨， 28 

年の 13号台風の間接的な影響に よるものであろう。

倒題提の原因としては

1.建築年数がr I ，・いため軸部，小屋組が樋の不良，雨も

りなどにより腐食lt していたもの。

2 筋違が全然入っていないため，自然に建物が傾斜し

てきたもの。

3. 雨もりのため，葺土，小屋組などが水をふくみ，屋

板重量が治したため荷重に耐えられなくなったもの。

4 腕朽菌，白峨におかされたままに放置されていたた

めに，一寸 した外力にも耐えられぬ状態にあったもの。

5 基礎が玉石なと' 不完全な施工であったため，雨水に

より基礎が洗われて沈下し傾いたもの。

などが挙げられる。

参考までに倒涼し た建物，または佐IJ康寸前の建物の実

例写真をかかげておく。
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土 台 壁
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位 ロー港区市岡浜辺
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m9 図 大阪市内i ( おける不良住宅地区概況図

。地区内人口 1， 0∞人以上

. 地区内人口 1. 000人以下

R夜

［ｾ＠

以上が老朽住宅の現状であるが，さきほども 述べたよ

うに，資料としてはまだまだ不充分な点もあり，完全な

ものとはいえぬが，大体の傾向として住宅の老朽化がそ

の立地条件，構造上の考慮，保存度の良否な どに大きく

影響されることがある程度推察出来ると思う。

む す び

ii 集後 10余年を経て住宅主主設も着々とその成果を治めて

きている。しかし なが ら一方i汝時中より戦後にかけて緊

忽住宅の対策 として建てら れた各積の住宅や，戦前から

の一般住宅の設備の大量不良化が社会問題として，ある

いは都市整約上の問題 として浮び上っている こと をみの

がすととはできない。参考として市内の主な不良住宅地

区を見てみると 第 9 図のようになる。この中には長柄地

区のように，一部改良化がなされた地区もあるが，まだ

まだ不良な地区は多く これが延いては，風紀，衛生，教育

等にも影響してくる とすれば由々しを問題であって，こ

の積極的な改良がなされなければならないと思われる。

対 策

これらの老朽住宅および不良住宅地区の問題に対する

対策としては，いままで建築基準法の第 10条に よって，

老朽化して危険な建物については，適時補修，補強な ど

のかんとく指示， 使用禁止あるいは除却命令などを出し

て災害を未然に防ぐよ うな処置がとられている。
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! |地 区 名lii 瞳

4栄 町
。。

5貝 柄

。。

6南 $ fd 3. 000:0  
。

7長 柄 4. 00010  
。

8浪 花 町 2. 
。。

9花 悶 町12.0ω 1  1  1010 

10西九条浜辺12.50例 10110 

11高 見 町11. ∞叫 10110

12道 本 町1 15叫01 1 1 0  

13 平 野 浜 町12.0001  1  101 10 

14抗 金 町1 20例 101 10 

15今 福 中1 30叫 101 10 

16海 老 n:1 1. 60削 101 10 

17立 築 町11. 0oo!  1  1010  

18北 桃 谷 町 12. 0001  101 10  

( 註)

A … 建物の状況

1.危険まには修理! 不能が事い

2 修VI! を要するものが多い

3. 修BIT不要が多い

B .  ...( :士院の状況

1. 過官官住居が多い

2 普 通

また l昭和29年頃 より大阪

市内をはじめてJ: 口市などで

老 朽 住宅の自 然 仔 ｬｊｾ 裂 が目立

って一般の注目を浴び，と

れの対策としてとりあえずこれら老朽住宅居住者に第 2

種公営住宅の一部を斡旋 し， 29年度， 30年度において大阪

府，大阪市の公営住宅に約 200 戸の特定入居を行ってい

る。また不良住宅地区改良法に よる事業 として，昭和30

年皮 より鉄筋住宅が国から割当 てられ， 大阪市において

30年度，31年度の事業 として 168 戸が建設され，スラム

街の根治に采出している。

以上が現在とられている対策の現状であるが問題の重

要さとともに，陣容となる要素も多く，経済的な防JJg)，

すなわち補修費用またその資金の融資がないととなど，

また低家賃の公営住宅の詑設が少く需要を充分満たせな

いこと z および先述のような月収 1 万円以下の公営住宅

への入居の資格さえ欠くような人たちのための，あるい

はそれ以下の人たちを対称とする民生保護施設の不足な

どがあげられる。

今後の対策としては，国家行政庁，研究団体，民間を

一体 とした綜合的，根本的な対策の樹立がのぞまれ，と

れにより既存スラム街の撲滅，新たなスラム街，老朽住

宅の発生を阻止して行かねばならぬと思う。

最後にとの資料の務理にあ たって，有益なお助言をい

ただいた，京都繊維工芸大学の山肩講師に，紙面を借り

まし て厚くお礼申上げ ます。

( 筆者 大阪府建築都指導課防災強度係長)



伝 熱 の 理 論

前 田

防火被ふくを計算するととを例として， f:云熱の実用的

計算方法を述べたい。

ｾ＠ 1. 対流熱伝達

空気でもガスでも，物休の表而に治って， 却の速度で

流れるとき，壁表面では，とれに特ｾ ， ｾ j汗して速度は 0 であ

り，それから前線的に速度が憎して，一般流の速度 ωに

なる。との前線部分のJ ' l . さ S を域界初といって，数ミリ

以下である。との段界層部分では，

熱は伝苦手によって流れるから，温度

分布も，壁表面から一般流まで，ほ

ぼ直線的に21変する。との直線部分

の厚さ 0' を熱境界層といっている。

とれらの状況を第 1 図に示す。

表面iEを 0. ，ガスi品度を Og とす

ると，壁表面から，ガスに流れる熱

百1 1 図

fil: q  ( kcol j m2h) は，ガスの熱伝導率

を A ( kcol j mhoC ) として，通常の定常熱伝導の式から，

q=示。. - Og) =acCO. - ω  

α 1  
-

c- di  

111 

121 

αc を対流熱伝達率 ( kcol j m
2
h

O

C ) といい，A はほぼ一定

値であるから ，0' の値によって変り ，0' はガスの流速

によって大きく左右される。速度が大きいと 0' は小 さ

くなり， したがって，UC は大き くなる o U C は火災の場

合も ，通常の場合の儀が採用され，風速を 4mj s とする

と， u
c

= 20kcol j m
2

h
O

C の程度となる。

- E 同・E局面・・民o_1! 霊園

( 防 火 被 ふ く 計 算 を 例 と し て 〉

敏 男

ｾ＠ 2. 内部に火災がある場合の内表面の放射による

熱伝達率

高温の火焔は，大白; の放射熱を発散する。火焔の放射

は，浮滋する赤熱した炭素の微粒子，水蒸気，炭酸ガス

などからの放射であって，完全黒体としての放射よりは

小さいが，通常，完全黒体として取り扱う。誤差は安全

側である。

火焔の JiY. 射は，室内表面が火焔に洗われる場合と，建

物の外表而が，隣家の火災から受ける場合とでは取り吸

い方が到る。前者は，J i Y . 射の熱伝達率として，絵、合熱伝

ｾ［事の中に含ましめるが，後者は放射として抜う。木節

ではI前者について述べ，後者は S5 で述べる。

完全黒休の放射常数を C
o

=4 .  96 ( kcol f m
2

h
O

K4) ， 火

焔の瓶度を Og ( OC) ，壁表面iEをのとすると，壁は火

焔で全部取り閉まれているから，放射計算のための形態

係数( 角関係) は1であるから，放射による伝迷熱 qr は

、
1

p

t

J

A
怜

、
、，.『，，

a
v

一
+
一

∞

q

d

一''

『
'
'

-

内

4

--

n

d

 

，
，

z

，‘、、

、
、，，』，，

-

S

玄

U

-

ρ

u

-
n

u

 

い

1

1

+

一
1

!

L

X

 

O

o

-2

 

ト
一

。

、

J

+

-
一

-

n

v

l

s

t

r

3

7

1

6

円

、

η

一

一

-

J

:

-

g

2

 

，，
，

E

・‘、、

A

M

M

，，
，

a

E

‘
、

r

i

d

l

-

‘

〆

k

q
，
‘

b

w

-

c

q

'

。

=

=

と

」

「

φ

を

φ

く

市
町

れ

お

こ

と

131 

141 

151 

となる。その計算値は， 第 1衰の如し。

第 1 表 放射 ICよる熱伝達率 "'1・

(伴半明)川υ何附C) I同切剛o I同同ω側o Iい川7瑚∞ |同脚 |同ω捌 0 卜.鵬

咋{ 代ω阿kcaωc臼凶a剖1川吃町叶)イ| ω  1 132 I  刈m加 5 I  抑 I  4ω09 

対流と B欣t射の綜合熱f伝玄達E率平容主を α とすると，

町 = 日 + u
C  I  ""' T 

161 
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室内の火焔から，壁表面に伝達する熱立を q とすると，

q=qc + qr =a( Og- O. )  17) 

ac= 20 とすると，第 1 :表の ar を加えて，a の値は，火

焔の温度に よって a=100- 400 の如く，広範に兵るが，

通常の場合の熱伝達率 ( a =5- 30) に比較して幸子しく大

きい。

自の逆数を グで表わし，熱伝達底抗というが，壁表面

に接して，とれだけの熱に対する抵抗を持つ層があるも

のと考えるととができる。熱伝導率が J の材料の熱伝導

祇抗は，そのj享さをSとすると ，o/). であ る。故に熱伝達

沢抗に等 しい抵抗を持つ材料のj亨さ S は，

グ = l /a = o/ ). ・. o=) . / a 18) 

えの舶は材料の草fi 類によって大いに wるが，通常の建築

材料では， 0 . 04 - 2 の聞に納 る。 仮り に， 2 としても ，

a = 100- 400 では， o = 2 cm- 0 . 5cmで，通常の壁のFZさ

に対しては，絡めて小さいことがわかる。放に，とのよ

うな場合には，との抵抗を無視して，火焔のi鼠皮と ，ｾ堂

内表面温と等しいと考えるか，あるいは， o だけのj享さ

を，実際の塁重厚に加えて，表面温があたえられた問題と

して取り扱うことができる。こ のよう にすれば， 計算は

著しく容易となる。

ｾ＠ 3. 熱伝導の数値計算方法

材料の比重 ( kg/ m3) ，比熱を C ( kcal /kg) ，熱伝導率

を). ( kcal / mhoC) と する。雨: fW1m2
の壁を考え，これに

ii' j J 可に x をとり，熱はとの方IIUにのみ

流れるものとする。熱が一方向にのみ

流れるから， 一次元の熱伝導という O

mを L1x の等間隔に分害I j する。分割面

の中，任意の相|鋳る 3 つの面のi毘度を

第 2図 の如く Oi ， 00， 01 で表わ

す。 。。 の商の L1t 時間後の温度 00' を計 算する o 1)  

Oi の面から ，00 の面に，L1tl 時間に流れる熱fJ は， 通

常の定'ii i ' 熱伝岩手の式から，

「下l

I  I  I  

， Ｇ ｣ ｩｔｉ ｾｦ ト ｏ Ｇｃ ァＭ ｾ

m3 図 ( a) 墜 体 内 の 温 度 上 昇
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会くOi 一川 t

同様に，00 から 01 の面に流れる熱量は，

会 仇 一 川
t

流入する熱五i と流出する熱虫の差が，0。を '1"心とする，

L1x の厚さの府内の視度を 00' - 00 だけ高めるから二

).L1t  

〈OOF- Oo〉C r d z = zz {〈OI - Oo〕ーくOO- Ol ) }

J  

Cr = a  
19) 

とおくと ，a は混B[ 伝導率 ( m2/ h) といわれるもので，

j m度の伝わる速さを表わすも のである。なお.

aL1t  

( L1X ) 2  r  

とおいて，上式をきを廻すると，

00'  = ρ{ Oi +Ol + (す-2)吋

第 2 表 単 周 壁 混 度 計 算 表

11 I  1  I  ..  -2- .  l-- 3--1 

110) 

1

 

1

 

1

 

1

 

。 。 。 。 。

1  0.1似l O 。 。 。

2  0. 2ωo 。ω∞ 。 。

3  0. 3600 。ω40 。∞40 。

4  0.4288 0. 1112 0. 0152 O. ∞08 

5  0. 4795 0. 1555 

0.0003ω7115 7  2  

O. ∞35 

6  7  

0. 5188 0. 1955 O. O. ∞84 

0.5557604 5  
0.2312 。 0. 0152 

8  O. 。お30 O. ω' 20 0. 0お4

9  0.5985 0.2910 0. 1125 0.0324 

10 0. 6174 0.3171 0. 1323 0.0419 

11 。ω39 0. 3402 0.1512 0. 0516 

12 0. 6484 0. 3611 0. 1691 

00007670912 5  5  13 
06667213 8  0329807 2  0.2108152 7  

。

14 O.  0. 3976 O. 0.0795 

15 0.6臼2 0. 4135 0. 2164 0. 0880 

20 0. 7226 0.47臼 0. 2759 0. 1236 

25 0.7482 0.5163 0. 3164 0.1484 

30 
0.7767563  7  

0. 5438 0. 3438 0.1653 

35 O. 0. 5623 0.3623 0.1717 

40 0. 7843 0. 5747 0.3747 0. 1843 

E品
0.7799269 8  

0. 5885 0. 3鎚5 0.1929 

ω  0.7968 0. 5948 0. 3948 0. 1968 

70 0. 7985 0.5976 0. 3976 0. 1985 

80 0.7鈎3 0. 5988 0.3988 0. 1ω3 

87 

88 

0. 7996 

0.7ω 6  

0. 1996 

0. 1鈎6

0. 7994 

0. 7994 

0. 3994 

0. 3994 

(

い

V

}

。
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となる。任怠時刻の壁の中の温度分布を知れば. 分割の

各点に本式を適用して，ilt 時間後の温度分布を計算でき

る。 ρ の値は，任意にとってよいが， 1/6 にすると，粘

度が高い。図式解法を用いる ときは， ρ =  1/ 2， 1/ 4，な

どとするが， ρ = 1/5とすると， キu度も高く，しかもそ

ろばんを使つての数値 ｦｦｬ Ｎ ｴ［ｬｾが容易になる。 ρ = 1/ 5 では

。。' = 2〈OT +01+ 300〉

10 

(121 

m: のi比初の温度が Oで， 1 聞の温度を l
O

C，他面のi民

度を 0 に保った場合の温度を，* 式を用いて計算したも

のを， 第 3 図 ( a) ，( b) に示す。 第 2 表は， ，1I"t'; r_，! ( の-

ml を示すものである。 これは，壁を 5 庖に分割して計算

した。

との計算結果は，壁j弘壁材料がどうであっても適用

することができる。i l l : を 5N'1に分割したときの} t ' j J写i l x，

時IlUilt ，温度伝導率 aは，次王tを満足することが必要で

あり， したがって，そのうちのいずれか 2 つが定れば他

が定る。

｡ｩｬｴＯ Ｈ ｩｬｸ Ｉｾ］ Ｑ Ｏ Ｕ＠ (131 

a の種々の{ 自に対して ， ilt ( mi n) とi l x ( c m)  との|刻係

を; ，Rめたものが， 第 4図である。

6  

4 企.t_ _  _!_ 

(<11: )'  5  
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伸
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守
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m4図 il" と Ll t と の 関 係

S  4. 内部火災の場合の防火被ふくの厚さ

(  i  )  火災による温度上昇が， 800
0

C で50分続くもの

とし， コシク Pート壁の中心温度を， 350
0

C  ( 鋼の強

度の低下のはじまる温度) 2 ) 以下に保つに必要な壁厚を

求める。ただし， コ ンク ｐ ート の温度伝導 ｾＳ a=0. 0015 

( m2/ h)  ， i i X 初の室温は 20
0

C とする。

「一- ， ，-一-， r- ー「 両面から加

I"C'i¥..Jlr ｉ Ｇ ｃ｟ ｉ Ｇｾｾ＠ I  ， r"-' ]" c  熱されるとき

L?<J いJ 。いレペ は，温度分布
ド: . ＮＺ，Ｎ ｾ＠ I・一一吋↓ .ヘレィて J

' - - - - J  L_ー_j L _ ]  は，中心面に

第 5 図 対して，対称、

で中心面では，熱の流れはない。ゆえに，厚さ 1/ 2 で，

他面で断熱された場合の温度分イF と同じである。しかし

その計算怖が手元にないので，前節の解を利用するとと

にする。雨前から1 J r 熱されるときは，一雨から加熱され，

他面が O の場合の解を 2 つ加えればよいから. 中心商の

i鼠度は， 一方の解の中心商の温度を 2 倍すればよい。こ

の状況は， 第 5図で校式的に示した。

i I自節の;nt; rでは， lli を 5 N'1!ζ 分別したから，中心而の

i品目Eがal.t1されていない。 '1' 心函の同 6111のiM度を加え

て，近似他としてmいる。とれは， 第 6 図に示すもので

ある。

1.' 

09 

0.8  
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0.3  
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-

A

u

n
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lτ 白iむ1耐熱

7  さて，例えば，to  I時1mだけ加熱を受けるとき，その温

度は第 6図の温度から，とれを to だけずらせた温度を

引けばよい。との関係は， 第 7図に模式的に示した。必

時四- - 同皿ーパ皿E

G  

5  

4  

3  

:匝えど三三=どこ- ーどこ
2  

要なのは，中心面の最-高温度であるか ら， 第 6図から，

toの11寺刻における ifL度を読みとれば，とれは，近似f均に

最高温をあたえる。 しかし，第 B図からわかる どと し

最初のia度上昇はきわめて緩かであるから ，toのl時刻の

温度が，j比両ij ' f f i . とはいえない。加熱を止めてからも，岩

千温度が上持することがある。温度 l曲線が， ，む勾配をな

すi時刻には，この温度上昇は大きい。この例の場合には，

その誤差は他かであるが，危険側の誤差である。

第 6図の O は，加熱温が l

O

C の場合であるから，

800

0

C のときは， 800 倍しなければならない。ゆえに

8000 =  350 - 20 =  330 ・. 0=0. 413 

第 6図から ，0 = 0.4 で n = 9，t = 50 分であるから，

t = 50 = nLl t =9i l t  :. ilt = 5. 56分

第 4図を用いて，ilt = 5.56， a = 0.0015 に対する i l x を

求めると ， .dx = 2. 65cm となる。壁は 5 府であるから ，

壁厚 l は，

l = 5il x =  13 .25c m 

ζ の l から，両面の熱イ云達抵抗に相当する尽さ S の 2 倍
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を引き去ったものが，必要な壁厚となる。との値は小さ

いし，無視することは，安全側であるから，必要な鐙j立

として. 14cm をもって答 とする。

コγ ク日 ー トの温度伝導は， コY クPー トの調合，含

水状態，火熱を受ける程度などで異なり. 10fi告も終る値

があたえられている。幻滅度伝導率と必要壁厚との関係

を求めると， 第 8図のごとくで，その影響はきわめて大

t  15  

'‘、
d  

s  

.._， 10  

L---イ

v  

v  

/  

γ  

ｾ＠
晶，1 r:; 

H ν  

o  00005  O.OOl  ｏＮｏｏｉｾ ι Ｐ Ｐ Ｒ＠ 0.0025 

ぷ it( λ 4十字 α (  'n;/r，) ー

第 8 図 i l J 度伝理主と防火必i ¥! !IHCl との関係

さーい。温度伝導率の正しい評価が如何に主要であるかと

いうことを示している。

( ii )  瓶度上昇が 1，OOOOC で12分間続く場合，木材函

を 260
0

C ( 木材の自己発熱の限界iffi' dJ ! Y) 以下に保つに

必要なモルタノレ被w厚を求める。ただし，モルタルの温

度伝当事ｾｦＡは ｡ ］ ｏ Ｎ ｏｏｬｬ ， 最初の温度を ＲＰ
Ｐ
ｃ とする。

この場合には，正確には，モルタル，木材の合成され

た盗としての計算が必要である。 しかし，木材は，モノレ

タノレに比して，熱伝導率は小さく( 約 1/ 5 以下) ，温度

伝導ｾも小さいＨ約 Ｑ Ｏ Ｒ 以下Ｉから，モルタノレ ｬ 乙対し

て，木材は断熱しているように作用する。ゆえに，この

面で，断熱されたとして計算すれば，安全側の誤差をも

って近似備が求まる。前項と問機にして，

1，0000= 260- 20 = 240 ・ 0 = 0 .24

0

C

第 6図から . 0 = 0. 24 に対して，n = 6 を得る。

t = 12 = nL1t = 6L1t  .. L1t = 2mi n 

L1t = 2， a = O. OOl l  に応じる L1x は第 4図から

L1x =  1  .6c m 二 l = 2 .5 J x =4cm

となる。

ｾ＠ 5. 建物外面の受ける火焔の放射と，その等価気温

(  i  )  壁外面の熱伝導率

壁の外表面の温度を 0.， 放射吸収率を ε，気i品を Oa

とする。壁の外表面が，気温と等しい完全黒体で囲まれ

ているものとすると，壁表面の 1m
2

から 1h の問に，欽

射によって出入する熱 qr は，

I  ( つ73ムO. ¥4  ( つ73+ 0 ←¥.q

qr =ε Cb{l ｾＧｾ而 ＺＺｌ r- t  -i 而::!!_ ) J  

=ET告{門ぷ!... t+

68 

同ぷιfH竺詳旦+与許 )仇ーOu.)

いま，

ar = 議f( 主謀!... f 十

(与許n(竺詳!...+与許) 1141 

とおくと，

qr =ar  ( 0. - 0α)  
1151 

｡ ｲ は ｩ 政射による熱伝達率である。 ｾ 2と同形の式を，同

様に取り扱わないJ ' J l 由は，との場合は，壁表面がj氏射を

受けて ii6i慌になるに対し，気温が低く ，O. と Oα とのi鼠

oc差が大きく， ｾ＠ 2 のごとき計算式にすると誤差が大き

くなるとヨ5・えられるからである。これに対して， ｾ＠ 2 で

は壁ぷ商の熱伝達jU; 抗が小さく，ガスiaと，壁表面温の

-
差は小さいと比{放される。

ε= 0 .9， C
b

= 4 .96 

とすると，偽の値は， 第 3表の如くなり，気iful. Oa によ

る影響は，きわめて小

さい。

Ｉｩｦｾ による熱伝達率的

は，風速を 3 m/ s とす

ると ，ac= 16 となる。

ゆえに総合熱伝達率 α

第 3 表 骨 の 他

は，

15. 2 

15.6  

16.0 

16.4  

o

m

m

m山

日 = a c +a
r

= 2 2 - 3 2  kcal / m
2

h

o

C  

となる。 a を過大にとると，後で述べるととからわかる

ごとく，火焔による) i J ( 射熱の影響を過小に評価すること

になり j古険である。 α =25 以下にとるととが適当ではあ

るまいか。正確には，ar の値I ' i . 壁表面j昆が変化するに

つれて，変化せしめて計算しなければならないが，それ

は，而倒であるから，金計算に対してー定値とし，やや

過少となるように選ぶがよいであろう。

( ii )  等価気温

受熱表面に対する火焔の形の形態係数( 角関係) を伊

とする。とれは，受熱函を受照面とヨ5・え，それから製ま

れる火焔の形を窓の形と考えたときの ｾｲ 接昼光率に等し

いものである。火焔は完全黒体と考えてよいから，火焔

i温度を Og とすると，壁表面lこ投射して吸収されるもの

I'i， 

伊 ε Cb戸詳旦t

である。しかるに，前項の熱伝達率の計算において，火

焔の部分も，外気温に等しい完全黒体として，

/ 勺73+ 0 、L

伊 ε Cbl 一τ古一色j

だけの放射があるものと考えたから，とれを差し引かな

ければならない。その差を R とすると，



か れ Cb { ( 与ぷι t-( 与ぷザ} 1161 

が，火焔に よって，壁表面で吸収される放射熱 となる。

Og=800- 1 ，0000C  りであり， ε = 0 .9，C b = 4.96， Oa=  

20
0

C とすれば R の値は， 第 4表 のごとくなる。ただ

し 1 0 = 1 とした 第 4 友 火 焔 か ら の 放 射 熱 (ψ - 1)

場合である。気i鼠 I  I  I  

g  ( OC)  1  800 1  900 1  1.∞0  

0α には殆ど関係な “  I  --- 1  --- I  

〈火焔温度に ょっ R(出) I  58，800 Iω ト16.7ω

て大いに異なる。

きて，壁表面が，放射熱を吸収したとき，その壁体内

I乙及ぼす影響は，吸収熱量を熱伝達率で除した値だけ気

温が上昇したと等しい。その気温上昇を火焔放射の等イ¥H i

気温と名づけるととにする。すなわち

。c =R /a
(171 

である。 α = 2 5 としたと きの等仰l気温 0. は第 5表のご

とくなる。

節 5 表 放射の簿価 ｾｩ ｬＮｊ ｏ｣ (oC)  

8∞ 引泊 1，似国D

0. 1 235 337 467 

0. 3 7∞ 1，010 1. 4ω 

0.5 1，180 1. 680 2，340 

1.0 2. 350 3，370 4，670 

ｾ＠ 6. 熱伝達のある場合の表面温，呉種材料の接する

場合の境界温の計算法

壁外面が，火焔の放射を受けるときの防火被ふくを考

えるには，外面の熱伝達が小さいので，前節におけるよ

うに，これを無視するわけにはいかない。ゆえに，熱伝

達を考える表面の温度を計算する必要がある。また防火

被ふくのためには，異種材料の接する境界の温度を計算

する方法が必要になる。これらの場合も，壁内部の温度

の計算には， ｾ＠ 3 で述べた 1121 式が用いられる。

(  i  )  熱伝達をする表面の温度の計算

第 9図のごとく，表面温を 0
0
，Ll x だけ内部の函の温

度を 01，空気温度を の とする。 Ll tl 時間内に，空気から

壁表面に入る熱と，壁表面から 01 の面に出て行く熱

はそれぞれ，

a ( Og - OO  

その差が ，( CrLl x/ 2) の熱容量を有する表面賠の温度を

00 ' ーれだけ上昇せしめるから，

2L1t  ' _ . 0， n  ， A  

( 00'  - 00)  = 一一一一{ 日( 0
0

- 00) 一一二( Oo - Ol )}

C r  Ll x  

A/Cr  = a， aLl t /( Ll x) 2 = ρ を用いて整理すると，

0
0

'  = 2PC01 +!!' - Ll x Og+  {ユ ーく1+ 主Ll x )) ooJ ・・ (181
ｔ ｕｾ ｖｕＧ＠ '2"ρ z  

( ii )  異る材料の接する境界の温度の計算

抗野 i日iを ト. ox-十<I X'→ → .dX;汁 llt;+- .dひ

九 割問 f 川 I I  造 1 1  

材料に閃す ( めよ ! OKl bj  みみ |

る{ 也に 1， ｾ＠ r!  I  1  I  峯 1  1  

ギT1lli) の材料 しム斗_ _ L _j "'" I  I  

には 2 の添

手: をつける。

第 9 図 ro 10 図

f1t時間に左側lから荻野ーに流入し，またれ倶1) から流出す

る熱はそれぞれ，

-t- ( O 1- 00) f1t 与 ( 00- 02) t1t

LI ，;t l  / J ル 2

この差が，成界をはさむ 2 つの陪 Ll x 1/ 2 と t1x2/ 2 の温

度を 0
0

' - 00
だけ上昇せしめる。その熱容hl は，

C 1r  1t1x t/ 2+ C 2r 2t1x 2/ 2  

であるから，

( C1 n Ll X1 + C 2  r2 f1x 2)  

( 00 '  - 00)1一一τ 一 一 一- - "一 一 j

=1去:〈M o〉一元( 00 - 02
) } t1t  

-
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(191 

K 3 = (去)+(長)
(201 

とおいて盤施すると，

On'  = 笠U.  ＮＡ｟ＰＱＫｾ Ｐ ＲＫ Ｈ 色 ー ｋ Ｓ ) Ool  (211 

υ ｋＳｾ＠ t1X1- '  .  t1X2- - .  ，ρ I  - )  

となる。

ｾ＠ 7. 火焔の放射熱を受ける場合の毛ルタル被ふく

木材の上にモルタル被ふく 3c mをしたものが火焔の欣

射を受ける場合について考える。

熱 伝 達 率 α = 25 kcal / m
2

h

o

C  

熱 伝 導 部 モ ル タ ル れ = 0 .65，

木 材 2 = 0 . 1 4 kcal / mhoC  

温度伝部主将 モルタノレ a1 = 0. 001 ， 

木 材 a 2 =0. 00049 m2/ h  

として前述の式を用いて数値百| 却をする。

モルタノレについて，

t1X 1  =  1cm = 0  .01 m，ρ 1  =  ( a1t1t /  t1X12)  =  1/ 5 

とすると，

t1t = 0 .02h = 1.2mi n 

材について，

ρ 2  =  ( a2f1t  /  t1X22)  =  1/ 5  とすると ，t1t は， モノレタ

ノレと等しくなければならないから，

t1X2 = 0 . 007m = 0  .7c m となる。これらの値を 1181 式

に代入して，
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タ J" 

t!i  6表 モ ル タ ル 被 ふ く の 泊 度 上 昇 計 算 ; } 1

材

面界境

3' 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
1  0. 1540 

。 。 。 。 。 。 。 。
2  0.2:沼6 0. 0308 

。 。 。 。 。 。 。
3  0. 2655 。ω3 0 。∞62

。 。 。 。 。 。
4  0. 2976 0. 0921 0. 0163 0. 0019 

。 。 。 。 。

5  0. 3235 0. 1180 0 .0286 0. 0061 O. 似附4
。 。 。 。

6  0.3426 0. 1412 0.0420 0. 0125 O.∞15 0. 0∞1  
。 。 。

7  0. 3631 0. 1616 
0.0057∞ 59 

0.0205 0. 0034 0. 0∞4  
。 。 。

B  0. 3ω6 0. 1808 O. 0. 0291 0. 0062 0. 0∞9  O. ∞01 
。 。

9  0. 3963 0.1986 0.0841  0. 0398 O. ∞98 O. ω18 。∞02
。 。

10 0. 4102 0. 2152 0. 0981 0. 0505 0. 0142 O.∞31  0. 0ω5 
。 。

11 0. 4231 0. 2308 0. 1120 。ω1 6 0.0192 O.ω 48 0.0∞9  O.∞01 
。

12 0 .4353 0. 2455 0. 1257 0. 0711 0. 0248 O. ∞69 O.∞15 O.∞02 
。

13 0. 4462 0. 2595  0.1391 0. 0846 0. 0309 O. ∞94 O. ∞23 O. ∞04 
。

14 0 .4568 0. 2728 0.1523 0. 0967 0. 0373 0. 0123 0.0033 0. 0∞7  0 .0∞1  

i J 3亙l
0. 1653 

0. 1779 

0. 2855 

0. 2978 

。.1081

0. 1196 

モルタノレ表面温の計 ti: には，

00'  =0. 401  + 0 .  1540
u

+ 0.  44600  

モルタルと木材の境界では (21) 式から，

00'  = 0 .30601  + 0. 09402  + 0. 600  

118' )  

(21' )  
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n=( t /右t ) →

第 11 図 表面および境界の温度上昇

モルタノレおよび木材の内部では，いずれに対しても，

(12) 式が用いられる。

00'  =三C01+ 0i + 30o) (12)  

10 

となる。とれら の式からわかることは，右辺の温度の係

数の和は， 1 である。すなわち，これらの計算法は，い

ずれも，相隣る 3 点の温度の重価平均によって，中失点

の iJ t 時間後の温度とするものである。

とれらの式を用い，最初のi毘度が Oで，気温 Ou= l

O

C

の場合を計算した。モノレタノレは厚さ 3c mであるから 3 層

に分割した。

計算の結果を第11図に，計算表の一部を第 6表IZ: 示し

た。

放射の等価気温が 1，200

0

C のとき，木材函が 250

0

C

70 

木

l '  
4' 5' 2' 

0. 0442 

0.0512 

0. 0155 

0. 0191 

O. ∞11 

O. ∞16 

0. 0∞2  

O. ∞03 

。ω 46

O. ∞61 

以上にならないためには，政射の継続時間は何分かを求

めよう。披初の滑l皮は 20

0

C とする。境界混を O とする

と，とれは，気温 l

O

C の場合であるから，

1，2000= 250- 20  = 230 ・. 0 = 0 . 153 

境界温が，0=0. 153となるのは， 第11図から ，n = 1 9 で

あるが，しかし，とれではいけない。たとえば， n = 14 

で 0 = 0. 097 であるが，と ζ で放射を止めても，境界温

はなお上昇して，n = 2 3 で 0 = 0 . 157 に迷 してから 徐々

に降下する。との状況は， 第11図l乙 1 の曲線で示す。 2

の曲線は，n = 20 で放射を止めた; 場合である。

03 r - - - - - - - - - - - - - - - - ， 放射を止めた

/  I  時間，すなわち

θm叫 / I  政射継続i時間を

02 ト /  
j  10 ↑  

to とし ，no =to  

ｱｾコ / ilt とする。ま

じL13

た，放射を止め

7 -

てから，最高温

6 ミ

度 Omax に迷す
o  I  ｾＧＮ＠ "' .^  ̂ ^  •• . A .， 5  

n. .  (t.  1 M)一
るまでの l時間を

第 12 図 境界の般高温とおくれ時間 ta とし， n，， =  

ta/  ilt とする o 1t o と Omax および，na との関係を第12

図に示した。

この区| から ，Omax=0. 153 に応じる継続時間を求めれ

ば， no = 13 .6， t
o

=1. 2X 13. 6=16. 3mi n となる。この

最高温度は，放射をとめてから ， na = 9， ta= 1.2 X 9=  

10 . 8mi n おくれて生じる。

との計算では，木材部分は非常にJ! 1 ぃ( 半紙限体 とい

う) と考えて計算しているが，最高温の生じるまでの時

間 n = no +na=22. 6 の間1 1 : ，温度の影響のおよぶ範囲

は，7L1x 2 =7X 0 .7 = 4.9cm であるから， 4 - 5 c m 以上の

厚さがあれば，この計算結果は正しい。



ｾ＠ e，等価気温が一定値でない場合

一定強さの放射が一定時間継続すると考えると，上の

計ｾｽでよいが，実際の場合の放射は 第 ＱＳ 図 の曲線のよう

になる。6)

"ー司.

第 13 図 火 焔 放 射 の 変 化 曲 線

とのときは， 118

'

1 式の各国の計算において気温 Og

をこのように変えて計算しなければならない。ゆえにそ

の計算は，山線の形が変れば，やり直さなければならな

い。これは，きわめてめんどうなととである。しかし，

前節の計算結果を用いて計算する方法がある。この方法

は，境界の最高温とその起る 11寺式! J のみを知りたい場合に

は，特に有効である。

いま，前述した境界祖を Oω とし，とれを微分した

ものを ψω とする。すなわち，

_  dO( t )  

'P( t) 一一一一一

dt 

1221 

放射による等何気温をのω とすると，とれによる境界

i品 θω は，

θω =  s:ω - 加 】dτ 1231 

) . ) '  10-

2  

1. 2  

1.1  

o

n
河
，

O

M

V

7

6

5

A

サ

雪

3

2

a

t

e

-

-

A

V

訓

崎

《

U

内

以

n

k

A臥

内

U

A

U

-

-

a

u

f

-

d
司

・

M

引

な

ア j 11 1>  1;- 17 ｉ ｾ＠ ZI 13 15 17 21 31  JJ 35 

m 一・

節 14 図 伊 山 の ili

という式から 計t?: できる。

との式を数値的に計算する方法を用いる。 まず， 1221 

式を求めるには，前節の数値計t ? : によって得たm祷自の

境界協を O，n ( m= 1， 2， 3 ，…) とし，

伊川 = 01/，- 0，1>-' 

L1t  

1241 

から伊刑を計算する。伊m は，伊( t ) を L1t 11寺11¥1毎に区切

った各分割| の 11' 火における微分{u自である。 1241 式から，

L1t料品 = 0"， - 0"ト 1 =L1Om 1251 

となる。すなわち，数値計算によって求めた L1t 時間毎

の温度について，つぎつぎに，その前の温度との差を作

ればよい。これを第14図に示す。計算値は黒点で示した

が，四捨五入の誤差もあり，やや飛び散っている。とれ

に滑らかな曲線をあてはめて，訂正してから，数値を読

みとる。

っきrに，壁の受ける放射の等価気温 0.ω を L1t 時間

で区切り，各分割の中失点の混度を O. n( n= l ，2， 3，…〉

とすると， 1231 式の積分は，

θ，. 6t =L1t( Ocn'Pl  + 0.( η ー1)'P2+ ・・ ・・・・ +O. I'Pη 〉

1261 

とれに 1251 式を代入して，

θ?山 = 0.nL101 + 0.( n-1)L102+ ・・・・・ +0. 1L10，.

1271 

となる。例えば，n = 5として，5L1t 時間後のiR度を求め

るには， 第15図のように，。仰を示す曲線と ，L10怖を示

す曲線の座擦を互に反対方向に向け，0.5 の点と L101 の

点、を合せて，上下相応ずる値を乗 じて 5 個の数値を得，

これを加えれば， t = 5L1t  I侍間後のi昆度 θ 5d. t が得ら れ

る。 6L1t 時間後の値は，下方の図形を右に L1t だけずら

して，同様にして， 6 個の積を得て加えればよい。

火焔の放射の等価気温を第13図とする。ただし，最高

温度に対する比で表わしてある。とれを用いて，境界湿

を計算する。境界の最高温のみを知るが目的なれば，五1・

大値を与えそうなととろから計算をはじめればよい。本

例では，0." の最大値 と，L10隅 の段大値の点が合うとこ

ろから計算をはじめた。

実際の計算は， 第16図のように L10
mの{直を記入した

計算用紙 と，別に 0." を下から上向きに記入した用紙を

準似合lして，両者を計算しようとする n の値の点に固定し

て， 左有相応じる{ 直を乗じて，計算用紙に J己入し，最後

にそれを加えればよい。 第16図に示したのは，n = 21 ｾ乙

71 
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第 15 図

t - → 

2千 3 0  

36 /1. .. ， 

q  

] . [ (  

720 25" ｾｲ＠

n  =  ( t / M) → 

第 17 図

対する計算の1¥[ j i l ( である o n = 2 2の場合の J I. t; I: には，0611 

の記入してある用紙を一段だけ下にずらせば よい。との

ようにして ，n をl順次大さくして計算したものを第17図

に示した。とれは境界の混度を表わす。( 等価気iRLは，

最高 I
O

C として計算してあり， θ仙 c の{ 自は， 102 倍した

ものが記入してある。) これによって， n = 2 7， n L1t =  

32. 4 分で最高温度に達し， ( 放射がM: 大になってからは

24分〕その他は 8 .73 X l 0-
20

C である。等価気温の最大

f砲を， 1，000oC とすれば，とれを来じて. 87. 3

0

C とな

る。 2 ，000oC としても， 175

0

C 程度であるから，著しく

安全といえる。
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節 16 図 境界湿の計算表の例

前uil でも . 木節でも，とのような被ふくを行った= 庁後

の木材の温度は，放射が止った後，あるいは，放射の最

盛期を過まてから，なお著しく温度が上昇するという点

に注意すべきf である。 ( 筆者京都大学工学部教授)

1)  Dus s i nber r e， G.  M.  ， Numer i c al  Anal ys i s  of  H eat  

F l ow ( Mc  Gr a w Hi l l  1949)  

前回 s 伝熱学 m築学大系 8 ｐＮＳＰＹｾＳ Ｑｏ＠

2) m築学便fl P.  1534 

3) 同上 P.  ＱＵＲＵｾ＠ 1526 

4) 同上 P. 1切 3 • 

5) 同上 P.  1510 

6) 同上 P.  1切8
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ヌL と 火 災

火災の原因もいろいろとありますが，電気はi由類とと

もに最も多いものであります。かつては電気を原因 とす

る火災といえば，原因不明の他の原因による火災まです

べて電気と して片付けられたよう に思われたこ とがあり

ますが，火災原因はなんらかの確証がないと 決定さ れな

いもので，なお事後に起る諸問題も考慮さ れますから軽

々しくは取扱われません。

昭和2 5年中の電気消費量はお よそ 126 千万キロワット

で，同3 0年は 185 千万キロワ ットと 増加しています。と

ころが火災事故は同2 5年306件，同3 0年は164件と順次減

少してい ます。使用量が多くなって事故件数が少く なっ

たのはなぜでありましょう か。油類についてみますと，

昭和2 6年の使用量お よそ 11 万キロ 3 ットルで同3 0年は2 4

万キロ D ットノレと増加し，事故件数は同2 6年 184 件，同

3 0年 360 件とと もに増加していま す。他の火災原因も ，

すべて使用量と事故件数とは比例しますが，沼気につい

ては例外となりましたことは，昭和2 5年頃までの国内f青

勢，とくに都会地の疲弊は目を覆う情勢で，工場，事業

場はもち ろん，一般家庭まで荒れはて，電気につい ても

内外線の劣化，施設の老朽，機器具の不良乱用，その他

悪条件下にあった結果といえましょう。漸次国内情勢の

復興 とと もと資材の改善，補修， 器具の改良，使用者の

良識と相まって，事故も次第に少くなってきましたこ と

は大変喜ばしい現象であります。関西m力におきま して

も施設の改善と工事業者の指導需要家の啓蒙運動に一段

カを注いで事故防止の笑績をあげ ておられます。かよう

にして事故件数が減つては参りましたが，しかし他の火

災原因に比較しますと，まだまだ多いこ とは申すまでも

ありません。大阪市の火災件数の 13% ，損害については

18 %の高率を占めています。雨期，台風の李節 と，その

後は屋外配線の事故が続発します。とくに高圧ネオンの

類は風雨に滋され，劣化も 早く ，危険で毎年との与に検

査をします。本年五月実施の結果を見ます と201個所中 ，

不良 123個，改善を要する事項 1. 155 件の多さにあがり

ます。屋外線の故障は隣接数構を隔れたところから出火

することがあります。

電源が開発され，生活文化の向上，生産業の拡大，電

気機器具の増産によって，使用はますます多くなるでし

ょうが，市井にはまだまだ規格外品，不良器具が氾濫し

ています。優秀な資材，良心的な工事，使用者の注怠に

より魔物と称せられる火事，わけても電気はととさら

に，それぞれの立場において事故防止に努めたいもので

す。 ( 大阪市消防局予防課長黒本 勝 夫)
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スプリンクラーとドレンチャー

スプ! ) ; / クラ ーは，屋内の天井または壁に撒水頭( ス

フ・! ) ; / クラー ・ヘ ッド) を設け，とれに給水して， 屋内

の火災に撒水し，消火するものである。作動方法は，自

動と手動に分けられるが，一般にスプ! ) ; / クラ ーと 呼ぶ

ものは自動のも のを指L ていると考えてよいだろう。ヘ

ッドは予めロの開いているものと，その口を可熔金属で

封印しておいて，火熱によって 閉口するものとがある。

可熔金属の可熔温度は室内の各種の作業温度に応じ得る

よう数種の段階に分けて造られている。ヘッドの先端に

は歯車状のデフレクターがあり， [ 羽ロ後噴出 した水がこ

れに当って微粒子 となって撒水される。スプ! ) ; / クラー

を大別すると湿式と乾式の二つとなる。前者は管内に水

が常時はいっており，後者は圧力のある空気がはいって

いる。

湿式は7]( あかがたまったり，凍結する心配がある。そ

うしたおそれのあるところには乾式が使われる。スプ P

Y クラ ーへの給水方法には， 高架水槽または高位貯水池

によるもの，圧力水槽によるもの，消火用ポシプによる

ものなどがあるが，とれらのこ種以上を併用するのがよ

い。特殊のスプ! ) ; / クラ ーには，関口 したヘッドへ可熔

金属に より封印したパルプによって給水操作を行う多孔

式や，ヘッド関口前に感熱器によって予め消火用ポ γ プ

を作動させておくようになっている予備作動式などがあ

る。また特殊のヘッドにはへッド部分のみ乾式になって

いるドライ ・ペシデントタイプや，美観を目的と したブ

ラッ ν ュ・タイプがある。スプ 3 ンクラーの利点は室内

の火災に対し ，自動的に関口 して撒水消火するととろに

あるこ とを忘れてはならない。

ドレンチャーは， 屋外の屋根， 壁，関口部に撒水頭を

設け， 屋外からの火災の延焼を阻止する 装置であ る。撒

水頭は口が開いており，建物の外面全部を均等にずぶぬ

れにするよう配置される。ヘッドの形も建物の外面の形

に応じたものが選ばれる。給水方法はスプ 3 ンク ラーと

同様であるが，手動によって行われる。単に水幕によっ

て火災の延焼を阻止できると考えるのは誤 りであり，建

物の外面の各部分をずぶぬれにするようにすると とが大

切な点である。ドレンチャーは広義にいうスフ" !) ; / クラ

ーに包含されるが，一般には前述したようにドレシチ ャ

ーと スプ P シクラーを分けて呼んでいる。

( 大阪市主主築課監査係長 竹 口 信 夫 )
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国 宝 お よ び 重 要 文 化 財 の 防 火 措 置 の 現 状

日本には現夜約 2 千棟の廷司造物が国宝および霊安文化

財に指定され ているが，この大部分が木造建造物であ

る。木造建造物にとって火災ほど恐ろしいものはなく，

地緩や風水害の場合と違って，その跡には一物も残さず

その損害も大まい。明治30年にわが国に文化財保護のた

めの指定制度が確立されてから今日までに，火災によっ

て消滅した指定建造物は ，258棟( 内 229 糠は戦災) に達

している。ことに戦後に至って，法隆寺，金閣寺，延暦

寺などの霊安な建造物の火災が頻発しているととは，こ

れを残してくれたわわわれの祖先に対してはいうにおよ

ばず，子孫に対しても申しわけないことであり，また世

界のきびしい批判をうけ，文化国家としてとの上もない

恥辱と考えられる。

戦前では，防火施設のために国が補助金を支出した例

は，法隆寺，興福寺，東大寺，教王護国寺など，特別のも

のに限られ，一般には国庫補助修理の際に，その修理授

の鋳金をもって，貯水池，消火器，避雷針などの施設を

附帯工事として認められた程度で，その数も僅かであっ

た。戦後法隆寺の火災を契機として文化財保護法が制定

され，文化財保護委員会でも防災施設の推進を目標のー

っとしており，昭和25年度からは全国的に防災施設のた

めに国庫補助金を支出し， 31年度までに建造物防災のた

めの補助金は 1 億 P 千 7 百万円に達している。また，全

国の国宝，重要文化財所有者，管理者には，その防火態

勢確立のため， 30年度からは毎年 1 月26 日( 法隆寺火災

の日) を文化財防火デーと定め，全国都道府県教育委貝

会と地元消防機関の協力のもとに，文化財を中心とした

防火演習，防火器具の点検，防九恩惣普及講演会，諮習

会の開催などを実施し， 32年 1 月には「国宝および重要

文化財などの防火措置実施心得」を印刷配付して，所有

者，管理者のみならず，一般の人々にも指定文化財の大

切なことを十分に理解し ていただき，その防火に積極的

に協力されるよう要望して いる。

国宝，重要文化財の火災の原因については，戦災を除

けば，失火 5 件，類焼 6 件，放火 5 件，冨火 3 件となっ

ており，放火の多いのは注目される。火災は火の用心だ

けで防止できるものでなく，ある程度の初期防火の器機

設備が必要である。現在，国庫補助の対象となる防火施

設としては，早期発見のための自動火災答報装置，早期

通報のための火災報知機( 消防署直結のもの) ，ナイレ

シ，私設電話，初期消火設備としての貯水枕消火器，

小型ガソ 9/' ポジプ，消火栓， ドレ γ チャー，避冨針，

消防道路などである。現在までに防火施設のやや整って

いるところは法隆寺， 日光，長野善光寺，出雲大社，松

本城，松江城，中尊寺などであるが，また全然防火施設

のないところも多く ，多少の施設があってもその管J l l l . ，

訪Ii 紘が不充分のために実際の役に立たないものもあり ，

早急に防火措置を講ずる必要のあるもの，および防火施

設の国庫補助を要望するものが非常に多い現状にもかか

わらず，これに対する国家予算があまりに少いために苦

労している。

火事はどこから起るかわからない。思いがけないとこ

ろに盲点があるものである。防火は文化財の所有者，管

理者のみにまかせず，般の方々の協力，文化財への愛

護精神，地元消防機関の協力がなければ防ぎきれるもの

ではない。ーたん失われたらとりかえしのつかないとの

国宝重要文化財を，われわれの時代にこれ以上失うこと

のないように皆様とともに努めたい。 ( 32 . 6 . 24)

( 文化財保護委貝会建造物課 大 瀧 正 雄)
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工 事 用 の 電 源

最近は建設工事のすべての方面に機械力を利用すると

とが盛んになり ， とれに良質な電気を供給する工場用動

力設備の果す役割が一段と大きくなってきた。したがっ

て，工事用動力設備の事故，またはとれに関連する尖警

の発生はただちに建設工事全体の工程に大ぎく影響する

から，工事用動力設備の施設および保守については十分

に注意しなくてはならない。

従来，工事用動力設備は一般に軽視されがちで，危険

な粗雑工事が多く見られ，工事用動力設備の保安に対し

てはあまり十分とはいえないのが多かったが，工事用動

力設備といえども一般電気施設と同様その施行，ならび

に保安については，電気関係法令により規定されている

ととろであり，これの遵法が災害防止の根本であること

は当然であるので，との観点から各現場を見て気づいた

点を述べて，災害防止の参考としたい。

1.高圧受電の場合の受電用遮断器の逃断容位の再検

討。 建設工事における受電設備一式は，数次の建設工

事の経歴を持つものが多いが，新しい建設現場に移動す

るとき，新しく受電する回路の遮断容量を調べずに施設

している場合があるのではないだろうか。これが適当で

ないと遮断器の爆発など大事故を起す原因になり，油入

llffi 断摺であれば火災はまぬがれない。新しく逃断器を燐

入するようなとぎには，油の使わない磁気吹消型遮断穏

を考慮したいものである。

2. 短気機器カードを作製。 電気機器の使用前には絶

縁抵抗測定や，ある場合には耐圧試験などでその機器の

良否を調べるべきであるが，実際的には耐圧試験や絶縁

抵抗試験をいちいち行なうことができないし ，測定の結

果をみてもそれだけの値では容易に良否の判断がつきに

くい。そこで機鰭の経歴および点検の結果を記録するカ

ードを作成しておくと，前歴と比較ができて良否の判断

がつきやすく ，機器の不良を早期に発見 し災害を未前に

防止するこ とができる。もちろん移動のたびごとに絶縁

抵抗の測定を行なわなければならないのは当然である。

3.低圧分電盤面の改造。 低圧分電盤( 函) に木製の

ものが大へん多いが，とれは危険であるからつぎの よう

に改造する。 11) 開閉器台と木板の間に厚さ 100mm程度の

石綿板をはさむと と。121厄は多少大きい固に作り，内部

の配線がきうくつにならないようにする。 131開閉掃は カ

ノくー付のものを使用 し， 大型開閉器につい ては， ヒュー

ズ筒付きのものを使用すること。

4. 電気使用の許可制。 電気の使いすぎによる過熱に

起因する事故が非常に多いが，これをなくするため，新

しく電気を使用するときは勝手な配線の接ぎ込みを許さ

ず，許可制とする。

5.沼気技術者の現場常駐。 索人の電気工事をなくす

ることと同時に，電気技術者を現場に常駐せしめて保安

に対し責任をもたすべきである。

6. 接地。 変圧捺の低圧側，および機器の ケースは必

ず接地〈ア ース〉をとるとと。このことは案外忘れられて

いるが，感匂事故などの原因になるから注意を要する 。

7. 過大なヒューズを使用しないとと。 とれは当然の

ととでありながら，なかなかまもられていない場合が多

い。また，変圧器 2 次側ヒューズは変圧苦言の保護のため

につけてあるので，変圧器容量に相当したヒューズがつ

けてあるのが普通であるが，変圧器容E に比して負荷容

抵が小さい場合は，負荷容量に相当したヒューズとし て

はどうか。

8.設備の改善。とれは事業者に望みたいのであるが，

m気施設に関しては電気法規により種々規定されてお り

電気技術者はこの基準により保安の責任を持っているの

であるから， とれらの定: 見について十分に尊重される よ

うお願いしたい。( 関西電力K K建設部電気疎 中島 弘)
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和風建築には H 風

切 りH と称する丸瓦

が この位置にあって

風圧に対抗する役割

をもってい るよう で

あるが，後l投で固め

あるいは建物に緊結

するならば確かに有

効であろう。経験と

実験の示すとこ ろが

よく一致 してい るの

は興味深い。

との他にも建物の形状，配置や地形 との関係から部分

的に危険な場合が種々存在する。微少な風向変動で正圧

と負圧が交互に作用する よう な場合，飛行機の震に似た

構造で桁はづれの揚力が作用する場合など防災上検討す

べき問題は多い。
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建築基準法に示さ れてい る風力係数には 1. 0 より 大き

い値がいくつもでている。し かし これらの値は正圧 と負

圧と が同時に， 1 つの面に作用する場合のものであり ，

なお基準として余裕を もたせてある。こ こ・でいう 1.0 よ

り大きい風力係数 というのは正圧だけ，あるいは負圧だ

けの場合である 。実は正圧だけの場合は最大 1. 0 であっ

て 1. 0 以上になる場合はない。 ところが負庄の場合には

1. 0 より大ぎい値が ，部分的に生ずると とがある。例えば

図に示す ような模型について風力係数を測定した結果務

屋根面の風上に近い線上の風力係数の分布は他の部分に

くらべて大きく ，短大 ー 1 . 7である。また 40

0

の勾配を

もっ切妻屋根では ー 1.4 という値が出ている。 いま切妻

屋根の場合でこの部分に 1m
2

当り 60kg の瓦がおかれて

いるとすると大体 26mj s 程度の風速があれば瓦の重さに

等 しい負圧が作用すると とになる。また陸屋根で瞬間最

大風速 60mj s とい うよ うな場合には， 380kgj m
2

とい う

恐るべき値になる。 瓦など文字通りが木の築の よう に
H

舞

い上 り，ノレーフィ
γ

グなど もはぎ とられる 。

い 風 力 係 数り 大 き1.0 よ

山口ゅうこうレ ジ ス タ ン ス
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地下工法座談会・.. .......
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E 置理軍司園圃. .  

国 ル ー パ ー の 日 射 山 る 遮 蔽 効 果 は ど う し て 検 討 す れ ば よ 山

1  どういう条件で検討するか

従来，庇などの設計には，; Q 至の正午の太陽の高度に

ついて検べればよいと考えられていたらしいが，段近の

ように日 ll i . 1 調節を表看板にしたノレーパーでは，もっ と暑

いこるの不利な条件に対して，合理的な検討をしなけれ

ば意味がない。私案であるが，盛夏の一日を design da y  

として えらび，との日を対象にして検討するのも，簡単

でよ いと思う。

2. どの程度まで遮蔽効果を期待するか

冷房期間中，完全遮蔽できれば，理想的であるが，建

物の方{SJ: によっては，可調式ノレーパーにしても設計に無

理ができやすい。 実際にはわずかの期間は多少の直射を

ゆるし ても，なお相当の遮蔽効果が認められるので，そ

の遮蔽効率の|時刻的変化などをよく l吟l床検討して，著し

い悪影響のないととを確認しておくよう tこすればよい。

とくに機能的に要求されないかぎり ，完全遮蔽の必要も

ないからである。しかし，南面に近い場合の水平ノレーパ

ーのように，そう 無理がなくその目的を迷し得るときは

盛夏には完全遮蔽をのぞみたい。

3  建物の方位がルーパーの効果に，どう影響するか

ari entat i an のノレーパーの形におよぼす彩特は，なかな

か大きいものである。たとえば，一口に西向といっても

北に 20。振った場合 と南に悶じく振った場合 とでは，同

じ ｊｾ の践ノレーパーを用いても，その遮依効果には大へん

なひらきが見られるのであ る。 とのことは， 一般の設計

技術者にそれほどはっきり氾握されていない。方位によ

って ノレーパーの形をどうきめれば よいかは，やはりその

たびごとに， 理論的に検討して見ないとわからない。 設

計を急ぐあまりに，検討の労を惜んではならない。

4  どういう方法で，遮蔽効果を しら べるか

太陽の位置の変化を知ることが先決である。次頁の図

は，任意の方位の窓商に立って太陽の方向を指さした と

きに，左の高い所から真正面を通っ て右の低い方へと，

時刻j の進むにつれて指示方向が変っていくのを表してい

る。 図は西向きを主にしてあるが， 東向きはとれと左右

対称 となるので略した。との凶をZ去に して誘導さ れた数

種の図を用いて， ノレーパーの効果の検討ができる。

i  ) 完全遮蔽の場合

a.  水平ノレーパーの 場 合 ( 図1) ノレーパー羽根の 111 d  

に対して，羽J哉の間隔 h を知ることができる。

b.  !i妥ノレーパーの 場 合 ( 図 2) ノレーパー羽根の巾 d

に対 して， 羽根の間隔 b を求めることがでさる。

c  格子型ノレーパー の 場 合 ( 図 3)  格子の奥行 d に

対 し，格子の縦績の間隔 b と h を求めると とができる。
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図 1 完全ｪｊ￟ 敵水平 ノレ ー パーの羽ｪｊ［Ａ間隔と保護 ｦｾ ( 1盛夏)
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図 3 完 全逓蔽 絡子型ルーパーの羽鹿間隔 ( 盛 夏)
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4ヰ

- ( X l  

図 4 各方位の窓面11 : 対する太闘の位置( 盛夏。 7月幻目。 ψ ｾ ＳＵ ＧＩ＠

太闘の荷主 Ｅ ｾ ｴ｡ｮ＠ ( A - "，)  ，太陽の方向 )' = sec ( A - "，) t a n"  

図中の災総は太腕の径路，点線は l時刻を示す。

ii ) 完全遮蔽でない場合

一部の直射をゆるす場合には，遮蔽効果が充分である

かどうかを吟味しておく必要がある。それにはまず，任

意の方位の観測点からの太陽の高さ y の変化 と太陽の方

向x の変化とを見出し得る 図表5・8を準備して おく。

O .  水平ノレーパーの場合( 図的

ノレーパーの羽根の内端に観測点をおいて，上の羽織の

突端を見上げた方向から，水平方向までの範囲を検討す

る。 図 6の左の部分はノレーパーの断面図であり ，中央の

竪の基線から右の展開図には，図 5から該当方位の曲総

をひきうつして描いてある。右の図から午後 5 時の太陽

の高さがわかり，左の断面図で上の羽根で遮蔽される部

分と直射をうける部分 との比が判定されている。この遮

蔽率をあらわす目盛りを右の図に導入すれば，遮蔽効果

の時刻j 的変化が求められる。観測基準面の設定には，観

測点からの距離を 図 5 の uni t 1 ' 1 : . 合せるととに注意する 。

ノレーパーの厚さの影響も見のがさないようにされたい。

羽根が傾斜した場合は同図の下の方に示されている。

4  

11 12 

3  

4- S  
遮蔽率の目盛りのゼロの点が，傾斜の角度に応じて，ず

っと下がるところに，傾斜の効果がよくあらわれてい

る。

凶 5 各方位の窓面 11 : 対する太闘の高 きy の時釦l的t : 1じ

( 盛夏 7月23[1 ， '1' = 35') 
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図 6

水平J レー パー

によ る遮蔽率

を求める方法

b.  竪ノレーパーの場合( 図7)

J  レーパーの羽械の内端に観測点をとり，隣りの羽根の

突端をかすめて見た方向から，垂直方向までの範囲を検

討する。 竪ノレーパーでは，羽根の両側面について吟味す

るので，二例で一品[l の図表が必要となる。 図 7の下の部

分はノレーパーの水平断面図であり，U ; 線から上の基準簡

の展開図には，図 8から曲線がひ きうつして ある。羽根

が傾斜しない場合は，二速の図表のひろがりや目盛りが

左右対称となるので，曲線だけ折返しておけば，一方の

図だけで間に合う。羽根が傾斜する場合には，との折返

しがきかない。それは羽織厚のせいで観測点の位置がズ

レて，羽板と基準面とのクリアラッスに相違ができ. 左

右の図のひろがりが一致しないからである。 ¥ 

¥ 
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c .  絡子型ノレーパーの勘合( 図9)

この場合は図式だけで解けないので ，計算を併用する 。

観測点を絡子粋の内仮，IJ の下|偶にとり unit の距縦にあ

る対向基準面上に， 図 4の太陽の径路の l曲線をひきうっ

す。 図 9の左下の図がそれで，格子の奥行 d を uni t に

合せた格子粋の正面の形が描かれている。ある時刻j の太

陽の位置がをまれば，図のように陰影の部分と日のあた

る部分とに分けられる。陰影部の面積から，遮蔽E容の計

算が次式でできる。

遮蔽$ : / = 1ー Cb' - x) ( h' - y) j B 'H'  

b' = bj d， h' = hj d， B'  = B j d， H'  = H j d  

こうして求めた遮蔽率の 11寺刻的変化を示すと，図の右

のようになる。遮蔽率がわかれば， I時刻別の日射立に乗

じて，各時ｾＱｊの遮蔽熱 ｅ が求められる。これをも Ｇｪ ｴ［ＡＺして

終日日射置に対する比を出せば，検討日の遮蔽効果の評

価が正しく行われる。

5.  方位の測 り方に間違いはないか

磁石は正しい北の方向を指していなし、。 mogneti c no山

は，地域的にも偏差が実に大きく，また年々少しづっ変

化している。区]10に示したのは， 1950年の観測{ 胞に基い

て拙かれた偏差の分布図であるが，本土では， 5

0

........9

0

の

範囲で，磁$1 の示す北は丙に偏って振れている。南を桁

すときは，逆に束へ偏って振れるのである。日! 照計四に

対して， この偏差ーは無制できないと忠われるから，注意

を要する。

なお，ノレーパーの問題l乙関して，木誌、 7 月号ならびに

建築学会論文報 告 集 ｾｾ ＳＷ ｇ に筆者の小論が出ているの

で，併せてよんでいただければ幸いである。

0957- 8 関西設備原論研 究 会 関 原 猛 犬 )

者 Ｔ 子型 ル ーパーのｾ蔽率を求める方法

【

虐

晶

辛

】

4

4

写S

手b

図 9

木土内の地磁気の偏角分布 ( 950)図 10

|豆|

室，使;11，府民の換気は どうしたらよいか" の計算伊tl 11: rm泣い

がありましたので訂正します。P. 71，図1の ( 討に示した撒勾

5月号設備原ぬ Q. A ⑤ “ コ アープラ ンにおける浴

筒m前iのjlI 抗係数 2. 0 とあ るのは誤りで 2. 5 とする 。

P. 73 左側下から 3 行F1 ｾ の 計算はｾり で 次 の よ う になる 。
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厚 さ |標準ナイス・|重量( 枚) 帥( 枚〉

3尺 X 6尺 6. 0kg ￥ 390 

1. 3分 ( 4務)

4尺 X 8尺 10.7kg ￥ 850 

3尺 X 6尺 7. 7kg ￥ 620 

1. 5分 ( 5  ';%';) 

4 尺 X 8尺 13.5kg ￥ 990 

3尺 X 6尺 10. 5kg ￥ 800 

2.0分 (6.5ヌ)

4 尺 x 8尺 18. 5kg ￥1.3∞ 

.，.，四

台装

硬質繊維板( ハードボード)

日本レイヨン株式会社
製造元
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特 別 記 事 資 料 1

貸 事 務 所 と 駐 車 場 施 設 に つ い て

Z J RF建 主 主 芸 合 同 法 規 委 員 会

1 序

大阪駅前の第一生命ヒツレ (12階〕の建築許可に関述し

て， 貸ヒソレの駐I [ r . 場施設が問題 となり，それが法令によ

る大規模建物の駐車施設i]ffi ll i l ! へと発展する気運になった

ので，これが要，不安，適，不適を研究するため， 1昭和

29年 8 月頃から法規委貝会の研究課題となった。

その後昭和30年 8 月には大阪府建築士会の建築基準法

委員会 と合同でとの問題の解明を行うこととなり，府

交通ー諜施設係の御協力を得て II?!羽131年末一応の紡論を

得た。ととにその大要を報 告 し， 大 方の 御 担 ｮｾｊ 御叱正を

お願いする次第である。

2.  都市の交通状態 と駐車場事情

都会地へ人口が集中する傾向がli 災前にもまして急激と

なりつつあ るのと同時に，自動車生産工業の目覚しい発

達とによって，大都市都心部の既成道路は 自家用自動車

・タク ν ー ・トラ ック ・パスで道路上を埋めつく し，す

でに飽和状態を上廻る有様であって，交通は行さづまり

となって しまった ともいえる現状である。との現状にお

いて さらに各所の路傍に自動車が放内されてあって， 之

が更に交通の妨害 となって，いよいよ 交通を混乱させて

いる。この路上の自動車の駐車をいかに取扱うかは，市

街地の交通の問題として大きく取上げねばならない と考

えられる。

まず都市の都心部の自動* の実状を調査する と， 第 1

表の自動車の登録台数から推定して. 昭和35年には昭和1

30年の約 3.3 f告にまで膨脹することになり，一交叉点の

平均交通量については同じく約 4.2倍 とわずか 5 カ年後

には驚くべき数昆の増加とな る。とれは第 2衰の過去 7

カ年間のあらゆる交通量の増減表と比較しても明かなと

おりで， 電車 ・その他の諸* が減少する ととに反して，

自動車 ・自転車の増加の率が極端である点から も推察で

きる 。そしてこれらの交通日を限宮するものに勝上駐車

があり，とくに自家用車を数多 く持つ大きな ヒソレ建築の

周辺の路上ではー府はげしくなって交通地獄とまでいわ

れる現象を呈するとととなる。

今 ピノレ内にある商社の自家用車の保有の状況ならびに

その駐市施設の状憾と路上に放置さ れているIIi: 数 とを調

査すると 第 3表のとおりである。

第 1 表

自動車主主録台数

年 度 ｾ E  1  a  1  ｾ＠ 1  a  1  ｾ＠ 1  ｾ＠
自 動 111数 11 24，480 131， 73 

指
数 11 100 1  m 1  185 1  251 1  333 1 叩

家用扱j自[j I勤自R  

言 通 ｾ 11 /  1  1，臼812，a5 1  3，447 1ω5 1ω3 

主型 ｾ ｉｉ /  11，467 11，54811，714 11，9511乙 悶

計 11 /  1ω51ω3 1  5，161 1日部 | 叩 6

指
数 11 /  1  100 1  128 1  172 1  198  L  24 

自勤率推定登鍛台数

年 皮 1 初 1 3幻1 1  3匁2 1  3お3 1  3鈎4 1  3お5  

白 動 車 数 11い|同幻即ω，3品訓刈3お組叫8創刊11105肌，

数 11 1瑚∞ |  問 |  即 |  初加71  加 1  329 

自動耳車主 1 ;交交さ点分平均交通E

年度 ｾ E  1  a  1  v  1  a  1  ｾ＠ 1  ｾ＠

r きF Z || 6判 9，捌| 山 路1!4，肌121， 吋 2ω8

指 数 11 100 1 凶 1 196 1 238 1 ω1 1  423 

自動車 1 交さ点推定交通立

年度 ｾ ｾ＠ 1  n  1  ｾ＠ 1  a  1  ｾ＠ I  s  

ます噌 11 26，2381  35，1沼147.1111  61叫 82 倒 1110，明

指数 ｾ 1∞1 四 1 179 1  235 1  315 1 422 I  

81 



貸事務所と駐車場施設

第 2 表 ( 1  ) 年 度 別 増 減 表

凡 例

I  I  !  
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:  
/  

I  I  i  

ノ

ノ

， 
.  ， 

電 包 包 T 歩

む句

/  

<f> 

削 船 f f寺
/  

/  

具 申 車 普 右

/  

/  

f  

/  

50σ 

/  

/  

ノ

/  

/  

/  

/  

doo /  

/  

( 註)

/  

/  

/  

各てし 本表図

ｾケ / 一

ー一一一ー

年探 間は 3 0 0  

ノ;
/  

ｾ＠の，j l l
/  

五逝交t ニ十四

f  

〆

の 年
/  

f数習 一の

/  

/  

200 
/  

を 交

線山lよζ 均平点主

ι  /  

-... ・'7 ' "  

ー.  ーーーー司 ‘' ー ー

t /  ，' /  

:昆り の

一ー 一 一- - - - - -

----

す。 迎五交t  100 
-- -- - 一F ー. -

. ・P 一『 ーー ・ ・・

を ~ーーよも二よ二

。
。
と

- ; - ; ----_之と|
24 25 26 27 28 29 30 

指総郷l 交賓交き館点通所平数五数均t  

35 .939 39. 143 37. 867 50. 765 52. 789 51. 620 51. 856 

沼
44 52 52 69 59 72 72 

817 753 728 736 765 717  720 

100 92 89 90 94 88 88 

数制指1 交:r交tき筒点通所平位均数数

188. 756 359. 695 538.213  996. 801 1. 243. 268 2. 204. 019  

自 動 車

48 58 58 82 84 84 

3. 932 6. 202 9. 280 12. 156 14. 801  21. 167 26. 238 

100 158 236 309 376 日8 667 

調総指1 交T交fき箇点通所平量数数均

200.454 569.475 612. 720 902. 254 1. 135. 925 1. 164. 339 

自 転 車
49 57 56 84 84 84 

4. 091 9. 991 10. 941  13. 824 10.741  13.523 13. 861  

100 244 267 388 263 331  339 

そ の イ 也

総測指1 交在交主筒点通所平 5数数均1  

23. 旬。 45.031 40. 277 47. 926 33. 034 29.826 29. 480 

49 58 58 82 84 84 84 

の 緒 111
480 776 694 584 393 355 351  

100 162  145  122 82 74  73 

総澗指1 交査交き箇点通所平 f数数均il 

1. 615. 710 2. 151，658 2.454.941  2. 499. 823 2. 222. 474 2. 508. 535 I  2. 736. 311 

歩 行 者
49 58 58 81  82 82 82 

32. 974 37. 098 42. 367 30. 862 27.103 33. 370 

100 113  128  94 82 101 

82 



貸事務所と駐車場施設

第 2 表 ( 2  ) 交 通 量 調 査 車 種 別 l順 位 表 ( 昭和30年 9月)

種 別 | 乗 用 自 動 車 | 貨 物 自 動 車 | 軽 自 動 車 | 自 転 車 | その他の絡事

制 査 担 泊 所
一 一| 通 行 訓 |馴 | 通 行 s I順位 | 通 行 怨 |順位 | 通 行 岱 |順位 | 通 行 公 | 順位

北区堂ピル前( 御: hl : 筋) 24.339 1  7.805 3  5. 510 6  12. 540 2  138 

東区平野町2丁目附近( 喫筋) 12.469 2  2.924 27 2. 717 26 2.858 28 21  31  

南区末吉締交さ点rtl 方100米( 松 4.830 12  6.813 5  7. 768 11. 960 3  56 22 

屋町筋)

西区肥後備交主点陶方3∞米( 南北線)
9.622 3  4.667 19  3. 408 17  4. 411 18  214 

東区北浜3丁目附( 天近マ
9.248  2. 666 29 2. 377 

、川口線)

28 120  32 17 32  

南区日本俄1丁目交さ点東方( 高1∞f幹米線)
6. 599 1. 913 31  2. 883 23 4.368 19 66 17  

港区市岡元町2丁(目大
3. 133  17 4.941  17  

阪港線)

2. 782 25 4.035 24 39 28 

都島区東野田6丁目省線ガ ー( 住ドの下辺東、方大10阪0米総)
3.720 14  4. 845 18 3. 695 15  3.785 25 63 21  

旭区今市町交さ点東方100米( 国
2. 594 22 4.470  21  

道w線)

3. 401 18 6.966 105  9  

東成区大今塑巡査派出所P付(枚近岡街道)
2. 880 18  5.336 14 6. 309 12. 954 66 17  

天王寺区上本町4丁目附近(上町線)
6.346 9  3. 443  23 5.458 

7. 879 83  13  

住吉区ハ リマ町交さ点南方(大50米阪
2.828 20  5. 699 11 

相 Ｑ ＡＱｴ Ｑ ｾ 淫線Ｉ
4. 842 11 6.088 14  66 17  

西成区千本通商野総ガード下国道
3.711 15  7. 171 3. 964 14 4.169 22 86 12  

Ｈ ｬＧ￯ｩｬ ｩｬｬＲＶ ｾ 総 Ｉ

東住吉区平野大通平野将西( 方国道切米25号線)
1. 978 28 5. 442 13  4. 222 13  6. 594 12  69 16  

東淀川区十三西之町3宮路南(大方阪
7.認 8 6  10. 843 2  

福知山総)

7. 885 9. 999 5  31  29 

東淀川区長柄僑北詰双方50( 米大阪(高高槻槻京街道郡線) )  
2. 070  26 6. 609 6  3.164 21  5.052 17  70  15  

西淀川区野恩町交き点西方( 1国00道米2  
4. 466 13  11. 999 

号線}

5. 347 6.610 11 103  10 

東区内本町崎西諸(本
7.510  5  5.662 12 4. 305 12  6. 814 10  41  27 

町左I!J 道線)

天王寺区下味ffi l交受点南方( 都50米品
2. 842 19  4. 175 22 

阿倍野線)

5. 529 5  7. 027 8  49 24 

南区長姻情交さ点西方100.米( 九 5.204 
11 6. 222 5. 100 

条、深江線)

10  5. 261  16 165 3  

西区白担割高交主点南方100米( 桜j
1. 894 29 5. 101  15 

11、中之島)

1. 746 30 2. 315  30 75  14  

浪迷区桜J I12丁目交さ点西方( 難10波0米、桜
3.571 16  5.019  16  

川線)

2. 955 22 5.626 15  55 23  

浪速区息災須町交さ点東方( 大50米国町
2.326 24 4. 658 20 

寺田町線)

3.517 16  6.408 13  25 30  

福島区玉川町3丁(目桜附川近、
2. ω4 21  5. 903 10  

住吉線)

2. 407 27 3. 348 26 118  7  

阿倍野区近鉄前交さ点西方(1尼00崎米、 5. ω7 10  2.770  28 

平野自)

3.361  19  4.315 21  189 2  

大正区三軒家交主点南方50( 米大迎 2. 577 23 6. 203  8  

崎線)

2. 827 24 4.169 22 157 4  

北区大融寺町附近Ｈｾ＠ 6. 375  8  3. 369 25 

じ野線)

3.275 20 4. 329 20 112  8  

生野区大池縮交さ点西方10( 0懲米波 2. 095 25 3. 70 24 

、足代線)

5. 417 8  10.979 95 11 

大淀区中i-l l 南通2丁目附近 982 32 3.248 26 

( 北大阪線)

1. 434 31 2.173 31  43 26 

此花区四賞品大通2丁目交(き福点島西、方桜50山米岱)
1. 121  31  1. 963  30 868 32 2. 729 29 47 25 

東住吉区田辺本通6丁目附近( 大 1. 464 32 1， 850 

阪、環状線)

29 2. 964 27  126  6  

戚東区南中浜3丁目緑摘附( 森近Jj 6.087 9  7. 071 

、路、大和川線)

3  9.686 6  65 20 
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貸事務所と駐車場施設

第 2 表 ( 3  )  年 度 別 比 較 表 白!fj)JTI( ( 名交さ点統計を以て示す)

ムは減を示す

ミミょこ』

年 度 llU
24 年 度 29 年 度 30 年 度

29年度 IC対 す る

ｾ と 通 行 日 通 行 位 通 行 lit

m 減 |比 率 |比 事交 叉 点 名 l!'l 減

天 目前 焔 2. 992 22. 039 22. 959 19. 967 767 920 104 

J.i{ 阪 耳I 口 2. 051 13. 838 17. 卯4 15. 853 873 4. 係6 129 

天 事l' t高 5.358 28. 863 35. 311 
29. 953 659 

6. 448 118 

北 浜 2  丁 目 4. 593 23. 切6 25. 347 
20. 754 552 

1. 841 108  

1証 E量 t品 9.510 48. 001 49. 350 
39. 島10 518 

1. 349 
103 

重車 ;<ι 官 lif 之 町 9. 924 15. 391 5. 467 155  

よ.!j 4品 町 3. 169 21. 243 27. 998 
24. 829 885 

6. 755 132 

内 本 町 2  丁 目 5.701 34. 032 41.187  
35. 486 721 

7. 155 121 

本 田J 2  丁 自 5. 181 
28. 948 36. 1幻

30. 942 699 
7. 175 125 

本 町 4  了 日 9.ω 7  
48. 351 61. 938 

52. 331 644 
13. 587 

128 

肥 後 総 4. ω3 21. 683 29. 329 
24. 426 599 

7.646 
135 

江 戸 掘 北 通 4 丁 目 17. 112 18.726 1. 614 
109 

昭
車l 1富 2. ωl  17. 話。 22. 880 

20. 279 881 
5. 520 

132 

)11 口 町 15. 811 20. 082 4. 271 
126 

{ヨ ｾＺｬ＠ 名古 4. 843 21. 432 29. 817 
24. 975 617 

8. 385 
139 

l吋 的 t時 2. 440 17. 468 19. 711 
17. 271 809 

2. 243 
112 

凶
、';J

総 3. 480 16. 770 25. 8切
22. 370 743 

9. 080 
153 

臼 ｾ＠ 総 17. 663 21. 209 3. 546 
120 

本 問 1  丁 自
.. 

15. 324 19. 244 3. 920 
125 

J.li 

'" 

14. 993 17. 934  
2. 943 120 

末 →ι i  編 4. 527 30.638 42. 783 
38. 256 945 12. 145 139 

長 説11 tm 2. 838  26. 694 33. 264 
30. 426 1. 172 6. 570 124 

事t t品 44. 049 50. 931 
6. 882 111 

IJ  木 協 1  了 口 3. 309 22. 395 26. 297 
22. 988 798 3.ω 2  117 

費 量 波 新 地 3 番 丁 38.502 41. 984 
3. 482 109 

費tt illl ロ タ 33. 454 42. 525 
9. 071 127 

ｾ＠ 政 駅 Il H  1. 373 11. 623 13. 228 
11. 855 966 1.印5 114 

[( J< !)'j 町 1. 730 16. 829 24. 208 
22. 478 1. 399 7. 379 149 

日 本 崎 3  丁 回 1. 614 18. 880 27 .987 
26. 373 1. 734 9. 107 148 

色健
日J 2. 845 16. 035 

32. 978 
30.133 1. 159 16. 943 2由6

阪 ilt 14. 781 
16. 969 

2. 188 114 

元 町 ロ

"  

25. 401 
29.476 

4. 075 116 

fi< 

'" 

2  丁 日 2. 017 17. 372 21. 433 
19. 416 1. 063 4. 061 124 

1当 I瓜 m 11. 212 
10. 589 

6 623 6  94 

大
凶 町J 5.651 29. 793 

37. 891 
32. 240 672 8. 098 127 

|阪 J主主 llH 7. 878 37. 269 
52.256 

44. 378 664 14. 987 140 

阪 事l' 自日 5. 659 30. 229 
40. 7伺

35. 131  709 10. 561 113  

天 事l' t品 筋 6 丁 目 2. 931 18. 686 
22. 424 

19. 493 760 3. 738 119  

悶 Ａｉｾ＠ 19. 007 30. 707 
11. 7ω 158 

rtl 主主 W]  4. 814 28. 462 
35. 056 

30. 242 729 6.594 123 

ｾ＠ 山、 町 16. 090 
18. 575 

2.485 116  

t五 f日 6. 767 31. 597 
37. 787 

31. 020 557 6. 1ω 119  

初 出 新 道 10. 695 45. 453 58. 916 48. 221 550 13. 463 130 
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貸事務所と駐車場施設

第 2 表 ( 3  )  年 度 別 比 較 表 自動車 ( 各交叉点統計を以て示す) 一統一

ミ ミ ミ ケ E 一一一 年 度 llU
24 年 度 29 年 度 30 年 度

、--------ごこ

29年度IC対 す る

通 行 hl 通 行 以 通 行 五I

交 叉 点 名
憎 減 | 比 車 耳3 減 l比 事

野 問 阪
事l' nu 4. 436 

23. 123 21. 627 17. 191 489 /'; 1. 496  /'; 94 

福 l斗 酋 通 5. 168 
27. 193 30. お3 25. 215 581 3. 1ω 110 

玉 JII 町 4  丁 自 2. 095 
15. 599 19.226 16.318 915 3. 667 123 

十 ー 3  さ 路 2. 908 
19. 227 22. 081 19. 173 759 2.854 115 

都 白 木 通 3  丁 目 2. 596 
15.137 15. 324 12. 728 お8 187 101 

東 野 回 4  了 日 3. 213  
19. 188 23. 349 20.136 727 4. 161  121  

大 正 t時 1. 950 
17. 046 18. 189 16. 239 935 1. 143 107 

軒 吉正 2. 3ω 
16. 891 18. 196 15. 836 772 1. 305 108 

林 町
8.450 8. 430 d  20 /'; 99 .8  

大 述 織 694 
5. 236 6. 313 5. 619 908 1.077 120 

近 鉄 sU 4. 294 
24. お6 30. 055 ｾＵＮ＠ 781 704 5. 689 123 

阿 倍 野 斉 品占 nu 3. 492 
18. 829  27. 927 24. 430 796 9. 098 148 

揺 肥 町 6. 825 
12. 583 15. 219 8. 394 223 2. 836 120 

上 本 町 2  丁 目 3.399 
26. 603 27. 565 14. 166 810 962 104 

上 本 町 6  丁 目 3. 893 
25. 732 32. 981  29. 088 849 7. 249 128 

下 寺 町 4.673 30.印9 36. 213 31. 540 758 5. ω4 115 

下 味 原
22. 219 23. 436 1. 217 105  

寺 国 町 2. 828 17. ω4 20. 014 17. 186 708 2.410 113 

玉 逃 1. 965 22. 025 28. 346 26. 381  1. 442  6.321 128 

天 王 寺 西 ドリ 自白
3.571 23. 597 26. 091 22. 520  730 2.494 110 

天 王 寺 公 園 北 口
17.592 23. 996 6. 404 136 

E事 山 通 3  了 目
14. 1Q7  16.846 2. 649 119 

同 {自 野 t局 3. 639 23. 266 26. 925 23. 286 742 3. 659 115  

大 池 t品 14. 538 21.136 6. 698 145  

今 ! I ! ロ 11 
33.794 44. 358 10. お4 131 

総 舗
15.816  21. 751 5. 953 138 

1も 園 町
23. 911 35. 985 12. 074 ] 50 

凶 条 ロ タ リ
26. 958 34.127 7. 169 127 

¥v 町
16.272 24.370 8. 098 149 

riN 主主 町 4  丁 自
18. 734 26. 919 8.195 144 

4毎 路 1  丁 自 11. 918 18. 738 6. 820 157 

今 市 町
10. 889 11. 420 531 106 

<1'  
3  き 路 19. 201  22. 881  3. 680 119 

十 三 階 結 ロ ー タ リ ー
20.614  23. 383 2. 769 113 

大 仁 木 町 3  丁 目 10. 617  11. 927 1. 310 112  

野 :且 21. 834 26.934 5. 100 123 

四 貫 仏 大 通 3 丁 目 5. 043 5. 559 516 110 

タ 凪 態 8.684 8.973 289 104 

浜 lコ II lJ 2  T  同 11. 761  12.937 1. 168 110 

上 {:!; 吉 町 8. 180 9. 635  1.455 117  

ｾｌ＠ 全 町 14. 1ω 16. 引) ( } 2. 740 119  

{ i  :l t  188. 756 1. 778. 014 2.204. 019 426.005 124 

l j 9加: t ¥' d 査 場 所 を 除 く 1. 399. 026 1. 210. 270 741  
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娃敵地 ￞ｾ 放地4五

北 浜 野 村 ピ ノ レ | 京 区 北 浜1丁目6

神戸土地建物大阪i j _l必所 |  点区辺修町4丁目 2J

平和不動産 ( 大i l i Eピノレ) I  烈区北浜2丁目l

住 友 ピ ノレ | 保 区北浜5丁目22

住 友 生 命 ピ ノ レ | 京 区 安 土 町4丁目19

中 央 ピ ル | 京 区 大川町23

高 覧 舗 町 村 ピ ノレ| 東区高島編2丁目9

日産生命館 ( 日東ヒリレ) I  東区北浜2丁目90

北 浜 ピ ノレ| 東区北浜2丁目80

ト ヤ マ ピ ノレ| 磁区安土町2丁目 12

福 武 ピ ノレ| 東区南本町2丁目 40

日 生 ピ ル | 東区今僑4丁目 7

大 和 ピ ノレ| 東区南久太郎町4の25

富 士 火 災 泌 上 ピ ル I rN区末吉備通2丁目 34

心 斉 摘 ピ ノレ| 南区般谷町西之町3

長 姻 ピ ル I I輔区長姻儲泌1丁目

大 和 銀 行 船 場 ピ ル | 南区末吉崎通4丁 目48. 49.

新 織 ピ ル I r制区末吉橋通4丁目 16

有 限 会 社 以 尾 ピ ル ! 大正区大正通1丁目 25

航 空 ピ ル | 北 区 角 田 町33

第 一 生 命 ピ ル | 北区梅田町2

新 阪 神 ピ ノレ | 北区将軍田町47

越 経 ビ ル | 北区御岡町27

阪 神 ピ ル | 北区梅田町l

大 阪 会 館 ｬ 北区白ｾ崎上 Ｔ 丁白 ＴＸ

鋭 江 ピ ル ｬ 北区凶ｾ崎上 Ｔ 丁目 ＴＳ

同 事i ピ ル | 北 区 割1"児町61

三 労 不 動 産 ピ ル | 北区中之l込3丁目 5

朝 日 ピ ル デ イ J グ | 北 区 中 之 島3丁目3

藤 悶 ピ ル | 北区堂島北町20

宇 治 m ピ ル | 北区梅ケ伎町164

淀 屋 総 ピ ル l 北区中之l斗1丁目 34

江 商 ピ ル | 北区中之島2丁目 25

堂 偽 ピ ル | 北区絹笠町50

大 阪 ピ ル 北区宗込町1

大 1.;1 ピ ノレ 同区土佐姻1丁同 l

阿 波 晶l ピ ル ー幽区阿波細通1丁目 49

近 畿 ヒ ル 凶区市姻江通1了白 33

八 輔 製 鉄 ピ ル 西区制帰通1丁目 10

郵 船 ピ ル | 西区川口町26

日 本 火 災 海 上 保 険 ピ ル |  西区江戸姻上通1丁目 5
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第 3 表 ビ ル 駐 車 施 設 一 覧 表 ー続ー

自家J nIl! を持つ商社

駐 車
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貸事務所と駐車場施設

第 4 表 有 料 駐 車 場 調 査 表 (31年 3月〉

名 弥 | 所 在 地 | 麟 2 l z d l収容飽力 121官2!?li |営業時間 | 利 川 状 況 | 附 近 の 状 況

第一生命車ピル
北区侮図町2 中島叉十郎

長 夜 通 山 ∞ 円
ntr 8. 30 il 100%  

利断用度品高数〈収容不品位飽で

駐 掛

有蓋 154坪 33台 聞のみ

後 5. 30 夜 60%  

る。口 1日5日

月 7. ωo円
周辺駐車殆んど皆無

7.  ｲｾ＠ )レ

北区堂島北町43 鹿野在庫三

喜美濃
20台

1時間 50円 自日 9.00 主主 15%  附近道路上1 1 : 1世在して

モーター プール
1 日 650同 後 8.00 夜 10%  駐車車両がある

立砧ガレージ

北区: w: 尚北町12 江 崎 正 ニ

有益 14SJjf.
33台

1 日 大小 幻20O0円P: I  

終 日

100%  附近1<: 駐車部両をあま

株式会社 露天 20坪 大7.000円
月極止で利月1 り見受けられない

1 月 小5.∞0円

制 H
北区中之島2丁目 25

朝日ピJ レ 1時間 50円 niJ 9. ∞ 
月臨極時め 17台

ピ11-'17 用間件のある 111定両

モーター7 - }レ ｾ式会社
fs天 50蝉 37台

1 月 4.∞0円 後 7. ∞

利用 1日 が 短 時 で は あ る が

平均5台 54% 則 的1<: 駐車している

大 阪 ! [ 1 kll 東区勝物町4丁目 55 佐 勝 裕 有益 350呼
切台

1 日 未 300P: 1

200円

終 iJ( 

自家用月 ω間

Ｕｏｾ 台 附近駐車殆ん どな い

昼15%夜85%

船 4詰
* 区北久太郎町2丁目 似 高 崎 敏 三

有望ま 40坪 大型 9台 1 月 大6. 000円 後str 9. 00 
EE主4  

2%  
1司

モータープール 露天 70Jjf. 、型10台 小4. 000円 7.00 8%  

パ 旦 セ ン タ ー 東区内本町2丁目 49
大阪交市

有銘益天 64100坪坪

大型パス

1時1m 50円

niJ 6.30 昼 80%  
1，;) 

通局 20台 後 0. 40 夜 20%  

」 じ ニ 述 友 会 東区北浜2丁目 26 尾形自1t;Jl s  有露望天ｾ＠ 50坪 大型初台
月 大4. 0∞円

niJ 8.00 E  40%  
同

240坪
1  )'J ｾ Ｑ ｾ ＳＺ ∞ Ｐ 円 後 5. 00 夜 なし

大中8. 000 円円

センタ ー

東区瓦町1丁目 3 白山丘太郎
有望ｾ 80坪

大型12台

1 月 7. 500
終 日

昼 10%  
同

モーター プール OiS天 330坪 小7. 000円
夜 9%  

昼300円夜印O円

北 浜

露天り( ヨ シ 大 2∞円
自白 9.00  

モータープール

- *区北浜2丁目 23 木 村 荷 男 ズ践 )  大型10台
1 日 小 1切円

後 5.00

昼 40%  同

1∞坪 1 月 各4. ∞0内

野村局町
東区島町2丁目 9

野村刻l設K K  
有益 80坪 大型13台

年間1台同 m
白 由

主K ! U 公々社

同

ガレ- : ，}
数日J l I l 寂度無 が利川1

1時時間泊間 100円

J U斉摘
南区安蛍寺絡通3の6 佐渡砧好子

有益 36坪

14台
11 時 m 印5O0円円

ntr 7.00 1日平均 附近は商筋，会社があ

モークープ-}レ
露天 36即

月1昼極夜 B，8O0000円円

後 10. 00 大5 小5 り所有 者は 自家1<: 収容

新モー婦タープール

南区末吉矯通4の20 岩 崎 磁 ー 有露益天 18807坪Jjf. 30台 同 上 終 日 同 上

昼 間は辺塁上 ｉ ＼Ｚｾｴｲｬｬ し
てゐ るが 聞 は 絡納

妹モ式ー会タ社ー心プ斉ー樋ル
南区鰻谷仲之町24 正母 鉄太郎 有露蓋天 635抑坪 15台 同 上

前後 9. ∞ 
1日平均

同 上

6. 00 大4 ;J、3

三共工業自動株式車会社
南区銀谷f中之町33 長谷川栄一

有露益天 130Jjf. 27台 l司 上

前 7 ∞ 1日平均

道路上 の駐車がｾい
70坪 後 12. 00 大10 小7

o  s ガ レ ー ジ Itl T( !l!IJ' J水町41 松永: J J . 夫 20台
後前 7. 00 

大 10  
商り広，会道社路. ｾＱ 宇駐 があ
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第 5 表 延坪に対する自家用車及び外来自家用車数並にその使用に対する平均値
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第 3表から j歪内屋外の駐司王施設に収容されている台数

は 393 台でありその駐車面献は 3. 215 坪を占めている。

この 3 .215 坪は建物延坪 121. 388 坪に対して 2 .6 %1乙相

当しており，常11寺道路上を使用しているいわゆる路上駐

車は 499 台でその面秘は 1. 506 坪となり，建物の延坪に

対して 1.2 % を占めている。この現状に対して，府笹川

畑氏の調査による今後の自家用車の増加数は1カ年 1.390

台( 陸連事務所の発表によれば 2 .000 台である) 0  10年

後には現在の 372 %となって， 9. 350 坪の駐車場施設の

面積が必要となり ，さらに 15年後には. 12 .300t' l ' .という

大量の商務が必要になってくる。

ひるがえって有料の駐車場施設はどうなっているか。

その状況は第 4表のとおりであって，収容能力はいたっ

て 少 な し その周辺でさえ，1 mとに駐* している実状で

ある。

したがって外来車はさておき . 少くともそのヒソレに保

有する自家用車だけでも，そのヒソレ内の駐車施設に収容

できるよう法制化しようとする考え方がでてくるのも当

然といえる。

さてそこで， ピノレがどれほどの自家用車を保有するか

を調査したととろ，第3表を元 として第5衰を得た。ただ

し， 3 および 24 は特殊な施設を持っているため 32 お

よび 38 は延 200 坪以下で小規模であるため. この表か

ら除外する。

この表からみれば大阪の現況では，貸ヒソレにあっては

平均延 230 坪に l 台の自家用車を保有していることにな

る。自家用車の増加の割合は今後 5 カ年聞に 2 .7 倍位に

増 加 する見込であり，貸ヒソレの保有する自家用ｊｬｾＨも，そ

れに近い増加率を示すであろう( 現在の貸ピノレの 1 台

り 230 坪の剖合をど う変えるかについての明確な資料は

乏しい) がしかし，昭和27年以降に主主った 9 件の新貸 ピ

ノレだけについ て考えると延 212 1
5
fに 1 台の割合と なって
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は私企業の施設にた よる考えよりも，自ら その建物内に

必要品の収容施設を持つと とが必要条件となって くるで

あろう。

4. 結 論

ピノレは主として都心部に存在し， 延200坪に1台の自家

用車を保有している。その自家用車の大部分が路上駐車

をし，都心部の交通を阻筈している。交通難を緩和する

ために路上駐車の禁止は急務である。ところが路上駐車

の禁止をするためには路外駐車場を設置して自動車をそ

こへ導く必要がある。そとで専門の路外駐車場が私的営

業として造られるためには，路上駐車の禁止が先行しな

ければならない。路上駐車の禁止が先か，私設路外駐車

場の設置が先かという状態を打破するためには有料公共

の路外駐車場を建設しなければならない。すなわち路上

駐車を禁止する区域内の，規制時の所要路上駐車スペー

スに相当する公共的路外駐車場を各所に適当に設置しな

ければならぬ。しかる後駐車. 規制を実施すれば，自動車

を持ちながら利用できないという不合理は生じない。

路上駐車a 禁止を実施した後も前述の通り ， ヒソレの増加

にfれ、駐車需要は年々治大の一途をたどると考えられる

が，路上駐車が禁止されておれば，私設の路外駐車場が

自然各所に設置されるものと考えられるし，建物の用途

種類によっては，その建物に便利な駐車場をその敷地内

に持つものもでてくると考えられるので，必ずしも ピノレ

に対し建築法令で駐車場を設けさせる必要はないと思わ

れる。

私設路外駐車場増設による，路外駐車能力の増大に設

行して， J順次路上駐車の禁止区域を拡大し，それを繰返

すととによって，都心部の交通陣容である路上駐車は姿

を消すことになる。 ( 文武 山田忠顕}

l  池田達雄l

いるこ とから，将来の趨勢をも考慮して延 200 坪に 1 台

位が妥当であろう。自家用車を持つ貸 ヒソレを新築する場

合には、上の割合で自家用車を収容する施設を設けさせ

ると とを条令等で定める とと も一応原則的には考え られ

る。しかしこれらは今後新築する貸 ヒソレについて考えら

れるととであって，既存の貸 ヒソレに新しくとんな施設を

させる ととは不可能に近いし，またこのために，充分な

補助金 とか損失補償をすればできるかも しれないが，そ

んな出資をするのであれば，新しく公共的な路外駐車飽

設を造った方が得策であるし，東京都の調査( 指導課昭

26. 10.  ) では， ヒソレの所有者は告till f J 令をもらっても造る

意志がないようである。

現在は道路上どとに駐車してもよ い と と になってい

て，わす' かに交通の取締りの荷から，部分的に駐車禁止

の区域が定められている程度で，全般的に駐車禁止をす

るには これに対応する駐車場施設を強制せねばならず，

少くとも公共的な駐車施設の実現が望ましい。
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3.  路上駐車禁止 と駐車場施設

既設の道路は一般にその築造に際して，単に交通量の

問題だけでなくある程度は路上の駐車も考慮に入れてそ

のrlJ 貝が決定されているはづであるが，現在の ように自

動車の急激な憎i.mで，設計当時に予想し た交通量をはる

かに超過してしまって，路上の駐車のごときは思いもよ

らない実状になってしまった。だから路上駐車は全面的

に禁止するとすれば，その結果は少くとも現在の交通難

は幾分でも緩和されるであろうが，その反面，附近の人

々の利便を犠牲にする方向 l乞進ま芯るを得ない結果とな

り. 単に交通の荊l使 z 安全という立場から禁止するので

は，たとえば御堂筋の場合路上駐車禁止が行われればパ

スが緩行車道を通行するととになる。従ってとれに対し

ては，ただちに路外駐車場施設をいかに設置するかを救

行して考えねばならない。 との駐車場施設について これ

を経営面から考えれば，①公共的施設 と，①私的施設 と

の別があり，さらに私的施設についても個人施設と共同

施設とが考えられる。公共施設としては，者s市計画駐車

場事業を起し，地下 1階地」て 4 - 5 階程度の ピノレを建設

して有料橋のような制度で，有料公共駐車場を経営すべ

きである。もっともとれらに よってのみ解決できるもの

ではなく，しかしこの公共駐車. 場にも設置場所や料金の

点，構造制限の緩和など幾多の問題があり，料金政策.

受給者負担制度，向動III に対する税金政策などによって

その経営を可能にするとともに，駐市営業としての私企

業をも刺戟して，私的施設を増加させる方向に進ませる

のがよいのではないか。

かくすれば新しく建てられる ピノレ建築には，公共また
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特 別 記 事 資 料 2

中 高 層 建 物 へ の 融 資 に つ い て

戦争のため英大な住宅を失ったわが国においては，そ

の後 10数年にわたる背難時代を経て，民営，公営による

復興はかなりの戸数に上るのでありますが，住宅難は依

然として解決の域に逮せず， i 衣J i 食」の安定さに比べ

て「住」の函では著しく立遅れている状態であります。

ととに大都市においてはこの l惑がとくに甚しく， 一方に

おいて，いまだに域合その他の非住居世帯が存在すると

ともに， 市内に流入する人口にとたえるの余地が少く .

あまつさえ諸積の災害による滅失住居の数も毎年相当数

を数えて， 非常な住宅不足をみているのであります。た

とえば現在，大阪市においては，見方によってかなりの

異りもあるが，非住宅世帯，あるいは間借り 世帯などに

よる住宅の絶対不足数は約 7 万戸，過密住世帯などの潜

在不足数をかえると約12万戸，さらに市内に住宅を望み

つつも ，得ら れない世帯を も加える と大ぎな数が推計さ

れるのであります。政府においては ζ れらの住宅難解決

の一助として，補助金制度によって地方公共団体と協同

して低家賃の公営住宅の建設を計るとともに，住宅金融

公庫による民営住宅の建設資金への融資を試み，さらに

日本住宅公団を設立 して中層耐火建築住宅の建設に努め

るなど，一連の住宅政策を強力に進めてはいるがその前

途はいまだ遼速なのであります。

これらの住宅施策はいづれも一般庶民用の純住宅の増

設を目的としているが，現在において， 建設上の難関 と

しては，資材労力安の騰貴ももちろんであるが，もっと

も大き なものは建設用地の取得難であります。公営住宅

のご とき は様準用地ｾと実際の地価との関係上，至便な

市街地では到底求むべくもなく，次第に郊外へ郊外へと

低地価の用地をあきらさ. るを得ない状況であります。公

庫融資住宅，公団住宅においても，地価は直接に分譲価

格あるいは賃貸価格に関連するものである故，用地につ

いては同様な傾向がみられています。

とうして住宅地は次第に郊外地へと延びて，都市闘の

無計画の平面的膨脹をきたし，遠距隊通勤の不便と，と

れによる交通の混雑をひき起すなど都市生活上よりも

変うべき状勢をかもしつつあるのであります。

ひるがえって，大都市内の既成建物の現在状況をみる

と，底舗と住居が混在した木造の平家または 2 階建の占

める率が非常に多く ，市内建物の平均階数は約 1.5 階件

増 井 敏 克

とみられております。すなわち地価に比べて土地の利用

がいまだ獄緩的に諭ぜられておらず，また ・南i地震 ・火

災 ・風害などの災害に対しての限抗力も弱くて . 年々に

m: r 与をくり返している有様であります。

上述のような郊外における住宅用地取得難と既設市街

地の弱体 とが相倹って，木造市街地を改造すること，すな

わち住宅政策と結びついた既成市街地の再開発というこ

とが，近年強〈要望されるようになったのであります。

年・いに，今回去る 4 月より 住宅金融公庫法の一部が改

正さ れて，市街地に建設さ れる中高層耐火建築物に対す

る融資の路が大巾にひろげられて，木造市街地改造の蘭

期的措置の第一歩が踏み出されたのであります。

在来の公庫法においても ，いわゆる脚貸 しの制度( わ

れわれの方からいえば脚借り) によって， 住宅を併存し

た中高層の建物において は，庖舗，事務所などの非住宅

部分にも融資を受けられたのであるが，公庫の性格に因

って， 住宅商の主張が強< ，非住宅の融資対象部分は住

宅部分のM以下という強い制限があって‘ 庖舗，事務所

など市街地でもっとも普通な用途の側については非常な

不利があったのであります。今回の改正によってはとの

制度がさらに拡充され 3 階以上の住宅併存耐火建築物

の場合に，非住宅部分が住宅部分と同函fi' iか，場合によ

ってはより以上に上廻っても良い とま でさ れてお り，こ

れによって，土地の高度利用，および建物の不燃化を計

ると とができる こと になりました。またも ともとと の改

正は市内住宅を至便な ところに確保するこ とに 目的があ

るのであるが，逆の立場からいえば，市内の商庖街など

の復興に絶好の機会を与えたととになるのではないかと

思われます。

以下.との度の改正による融資の内耳与を自書記してみま

す。

i  ) 対象とされる場所と敷地

地域については法律上 とく に定めら れてはいないが町

都市内の高用化をと くに必要 とする地帯が優先的 とされ

ます。すなわち六大都市，および指定都市( 大阪附近で

は尼崎 ・西宮 ・芦屋 ・堺の諸市) においては，空地地区

または住居専用地区を除いた地域とされており，大阪市

においては現荘の ととろ特別地域はないから， 市内 どζ

91 



でも融資を受けられるととになります。指定以外の都市

では防火地区および準防火地区内が対象とされます。

ii ) 融資を受けることのできる者

建設に必要な土地の所有者，借地権者，地上権者であ

ると同時に 自己負担金の調達，元利金の償還の確実に

できる人であることがもちろんであります。

ili ) 融資の対象となる建物

耐火構造ま たは簡易耐火構造でー地 J: 3 階主I ! 以上のも

ので( 防火建築帯においては 3 階以上を予定した構造の

2 階建〉延面積の% 以上が住宅部分であることが原則で

あるが，防火建築幣または商業地械などの場合，集団的

に建てられる場合は住宅部分の床荷積の割合がかなり少

くても . 融資の対象 とされます。

また 3 階建の場合に 3 階部のJ，j( D面積は 1 階部の床面

加の%以上あるととが必要であるが， 41併以上はこのき1I

合が緩和されます。

ここにいう 住宅部分 とは 自ら住まうも の，家族や従業

員に住まわせるも の，ある いは他にi討をまたは分譲する

ものなどいづれであってもよく. 住宅協会のアパー ト，

公団住宅，産業労務者住宅，公営住宅を含んだものでも

差支えないのであります。

非住宅部分は庖舗や事務所などのほか，大体なんでも

いいが，待合やキャパレーなどのように居住者に風教上

悪影響をおよぼすと思われるも の，火薬や肥料などを扱

って居住者に危害を加えたり，建築物を破損するおそれ

のあるもの. あるいは屠場，汚物処現場のように臭気の

出るものなど 「住」 の環境上好しくないも のは不可であ

ります。また，劇場や競技場など激しい騒音を発するも

のも，既設のものを集団改造するか，防音装置を完全に

するとかのほかは認められません。なお，非住宅部分も

これを自ら使用するもの，他に賃・貸しするも の，あるい

は分譲するものの何であっても檎わないのであります。

IV ) 融資の条件

貸付 金の限度は住宅部分， ｾ ｉ Ｂ 住 宅部分 ともに別に定め

らた標準建設費の 7 剖 5 分であって， 非住宅部分につい

ては，住宅部分と同じ面積まで融資されます。つまり .

延300 j干のときには，場合によ って住宅部分 100 坪，非

住宅部分 200 坪でも，建物 としては融資の対象にはなる

が，非住宅部分については. 住宅問l分と同面積の 100 :1:'7-ー

までしか融資を受ける ことがで きず. 残りは自己負担と

なるわけであります。

なお‘ 住宅部分の一戸当りの面積は，原則として 30.rr-

未満とされておるが，これは家波数が 5 人としたときの

ことで，家政や従業日の数がそれ以 1: 1 人を地すごとに

4 坪位の地方rは認められます。

v) 利率および償還

年利 6 分 5 @. ，10年間に元利均等，または元金均等の

方法に よって毎月償還を原則としており . 借りる人の希
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望によ ってそのいづれでも選択できます。

元利均等償還の場合は融資を受けたl i J l 100万円につき，

毎月の償還は 11，355 円となり，元金均等償還の場合は

当初の月額 13.749 円から ，河i次少 くなって，最終月客員

は 8，378 円の言 I- t ; r となります。

なお. 償還期間の特例 として火災，地震， 暴風雨，洪

水などの災害で省令の定めるもの( 普通には災害救助法

の発令のあった場合と考えられる) により失われた住宅

を持っていたもの，あるいは使用していたものが 2 年

以内に， rl' 高層の耐火建築物を建てよう とする場合には，

償還: l l J 1聞を 3 年以内延長し，また 3 年以内の据置き期聞

を置くことも認められます。

その他に注意せねばならないのは，以上のような取扱

いおよび条件は，この度の中高層融資に限るものであっ

て，建築物の中に，住宅協会などの賃貸住宅あるいは分

譲住宅，公開住宅，産業労イ' ; 1 ) 者住宅，公営住宅などの部

分があるときにはそれぞれに別途の立場に よる取扱いな

り，条件ーがあります。ま た，住宅部分の うちに建設者が

自ら居住する部分があるときには，従来より公J ! I f が拍車覧

によって融資した例入住宅と同じ条件，すなわち30j;'f未

満の場合にかさf り，15坪分までは建設資の75% ，;fiJ 率 5

分 5 座，u' i 迷期間35年として無拍畿で融資を受けるとと

もできます。

vi ) 標準建設費

耐火構造の場合に 3 - 4 1格は坪当り 58，000円， 5 1格

以上 Ｑ 階を増す ＴＱｩＱ と Ｓ ， ＵＰＰ 同が増されるが，ｾ具が木

製の ときは 1，500 円が減額されます。また延床面積の%

以上が鉄' i ' r 鉄筋の構造であるときは，鉄骨鉄筋構造とし

て取扱われて，坪当り 3，500 円の増額が認めら れ，最高

で81，000円まで認められます。

なお，その他に地盤軟弱の例所で基礎抗その他の特殊

基礎工事を必要とする とき には，建坪当り 4 幣以下の

場合 15，000 円_ 5階以上 30，000 円が1J l ' t;[ されます。ま

た， 5 階以上でエレベーターを設箇する場合にも 1 台

当り 650，000 円が認められます。

vii ) 融資を受けた建築物の賃貸あるいは譲渡

脂綿 ・事務所など住宅以外の部分を他に賃貸あるいは

譲渡する場合については. ' k に述べた用途制限はあるが，

その金額，条件などについては別に制限はありません。

住宅部分を賃貸するときには. 公庫の承認を受けた級

をj也えてはなりません。公wの定める家賃の限度の紙は

伺々の建築物についてそれぞれ異るわけであるが，通常

の場合，概ね j手当り月 850 円程度とされています。

家賃の外に，家賃の 6 ヶ月分以内の! ! 1X' ¥i : : だけは受取れ

ますが，その外の権利金 謝金などで質的人に負担をか

けることは認められません。

住 宅部分を分譲するとき ー は，住宅の建設費，ｾ設 ｊｾｊｮｮ

中の利子，譲渡のために通常必要な費用の合計額で，公
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月Zの承認する額を超えてはなりません。

viii ) 申込の受付け

木年度についてはすでに申込の受付を開始しており，

一応 9 月30 ij までを締切りとしております。

受付の窓口としては，中高層に対する融資のうち，住

宅協会のアパート，公営住宅，公団住宅などと組みにな

って建設さ れるものについては公庫の支所，個人住宅と

組みになっているものについては公庫の受托金融機関で

ありますが，申込の大部分を占めると恩われる中高層の

みの場合の民間融資については，府県ならびに五大市が

窓口となって受付けております。

ix ) 資金の交附

所定の手続きによって融資申込の後，事業承認，設

計，審査，貸付決定が行われたときは，申込人は公庫の

受托金融機関と貸付契約を結ぶことになるが， この際に

は土地の上に抵当権その他の担保権ーがあるとさは，一応

抹消しておかねばなりません。

資金の交附は第一回は工事出来高の25( 100以上のとき

となっているが，建築t 事については大休基礎配筋完了

後のとまと思われます。その後は貸付契約額の80( 100に

達するまで毎月一回の割合で出来高に応じて交付され，

工事完成後，抵当権その他の所定の手続きが完了したと

きに残額が交附されます。

以上が今回の中高層融資の概要でありますが，なお，

その他に注意すべきこ とを二，三述べてみます。

その第ーは前述のように一つの建物の内容が今回の中

高層融資に該当する部分のみの場合の他に，たとえば公

団なり ，協会なり，産労なり，公営なりに関係する部分

が混在するととも考えられるから，そのときには，それ

ぞれの扱い方も異り，また利率，償還 Ａｾｊ 聞なりも契る放

に，建設計画をされるときは，もっとも適切な方法なり

融資の受け方をするべ く， 充分に条件の比較t食討をさ れ

るよう塑みます。

第こには資金の面でありますが卒j l ' i にいって公wの定

める標準建設1'( は多少低いのではないかと恩われます。

そのために仮に4隣廷で，坪当り 70，000 円の建設計を

要したときには，公庫 としては 58，000 円しか融資の対

象としないから，貸付主将の 75% というのが，実際には60

% 位となって，自己負担金がそれだけ地すわけでありま

す。その他，手続きの途中の諸 'fj， 公) iVの要求する火災

保険料など，前記に詳述を省いたがいろいろの費用を要

するととがあるので，資金調述の場合にこれらを充分見

込んでおかねばなりません。

第三に仮営業所のことであります。従来においても商

庖街の改装計画がかなりあったが， これに伴う困難性の

一つに仮営業所の問題があったのであります。

今回，公庫の改正と併せて道路法の一部も改正され

て，防火地域内において，必要ある ときに，耐火建築物

の工事期間中，道路内に仮設脂舗を設けることを認めら

れたのであります。もちろん，その道路はかなりの巾日

があり，かつ交通上大きな防省とならないことが条件に

なるが，道路管理者の承諾，たとえば大阪市内の道路の

大部分の色沼! 者4 は大阪市であるから ，市長の許可を得れ

ば歩道，および車道の一部にある rl] 以下の仮営業所を設

けるととができるようになったのであります。

第四に計画を合J i l l 化して建設費を節約することであり

ます。それには建物を集団的にあるいは，共同的に計画

し，建設するこ とがもっとも 効果のあるのは論をま たな

いのであります。もっとも，市街地において，連接する

住宅 ・庖街I i 混殺の建物を改装して集団建築をするには，

それぞれの有するあらゆる権利 ・義務を整理し調整する

ことに刻 'ii?な厄介さが伴い，したがって余程関係者の

致協力がないと事業計画が進行しませんが，今回の改正

のもっとも疋視点は実はとれにあって，そのためこれら

の場合の計画がもっとも優先的に取扱われるはづであり

ます。また従来は防火: 肢にある往物でも，公庫融資を受

ける部分には耐火建築促進法による補助金はなかったの

であるが，このたびは防火帯内の共同建築にかぎり，融

資と補助の両者を受けられるようになるなど，かなりの

優遇方法を講じて市街の防災性の強化，美観の向上をす

すめております。

とまれ，本年度の融資額の枠は中高層の分のみにても

約48億円，その内20億円程度が大阪地方の分と して見込

まれております。実際の申込みがどれほどに上るか分ら

ないが，本年度はともかく申込)1闘に審査して順次融資決

定をして締切りに達する予定でありますが，申込みが非

常に多ければ来年度あたりから抽畿になるととも考えら

れます。取扱い窓口に当る府県や市では，申込魯類につ

いて所要の手続き書類のほかに，建築基準法 ・公庫建設

基準などに基いて技術的審査をして，公開に取次 ぐので

あるが，実際に当つてはそれぞれの申込の地域 ・地形 ・

敷地 ・建物の規模 ・用途など千差万別であるから ，恐ら

くいろいろの「ケース」がでてくることと思います。

窓口に当つては， FH込人の要望をよく承って，折角の

計画を実現すべく，扱い方を研究する必要があります。

このため大阪市ではとくに建築局，住宅建設課に耐火建

築助成係という係を設けて，中高層の申込窓口 とする と

ともにあらゆる初期lli 設計画の御相談に応じるととにな

っております。

なお，今回の融資は，都市計阿上の道路巾日拡大の場

合や区間2整理事業による家屋移転の場合に，もっとも有

罪1) に適合されると考えますが，とれらの際にはとくに市

当局と緊密に連絡されて新しい建設計阿を進められるよ

うお奨めする次第であります。

ＨＱＱ 者大阪市恕築同住宅ｾｬｈ役源長Ｉ
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日争責要導指習実場E見

一

一

一

本委員会においては，昨年，; Q J 羽現場実留につい ての実態調査を行い，その結果を本誌前月号に発表したが，

本年も引を続きこの調査を行う予定である。ついては，現場実習に際しある方針の下に指導せられることが，実

習の効果を一層揚げ得るものと考えられるので，本委員会において一応下記の現場実習指導要領を作成した。実

習生を送る各学校へも配付して参考に資するよう御協力を願っているが，各受入現場の関係者においても，本要

領を御参考にして戴ければ幸甚である。

一

一

一

一

える努力をさせるため。

c その日の感惣なり反省を舎かせる一指導の効果な

り生徒 ・学生の性格を知るため。

ニ，現場で教え易い教材の例

トラ; / ( / ット ・レベノレの取扱，材料の簡易な拾い

出し，材料の検収. コンク Pートの調合決定，建物

の実測，その他

1  ) 指導の目 標

イ，建築の職場および工事現場の実態に触れさせる。

ロ，実際の業務または作業を休験させる。

ノ、，構造 ・材料 ・工法などの実際を理解させる。

ニ，建築についての興味と関心をもたせ 今後の学習

の刺戟を与 える。

4 ) 指導上の注意

イ，生活指導も併せて行う 。

いまどきの若い者はといわず気がついたことは

注意を与える。

ロ，健康管理と危害予防に注怠する。

環境に不なれ，労仇の増大，互の，! p，. さなどから

疲れ易いし事故を起し易い。

ハ. 異常は学校に連絡

実習生の長期欠勤 ・出動のむら その他の健常

があればその都度学校と連絡する 。

ニ. 勤務時間

できるだけ通常の勤務時間内の勤務だけとす

る。

5  ) 図面を主とした実習の場合 もとれにi ¥! I ずる。

一 以 上一

2  ) 指導の担当者

現場主任または適当な人が専任で当るほか，現場の

係員と下5fi の世話役など全員が時と所に応じて指導す

るのが望ましい。

3  ) 指導の方法

イ，体験を通じて教える

単なる見学でなく，作業または業務を行わせ， そ

の体E貴から技術なり知識を学ばせる。

ロ，関連あることを教える

その日の工程なりやらせる作業 ・業務に関連し思

い付いたことを質問し教える。また専問用語につい

ても教えるようにする。

ハー次の要領で日誌を警かせ毎日点検する。

。現場日誌の要領でその日の工程を記録させるーよ

く工事を観察させるために。

b 習得した技術 ・知識をノートさせるー少しでも党

、.
， 

'・
X  

y  
×  X  X  ×  

、，

、
×  ×  X  

χ  
×  

y  
×  X  ×  ×  X  
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彰国社新刊案内

建

新

車

ロ

一

==ロ
設 業 物

建 築 文 庫 ・15

土 持 保 著 との本は，複雑な建設業の実態や施工の

実情を一般の人々に理解してもらえるよう ，具体的なア

クトライ γ を実例を通して記述した，得難い手引替です

B 6 変形判 168頁 上 製 定 価 ￥ 170 〒 20

建 築 費 の 分 析 と 原 価 計 算

建 築 文 庫 ・ 24

益田重華著 建築工事の原価計算: について，いろいろな

角度から分析・詳述した本警は，この分野に経験の豊か

な著者が，原価計算の問題点を明らかにした好著作です

B 6 変形相IJ 208頁 上 製 定 価 ￥ 180 〒 20

一重

8. 音 ・ 光 ・ 熱 ・ 空 気 ・ 色

建築学大系・全40巻

執筆一二村他 5名 A 5判 518頁 定 価 ￥ 1，300 〒130

16. 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 構 造

基 礎 構 造

建築学大系・全40巻

執舘: 一石井他 5名 A  5  ｾ ｊ＠ 522頁 定 価 ￥1，300 〒130

5. 計 画 (一 般)

今井猛雄若

建築ハンドブ ック・全12巻

B 6判 304頁 上 製 定 価 ￥ 300 〒 30

6. 木 構 造

平沢郷勇著

建築ハンドブ ック・全12巻

B 6判 350頁 上 製 定 価 ￥ 300 〒 30

10. 計 画 ( 日 照 ・ 音 響)

建築ハンドブ ック・全12巻

B 6判 236頁 上 製 定 価 ￥ 300 〒 30
三 木 部 著

11. 構 法

建築ハンドブ ック・全12巻

B 6判 272頁 上 製 定 価 ￥ 400 干 40
笹原貞彦著

刊-

数 寄 屋 の 材 料 と 構 法 (1)  

建 築 文 庫 ・ 17

北尾春道若本訟は，石材・木材・竹材を主材として，

その種類 ・ 性質・用途を明記し，数寄屋を ｩ 詰る上ｾ，構

造や化粧・雑作に対して実地に役立ょう醤カ通れています

B 6 変形判 178頁 上 製 定 価 ￥ 200 〒 20

53. ス ナ ッ ク ・ パ

建築写真文庫 ・2期 全30巻

彩国社編本警はスナ y ク・パーの新しい傾向のものを

多角的に収録した写真凶集で，新築や改装にすぐに活用

できる好資料です。 2 期30巻も本巻で完結いたしました

B 6判 88頁 総 ア ー ト 上 製 定 価 ￥ 300 〒 30

版-

5. 施 工 積 算

改訂・新版 建築士技術全書・全 B巻

久良知丑二郎編 A 54司J 462頁 定 価 ￥ 800 〒 80

8. 料 亭 の 座 敷

建築写真文庫・ 1期金30巻

彰国社編 B 6判 96頁 総 ア ー ト 定 価 ￥ 300 干 30

12. 浴 室 と 化 粧 室

建築写真文庫・ 1期金30巻

彰国社編 B  64司J 1ω頁総アート 定 価 ￥ 300 〒 30

31 . 庖 舗 の フ ア サ ー ド

建築写真文庫 ・2期全30巻

彩国社編 B  Ｖｾ 司 ｉｊ 88頁総アート 定 価 ￥ 300 〒 30

ムλ

ロ
所

桜井省吾 ・安 藤 勝 弥 共 著

台所の総合的な手引答。 A ＵＴ 司ｾ 260頁 定 価 ￥400 干40

電

ｾ＠

ヌL 蔵 庫

、ぷ〉

n ョ

桜井省吾・木村亥之助著

実用専門向の大著作。 B 5判 361頁 定 価￥1，500 〒150

築病 建

一一計 画 と 設 備

A 5判 338頁 定 価 ￥ 1，300 干 130

院

小川健比子著
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「会貝の声J 欄IC どしどし御投稿下 さい. 自由な討鈴の場として御利用下 きい. 内容は自由。字数は4∞字- 1.000字

畑 歓 迎 亘乙

伽い Ｑｫ ｾ Ｉｆ 司令

「誌 相」 の
-
つもと

人に人相，家には家相があるよう 各頁はそれぞれ異った配置構成をし

に， 雑誌にも相がある。この相から ているにもかかわらず，そとから受

ある程度雑誌の性格や運勢すら判断 けるレイアクトの感覚というものは

できる。 このとともまた人相などと， 共通の一本である。その共通の感党

同様だ。これを私なりに「誌相」と を表紙がまた大まかに，表現してい

呼ぶことにする。少し慣れると ζ の る。それがつまり「誌相」というも

誌相による雑誌の運勢判断もなかな のである。

かどうして馬鹿にならない。先頃め 誌相は，たとえていえば庖頭の表

づらしくも大阪で発刊になったある 情のようなものだ。中味がハッタ 3

デヂイ γ の雑誌の「棺」がどうも思 や間に合わせの記事をただ頁を埋め

わしくなく ，まるで場末のカフエー さえすれば式でやっている編集はそ

といった時代おくれのヲラさびれた の雑誌の各頁に，ちょうど田舎町の

観を呈していると思っていたら，果 挨をかぶった荒物屋の庖頭のような

せるかな創刊号どまりになったと闘 相を帯びさせるし，表紙は表紙でど

いた。 こか問のびがしたり，イヤに凝って

では「誌相判断」はどとに着目す はいるが，一向に品がなかったりす

ればいいのか。まず雑誌の顔に当る る。これに対して第一線の執筆者を

表紙のグヂイ Y をーベツすれば大体 擁し，すぐれた編集陣によってかた

の見当はつくが，もっと正確には表 められた一流雑誌の表紙のグずイ γ

紙を聞いた内側の各頁に印された写 なり各頁のレイアクトなりは新しい

呉と活字組との特有の配置の仕方ナ セシスと一分のスキもない構成から

なわちレイアクトを検討するととで くるエレガントでひきしまった相貌

ある。不思議なととに一つの雑誌の を呈するのがつねである。それはち

ょう ど大都会の自ぬき通りの一流商

庖のような洗練と落着き と同時に生

き生きとした充実感を持つものだ。

では本誌の相は一体どうだろ う。

古い歴史と伝統に支えられた関西一

流の建築雑誌としての本誌はすスガ

に堂々とした表情を保っている。し

かも年々内容の充実とともにーそう

ハツラツとひきしまった「誌相」を

帯びつつ隆々と発展してきている。

それが表紙デずイシやレイアヲ トの

進歩の上に明かに示されている。た

だ欲をいえばもう一つスッキ Y しな

いことである。とれはあたかも立派

な人格や教養の持主であっても田舎

の人はどことなく間抜けていたり，

ドロ臭〈野暮に見えたりするような

ものだ。地方性の尊重も大いに結構

だが，この辺で一つ清・家清氏のいう

ところの関西の二流的な臭みを払拭

して一流の「誌相」に向って躍進さ

れんととを要望したい。

( 本総の表紙デザインやレイアウトのど乙がど

うドロｾいかはいずれ他の機会 ｉｃ くわしく分析

してお目にかけたいと思っている。 57. 07. 17)

( 正会貝・京都美術大学 向弁正也)

堅 実 と い う 名 の 退 歩 いう何も研究しないグループがあり

B の方が C に判り易い。とのような

最近，建築技術者の中に他人の失 いけれど，自分の経験のみに頼る態 とき B，C の連合グループが A とい

敗作( 主 とし て施工上の〉をとらえ 度は，少くとも近代産業に対応しつ うグルーフ. を押しつぶしてしまう。

て，あの建物は全面的にナッ ν ュを つ発展しなければならない建築家の そういう B，C は A に対しては暴力

取替えた とか，この建物は亀裂が入 態度として賢明だとはいえない。 的な作用をなしそのような環境で最

って雨洩りが激しい，またガラスの たとえば硝子を大誌に使用するこ 早 A グノレーフ・の育成は非常に困難だ

使用度が多過ぎるなどというような とを最近強く批難するけれども，必 ということである。堅実な設計態度

発言が多い。その上進歩的な作品を 要な箇所に用いられるならばガラス に引戻そう という発言が，意外に効

挙げてこの種の危険性が多いととを ほど素晴らしい材料は無いことを再 を奏して誰も彼も B，C のグループ

指摘するのである。その発言の大部・ 認識する必要がある。このこ とは硝 で無ければいけないようなととが案

分は認めて自己の反省の資とすると 予の使用を増やせ ということではな 外若い人々を戸ま どわせて自由であ

とにやぶさかではないけれど全部納 いけれど自己の正しい信念に設計の るべき設計を精神的に圧迫したこと

得して仕舞うわけには行かない。手 拠り所を求めるべきだ。 は事実だ。そういった意味で実験的

慣れた材料を使って，既にどこかで A という進歩するグループがあっ な気機えを持った新人がどんどんで

試験済みの施工をした建物に，成程 て， B という進歩はするが A に対立 てきて欲しいとさえ思うのである。

a とのような危険性は少いかも知れな するグループがある。また別に C と 〈正会員・中部地建建築課 山田あっし )
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(6 月 分)り便

理 事 会

12日 4時一5時 於 会 館 会 議 室

出席者鴻池副会長外 11理事山内兵庫支部長

中 西 監 事 事 務 局2名

議 事 川長期講習会開催の件教育委貝会企画の間

ｾｩｗ 習会の具体的計画を報告 して 審議の上 ，な お次回に継

続密殺するととになった。 {21新材料( 塗料) 説明会開催

の件事業委員会企画の新形式による同説明会の開催を

承認。 {31浩い会員の集いに関する件会館を利用して若

い会貝の集いを催すとと を事業委員会で企画中のと ころ

具体案を得て開催の運びに到ったことを報告してこ れを

承認。 {41夏期懇親会開催の件例年の通り夏期愁親会を

8 月花開催する企画を承認。 {51事務局職員上期1 ' 1 : 与支給

の件 予算計上額中より支給の件決定。 {61その他( イ)

工高生デグイシ コンク ーノレ実施の利二( ロ) メタノレフォ ー

ム 説明会開 催 の件Ｈノ、Ｉ中国支部決算および予ｾ ｊＺ に｛刻す

る件以上いづれも承認。 {71入退会者詮衡の件。 {81報告

事 項 会計報告および事業報告が行われた。

必』

ロ

A

S

A

 

編集委員会

幹 事 会

6日 6時- 81時 於会館会議室

出席者足立幹事外招待者4名 事 務 局3名

P 月施工特集号の企画について各建設業者 より出席を

裁いた方々の意見をイ百j い具体案について検討を行った。

地下工法について，ナジドパイノレ工法とク エノレポイ シ ト

定軟改正委員会

12日 51時半ー71時 於会飴会議室

出l I i¥' 者 吉 田 委 貝 長 外4委 員 事 務 局2名

総会開催時期について更に審議の上，前回は年 1 回開

催のととに決定していたが，なるべく会合を多くする意

味も含めて年 2 回開催の ζ とに修正した。なお改正に伴

う条文変更衆について検討した。

事業委員会

3日 5時半- 9時 於 会 館 集 会 室

出席者岩崎副委員長外 10委 員 事 務 局2名

守

本

換

で

売

だ

と

御

伺

ら

包

下

さ

れ

以

美

し

い

力

タ

ロ

匁

国

同

京

答

倒

淫

リ

滋

」
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議 事 {1 1見学会の企画について キリジピーノレ見学

会を 8 月開催に決定。 {21夏の懇親会について 経過報告

の後企画について新提案があったが，前回の審議の通り

実施するととに決定。 {31若い会員の集いについて 経過

報告の後，報告の巡り開催方を承認。 {41メタルホ ームの

説明会について 経過報告の後開催方を承認。{51会貝保

有のl決阿スライドなど調査の件調査の上リス トを作成

することに決定した。なお原子炉についての説明会開催

に関して意見の交換を行った後，先般実胞した地方見学

会，塗料懇談会についての報告が行われた。

小委員会 ( 新材料説明会〉

4日 2時- 4時半於会館会議室

出席者 矢野主査三品委員塗料工業会南課長

塗3売業石渡氏 事務局2名

塗料に関する説明会開催について， 日l侍， 会場， 鵠

r: m，説明内容などに関して審議し，具体的にこれを決定

した。なお資料の追加についても協議を行った。

小委員会 ( 若い会員の集い)

24日 5時半ー7時 於会館市費認-室

出席者三品主査外2委 員 事 務 局2名

gr.?; 2 回開催についてこれがテーマなどについて協議の

上これを決定し，なお会告文案を作成 した。

京 社 式 阪 市 東 淀 川 区 三 国 町 一 一 一 一 宮 業 所 ・ 衆 宗



工法に関する座談会を開くこと，なおとれらに関する論

文も集録するこ と，その他工程に関することを取り上げ

ると となどを一応決めた。

委 員 会

8日 2時- 5時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外7委 貝 事 務 局3名

議 事 11 17 月設備特集号経過報告。 1218 月防災特集

号経過報告。 131グループ世話人 との懇談会お よび会勢審

議会における編集に対する意見希望について意見の交換

を行い委貝会 としての方針を決定。 141述築の限執筆者の

件新執筆者依頼の件を承認。 1519 月施工特集号企画の

件幹事会衆を基に審議して具体案を決定。 161その他。

教育委員会

小委員会 ( 工高生デザインコンクール)

11 日 3時一4時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 j英国主査す卜2委貝 μ 111務査委日長外4

審 査 員 事 務 局2名

第 3 図工高生デヂイン コγ クーノレのお ;集規定について

小委貝と年寄託貝とが合同協議して募集規定の祭を作成 し

た。

小委員会 ( 工高施工教育)

20日 3時 半.- 5時於会館会議室.

出 席 者 犬 束 主 査 外3委 員 事 務 局2名

犬束主査から工高の教育課程に関する資料について説

明があり，とれについて意見の交換を行った。次いで本

年も夏期実習に関する実態調査を続行すること とし，現

場実習の効果をあげる ため，受入現場にI見場実習指導要

領を配付するよう取運ぶこととしてこの系の作成を犬束

主査に委嘱した。

小委員会 ( 工高施工教育)

27日 4時- 51侍 於 会 館 会 議 室

出 席 者 中 道，奥山各 委 只 事 務 局 l 名

犬束主査作成の現場実習指導要領案について務議し

これを本委只会の審議に付する こと とした。

委 員 会

ＲＸ 日 Ｓ 時 Ｍ Ｕ 時於会館会議ｾ

出 席 者 竹 内 委 員 長 外 10委 貝 事 務 局2名

テ ッ ク ス

フロ ー リング

気光式通風器
a  

責任施工

田辺工業株式会社

大阪市西区江戸娼上通一丁 目五
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議 事 111第 3 回工高生デヂイン コンク ーノレの件浅

田主査より経過を報告の上，募集規定を等議して承認。

全国全日制 170 校に応募勧誘状を発送すると とに決定。

121工高の施工教育について 本年も; Qj ijj 現場実習の実態

調査をする こと を承認して， 小委貝会系の現場実習指噂

要領を各学校に配付すると ともに会誌にも発表すること

に した。 131造裂に関する座談会の{ 小 池上主査から経過

報告があっ て 座談会開 催 の具体系を［ｾ認した。

住宅委員会

17日 3時半- 5時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 西 島 委 貝 長 外8委 員 事 務 局2名

議 事 活 動 方 針 の 具 体 的 問 題 に つ い て 審 議 し 111住

宅相談所の設置について意見を交換したが実施困難の点

があり一 応 見送ることとした。 ＱＲＱ ，ｾ￭Ａｴアパー ト の調査に

ついて その必要性を認めたが本件は技術的の函 よりも

社会性の方が主となるので恨重を期するためさらに検討

を重ねる よう保留。 131住い方の指却について 住宅に関

係の深い主婦 との座談会を催して住い }j に関する| 詰j );¥fj.点

を捉えると とと し委貝長と事務局においてその笑胞を

企画することに決定した。なお委員長から住宅建設に関

する諸税についての参考資料が配付された。

名簿発行委員会

5日 5時半ー71時 於 会 館 談 話-室

出 席 者 谷 口外3委 員 事 務 局4名

経過報告に次いで編集内容 業者案内欄の分類方法ー

収入増加のための色頁広告知人なと' について審議した。

なお表紙について追って各委員が考案の怠慌を持ち寄る

ことにした。

座 談 会

第 1回若い会員の集い

13日 61時半- 9時 半 於 会 館z淡話室

予て企問中の若い会只の集いのul 1 @¥を開催した。便

宜上一応テ ー マを大阪の建築および建築家と予定した

が， テー マにとだわらず向由に懇談した。当分の間会の

中心 となって戴くためとくに御出席を乞う たれ1 T l ，足立

東洋レーヨ ンのナイロ ン 紋 態 ・ 鍛 温

毛ケット・レ ツプ

室内袋飾設計施工

代 理 庖

美 工 装 飾 株 式 会 社

代表取締役 小 早 川 美 武

大阪市西成区姫松通 1 の30 電話@2 56 4



の両先生から大阪の特長，東京と大阪との比較などにつ

いて興味のあるお話があり ，各自からも色々 と意見が述

べられ，話は発展して住宅の盆産の問題や住宅の地方性

lこ関する問題に」えんで，長時間一同賑やかに話し合っ

た。当夜は山席者が予想以上の27名に上ったの で， 会場

の談話室がせますきごて大変窮屈なこと となり絢に相済ま

ない仕イ義であった。

地下工法座談会

29日 2時- 5時 於 会 館 集 会 室

出席者 布施政岡両編集委貝および森佃氏外5名

編集委員会主催で 9 月施工特集号企画として| 湖催 し

た。大阪の地盤に関する研究の権威者森田先生を始め，

各建設会社における地下工法の熟練者の出席によって，

サγ ドパイノレ工法，屯気圏結法， クエノレポイ γ ト工法な

ど地下工法につき ，豊富な知識，経験に基く色々な事項

が諮られて大変有益な座談会であった。追って この内容

は 9 月号会芯を飾って異彩を放つことになるであろう。

見 学 会

長保寺と丸善石油下津製油所見学会

2日 午前i10時一午後7時 参加者34名

日11躍を利用して下津の古主主集長保寺を見学する こと に

なったので，会員工英字土および続本石油K.K.の御斡旋に

よって建材工場としての丸善石油の下津製油所を同時に

見学させて戴いた。 10時天王寺発の準急くまの号で出発

下津駅で下I ! lの上， 丸善石油から出迎えのパスで同製油

所に赴いた。| 百l所事務所階上で中食のも てなし に綴って

醤時休憩の後，武林次長から同所の規模，機能などにつ

いて図上説明を承わったよ，所内を一巡案内を受けて見

学した。広汎な地域に亘ってｾ大な粘製設備や無数のパ

イプの配ヂIJ ，諸所に並列する巨大なタソクの群，どとに

も原料や製品の姿が見られないがただ 1 カ所，建築関係

者に大変縁のあるアスファノレトが，できたてのプヨプヨ

したままで袋詰めにされている作業所で製品が始めて顔

を出し ていたのは甚だ興味深かった。 しかし石油から随

分色々のものが造られていくのに再度思いを新にしたと

とである。やがて同所を辞してパスで中途まで送られて

長保寺に向った。優れた鎌倉期の古建築であるが，観光

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長掘北通悶丁目 ーO細野 ピノレ三六号

電話新町⑬九九五~九九八

地から離れた土地にあるせいか訪れる人も少いようであ

る。京大の山本先生から ，国宝の大門，多宝塔，本堂に

つい て詳細な説明があり， 一同その美を心ゆ くまで観賞

したが，山本先生もこれだけ優秀なものが揃っているの

は，古建築の良いものが多い紀伊においても こと を第 1

等 とする として批1' 1計Iかないものがあった。さらに重文

のil{ 守社を訪ね，附近の紀州家代々の墓所に詣でた後，

三々五々駅に向って帰途に就いた。

暑 中 お 伺 い 申 し あ げ ま す

編 集 委 員 会
(50音刷)

宅E 只 長 佐 野 正 一 司E
貝 石 堂 正 三 郎

幹
ij1 足立 タJ  岩 本 博 行

千原大五郎 鬼 武 信 夫

型
司I 諌 早 信 夫

川上 貫

内 田 成 之 絹 谷 祐 規

小栗 f1吾 島田 儀

高 橋 康 夫 '1:¥'a  ｾ重

竹 中 錬 ー ， ｬｾ 国家弘

布 施 忠 司 福 田 朝 生

室谷 山水 政 岡 恭 次

山本竜太郎 増 田 多 郎

吉 岡 信 武 松 原 孝 史

司E
t l . 浅尾正敏 光 安 義 光

伊 藤 克 三 渡 辺 禎 己

石 黒 次 郎

暑 中 お 見 舞 申し あ げ ま す
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関 建 材 協西

部 会 6 日 1時 - 5時

スレート ，セメン ト， 防水部門 ( 1 - 3)

*1手，万年，大阪生 コン，大阪l幼7)<社， LI 本セメン ト

防水剤，黒川化学 出席

タイ ノレ，術生陶器， 石材，部門 ( 3- 5)

関西タイル，平岡 タイ ノレ， 山本研究所 山市

協議事項

事業，宣伝，研究l . j J 項，特別展示会，様 iVl 仕綴占・作成

説明会等

部 会 7 日 l 時- 5時

瓦，ガ ラス部門 ( 1 - 3)

東洋洋瓦，岩城ガラス ，大阪ガラス ，内外土木，万邦

ポリエ ステノレ，阿倍フ ァイパー 出! 市

塗料 と各種部門 ( 3- 5)

ォyェγ タノレ，東亜，大阪塗袋，石井，二友 出席

協議事頃

事業，宣伝，研究事項，特別展示会，標準仕用書作成

説明会等

部 会 11  IJ 1時- 3時 アスファノレ ト部門

エ英字上， 日新，梅本，柏必t h' i7]( ，内外， 中幽， 日本

建設 出h11j

協議事項

仕 織替作成，主主払手形 ｊｾｬｮｊｊ 短縮化運動， Jt の他

エパーソフト特別展示会 13 日- 15 日 3  Ll I/J J  

1 階展示場北室に開催，出品者明正社より JUJI 出中社tJ.

派泣，盛会終了

臨時理事会 14日 3時- 5時

金光，村石， "1' 山泡1事会合，就業規則につき検討並び

によJ別事務) " ，) 11与支給協議

部 会 18 日 3時- 5時

建物，保全部門

栄光干上，ケ ン トク，束日本，福井，丸信， /H ふ 山崎

山下，間島応用 出l市

協議事項

仕綴f!?作成，評議員候補，夏秋大会等

ライトゲージとメタルフ ォームについて地方講習会

開催

本会主催で会貝中之島製鋼株式会社ならびに大阪鋼材

株式会社後j1Q下にの下認の通り ，徳島，船山両市で1m

催非常な盛会であった。

徳島市 7月3 日 10持- 5時

於岡市I民業会館ホーノレ約200人

ｉｾ 日会辞 徳島建築士会長阪東為次郎氏， i尖!Y 本会大

和事務局長，八幡製鉄K.K. 製作，16mカラー映画，鉄，

100 

ゐ
一
品
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分月 幸R6  

45分，無声映画， メタノレフォ ーム施工笑況，20分の後，

ライト グージ厳J i 工について，ス ライ ドに より説明中之島

製鋼 K.K. )IulJJ 技師峰11鉱骨建築の構造計画について，

阪大教授驚尾博士，次に軽量鉄骨建築の構造計算につい

て，神戸大教授，伴博士，メタノレフ ォームに就て， 八幡

フォームK.K.草野常務 ，ｉｾｪ 会 辞 徳島士会理事以上講習会

終了後，隣室で講師を囲み地元竹崎建築課長外20名座談

会を催 し71時全く閉じた。

松 山市 7月6 日 10時- 5待 ( 雨天)

於アメ Y カ文化セ ンタ ー， 来聴約 120名

開 会 辞 愛 媛 県土木部建築課長前神春雄氏

挨 拶 関 西 建 材 協 会 大 和 事 務 局 長

映 画 以 下徳島と 問機j I 闘序にて

511寺10 分終了， 閉会辞愛媛県建築土会副会長玉岡周三

郎氏可重な挨修があり盛会控に閉会。

徳 島 会 場 風 最

通. 量 4 F-

会 場 松 山 文化センター 松 山 前 神 課 長 開 会 辞

松 山 会 場 内 景



デ ザ イ ナ ー 協 会 員 を 囲 む 座 談 会

関西建材協会会報

座 談 会 全 鼠 デ ザ イ ナ ー 会 貝 各 位

( 家具装飾部門 と) 本会家具滋飾部門にては去る 7 ):1

13 日;於建築会館 4 階，総合デヂイナー協会員の方々をお

招きして，最近の家具装飾ならびに壁材，床材などにつ

まその傾向，品質，施工などなど怠見の交換を行った。

当日御参列頂いたデヂイナ ー協会貝の方は

日建設計工務KK岡村実氏，竹中工務庖村尾栄氏，三越

家具KK常務上団幹一氏，高島屋大阪支庖設計部長樋口

治氏，株式会社大丸家具設計部長竹中長氏，同川崎浩

氏の各位であった。本会家具装飾部門よりは大阪 コγ

ペス，サシエス商会，三和プラステック ，中谷セル ロ

イド，ニ楽屋，松井甚商庖. 1陸屋，山本長tt材，依凹繭

広大阪装飾，大和工業，各社が出席した。

日 誌

1 日 高知県建築士会仙波辺事来会，建材業者紹介な

らびに説明会の件懇談。

保全部門新光明飾中川社長病気見鉾のため，岡部門当

喬幹事田島応用化工K. K. と鹿内主事は深江の同邸に伺っ

た。

11 日 全館清婦( ケ γ トク)

神戸大学伴博士ならびに大阪鋼材K . K. 三宅課長，来会

徳島，松山市にてライ 1: グージとメタノレフォ ーム講習会

開催の車協議決定。

12日 大阪建築事務所金本技師，来会事務局長 と5 時

_ 7 時ダイジェスト印刷打合せ表紙検討

13日 商工会議所建設部幹事会3時- 5時大和事務局長

出席( 木材，製材，合板の件)

25日 中之島製鋼山本課長大阪鋼材K. K. 三宅謀長来

会，四国講習会開催諸般事項打合せ。

18日 予而準備中の法人申請手続き沓類が完了したの

で本日 :大阪府尚ー工第一認に一件書類を提出した。

|通 亙|

った。

井和繭司J K . Kは今般泉化学商事K . K と改称の御通知があ

| 新 入 錨 紹 介 | 山 入 会

有国タイル株式会社大阪事務所 ( 代表者早野時氏) 所

在」市内東区北久宝寺町5 932 久宝ヒソレ 〒( 2511245. 2281

- 4  営業種目タイノレおよび衛生陶器

友図工業株式会社 ( 代表者友田俊夫氏) 所在，市内

都島区都島中通6丁目 41 〒135) 4. 779 . 0997 営業種目アス

フアル ト製品および防水工事

信用と誠実を毛 γ 卜ーとする・建材 100 社の見本が一目で見られる

⑨ 
4・
4・

」

議

」

企』
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梅田陳列所。4)3801・東京営業所信9:8777. 8487広島出張所(4) Ａｾｑｾ＠
ｾｑ＠

ス型f ヲ11¥

田 中 工 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 墨 田 区 吾 嬬 町 東 4 ノ122 電話域東⑮0870. 0970

錦 糸 工 場 東 京 都 墨 田 区 錦 糸 町 1 ノ25 電話本所@0790

小 倉 工 場 小倉市鍛治町 1 ノ 1 電話小倉653 【: :l H民所】 川 崎 ・名古屋 ・小

大阪出強所 尼崎市南竹谷町 2 / 89 電話大阪@545 倉 ・広島 ・札幌

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 (34) 207'"'"' 8・4836 .""" 7



一一特命 又 は指命の場 合 は本側令官 ｾｉ 利用の程お願い致し ま す 一 一

電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 di 北 区 太 融 寺 町 五 凶

包 訴 ・大 阪 ⑩ 2 8 9 1 - 5 著書

工 場 大 阪 市西淀川区御幣ぬ東一丁目 ニじ

電 話 淀 川 @ 3 4 7 7 ・3 4 7 8  

営業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島

電 気 般 備 工 事

政 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市北区中之島三 丁 目 三 朝 日ピ ノレ6 階

話 大 阪 局 @ 9 5 3 1 (大 代 表 )

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 3 四丁目十一番地

電 話 大 阪 局 @ 5  2 0 1 番( 代 表)

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 野 上 清ー二 郎

本 社 大 阪 市 東 区北浜 三丁目四 七 包話北浜⑧ 77':1 - 3  

支 后 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0  1  0  

支 庖 松 阪 市 本 町 電 話 1  3  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・直方 ・因J l I ・.大分

電 気 工 事 設 計 施 工

一 宝 電 機 株 式 会 社

取 締 役 社 長 嘉 納 侍 一

本 社 大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 二 丁 目 五 一

電話 @5148 ・6460 ・ω 46

営業所 大阪市北区紺笠町五o ( 堂ヒソレ八階)

電話 ⑧ 3 8 6 2 ・1 1 4 1  

出 張 所 東 京 ・名 古 屋

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

〈ト雲2 松 室 電 機 翁 底

2  

取 締 役 社 長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 番 地

諾 北浜 @ 6951 ( 代表) - 3  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
必』

ｾ＠ 批

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 @ 5 2 7 3 - 5 2 7 5 ・4 2 " 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 鵬

本 社 大 阪 市 北 区 曾 線 的 上一丁目四一

電 話 大阪 @ 8131代表- 4

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

取 締 役 社 長 山 本 龍 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 西 郷 川 町 15 番 地

電 話 ⑧ 代 3 0 5 6

東 京 営 業 所 東京都中央区銀賊東 8 T 目4 番地

全国燃料会館502号室 電 話ぬ7必4

出 張 所 名 古 屋 ・防 府 ・福 岡

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

株 式 会 社 三 興 社

取 締 役 社 長 坪 井 大

タケ ν

本 社 大 阪 市 北 区 絹 笠町50器地 位ピル703号室〕

話 大 阪 ⑧ 2138 代表

支 庖 東京都中央区日本橋箱崎町三? 百 二番地

電 話 兜 町 ⑧1478 ・1479 ・1470番

出 張 所 大 阪 喫 ・名 古 屋 ・下 関

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒ ューズ分電盤 N F ノー ヒューズ配電盤

告を光灯 ・モーター・ 変更器 ・冷暖房 ・エレベーター

三菱電機株式会社元扱庖

株 式 会 社 立 花 商

大阪市東区南本町二丁目四三番地

話 本 町 ⑧ 0 3 2 3 ・15 7 5 - 9

. d.  

' : J X 



A

E

・会

電 気 晴 再 曹 司 7荷互

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

肺 倣村長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸焔南通- f 目三じ務地

電話土佐掘 @寸℃表 5 2 3 1 務

東京都 中 央 区 銀 雄 凶 二 丁 目 ー 務 地

電 話 京 橋 ⑧ 代 表 6 2 9 1 手作

名古屋市中区 :武平町 二 丁 目 ー 務 地

電話中 ， ｾ 代 表 ＴＴ Ｙ Ｑ 孫
京都 ・神 戸 ・岡山 ・広 島 ・福 岡 ・熊本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福ヂ1

一一 特 命 叉 は 指 命 の 場 合 は 本 欄 ぞ 御 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す ~一一

式

社

株

会

設1i !-jJlli J こ

生

気

短 大 阪 城 口

衛

j集

給1- J I 水

級 冷 房

本

東 京 支 庖

名古屋支庖

研 究 所

代表取締役 城 は 庸 平

大 阪 市 北 区 肉 屋 IU1' _ "  m稲盛崎町 7575 - 7

京都市東 山区大和大路大 仏前 ・'. U話lj11【凶ゆ4945 - 6

神戸市生田区下山手通六 ;' - . '，11話元 1111' (415892

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

驚 藤 省 三 商 庖

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノレ 6 階 6 7 6 区

屯話・和問: Q- ⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐羽田i並大間 ピノレ 714号

電活土佐殿@ 1 5 6 8 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 白 ・gE j 四( 札 幌 駅 前 )

官 話 札 幌 ② ∞ 10 ・ω5 6③4661

名古屋市中区南大作通一丁自千代

刷ピノレ ＵＲＲ 号電話中局ｾ 1766 

水道 ・衛 生 ・妓冷} ) ; .  Jl 他ゲi 工引

設 d!' ，，1T . 施 工

特ff l卜Y M式/ レーフドレ イ ン製造販光

(旧t治話藤久J与子」斗l

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪市南区)llm釧 l1' i単一丁目四四子在地

電話木111]' 局@ 代表4496- 8  (昨

東京都千代 I:H区丸ノ内 2 ノ 8 付]12号館 5 号

電 話 28 局 650 5 - 8 苔

金沢市高岡町三五 電 話 金 沢 木 町 ②2074

福井市城之橋下町一O 電 話 柄 井2436

高松市中新町一O六ノ 三 電話高船5195

所

式

社

東

練

会

創 業

大正二年

彊出

阪 庖

幌 底

大

キL

j占

*  

名 古 屋 宿

所

所

所

業

強

張

営

出

山

山

沢

井

松

金

福

一

角

l暖 房 ・冷 房 ・7]<. .(邑 ・術 生 工 業 殻(的

霞 富十 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪 ili 福島区堂島浜辺 4 'n l

l 代 表 1 1 7 1 ふ

電話｀ ｾ 代表 Ｑ ＳＵ 1 み

東京都港区芝田村町 6 'J 国 電話⑬代表7151

名古屋市中区材木町 1丁目 電 話 @ 2780 

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話@ 1989 

神戸市生悶区北長狭通2-1ー目電話③代表5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ② 代 表4735

暖民 ・ 冷房 ・ 衛 生 ・ 水道 ・ 氾ｾ ・ 厨房 ・ 築指 ｩ

銅 製 ｩｪＡ具 ・ 軽量閲仕切 ・ ｊｾ 'ti ;t':.l: ｾｉ 施 Ｑ Ｚ

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 l似 売

社
須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

事11 戸 支 庖

福 岡 支 庖

三機工業株式会社大阪支庖

2951  

大阪市東区高麗橋三丁目壱番地 ・紅話代表26局 3076

本社 東京都千代田区有楽町壱丁目十帯地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・広ω

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 津 ・六 郷

給水 ・排水 ・術生設備 ・l暖房設備

汚水浄化装i泣 ・都市燐物処煤装官室

空 気 調 和 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社材建

橡式

会社

↓

ム

4

4

4

・

A

Z

 

式株

大 支 阪 底

大阪市北区 中 ノ 島 三 T 目( 朝日ピノレ九階)

電 話 北 浜 @133 9 ・4 3 2 0 ・6574 ・8544'8686

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁ー日七

営 鍵 所 名古屋市中区西万1111' 二丁目ー

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大阪市大淀区中津南通二丁目五一 番地

".tl 話 福 島 @ ＳＴＱＶＭＸ Ｍ ｾ＠

東京事務所 東京都港区西芝浦三丁目一 番地

電 話 三 田 @ 9 3 7 1 !s:

媛 冷 房 ・水 道 術 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

社 大阪市福島区上福島北二丁目一帯地

電 話 福 島 @ 3 3 9 1 - 4 務

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 j し務地

電 話 四 谷 1 3  2  4  ｾ安
神戸市生田区下 山手通八 丁 目 三 三

位 話 元 町 ④ 5 3  7 務

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施

三 晃 商 会

大阪市北区堂島北町一回 @ 代表7031

東京都港区芝琴平町四O ⑧9278  

名古屋市中区新栄町二丁目ー⑨1820

福井市宝永上町一O五 1596 

広島市石見屋町五五 ② 1938 

福岡市柳原一丁目七 ④ 1158 

工

株式会社

本 社

出張所

A .  

:ZIt 
株 式会社

底

本

支

出51所

3  
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暖 ・冷房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置 '

設 計 施 工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ島 3 丁目 3 番地( 朝日ピノレ 7 階)

電 話 北 浜 @9945- 6 ・7359 ・3784- 5

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番地

暖冷房 p 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

山 回 工 業 株 式 会 社

取締役社長 山 回 文 次

一一
営 業 所 神戸市灘区福住通二丁目ーの五二 4996'  

出張所 名古屋市中区宮出町四七 5721 

H  東京都北区上十条一丁目- 0 @  2346 

岡山市鋭町七六 295 

風 雨 に 強 く

和瓦より安い
大和洋瓦

a 売 元

大 仏 組 弘子 手室町長

本 !苫 京都市東山区今熊野池田町九 ⑤3555

大阪営業所大阪市東区内淡路 町 一 丁 目 ⑧ 975

PAI NTI NG CONT RACT OR 

塗 装 工 事 請 負

株式

会社 林 塗 装 庖

4  

TEL. 大| 坂@ 1756- 7 ・東京@ ! 1335 

リグノイド床・床材料

製造 ・販売 ・施工

福屋工業株式会社

本 腐 大阪市西区南痢江上i盛一丁目知一

屯 話 新 町 @ 3 4 2 6 - 7

空気調和装也、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東洋キャリア工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日 大阪会館内)

t若者 大 阪 ゆ 局 8 3 5 6 - 8 3 5 9

本 社 東京都中央区日本橋兜町三丁目二四番地

出 張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 厄 立

千 光 瓦

' 各 種 和 洋 瓦

各 種 タ イ ノ レ 販 売 ・工 事 設 計 並 施 工

衛 生 陶 器

井 上 窯 業 株 式 会 社

大阪市天王寺区生玉町40 篭話天王寺⑫ぉω- 3810

営業所 ( 電話) 住 吉 @I 4123 ・奈 良 2508 ・豊 中 3614

平 野 ・( 東 住 吉 ) ⑮ 3 8 4 8 ・芦 屋 5 9 3 0

倉 庫 大阪市港区市岡浜通り 2 - 1 4 ・電 話 築 港 i @1675

工業用及建築用各種石灰駿造販売

小 野 田 セ メ ント 特 約 販 売 庖

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曽根崎新地三丁目五十三ノー

( 市電桜橋停留所前) 電話大阪@ 1274- 6

支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 京

陶管・ベンチレーター

事章式 一
会 社 幸 商

大阪市北区曽狼崎上ー ，四一

電 話 大 阪 ⑧ 3 1  4  5  

必』

:::Di: 

ヒュ ー ム 管

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商 会

大阪市北区茶屋町三十三番地

電話豊 崎 ⑩ 98 ・5837 ・8729



， 
， 

大阪市東住吉 区桑津町 3 丁目 白

電 話 天 王 寺 ⑫ 1 2 9 6  

和 歌 山 市 新 姻 6 T 目 1 3  

電 話 和 歌 山 2 9 8 務

東邦商会

「

4  

木 材 硬 貨 商lj 片

新製品・吸音ナゴヤボード

日 昌 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 旭 区 生 江 町 2 - 40白5)3500・3356

東 京 営 業 所 東 京 都 中 央 区 日 本 編 浜 町 3 - 2 刷 7344・5873

出張所

カ

タ

ロ

グ

進

白

星

一歩でも時代感動乙校Lょうど努力 t います

立;;1Z壷蕗風間

工場文阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 ・電話 住吉 (67)5109

厄i E7又粛~ド

ラ ｚ イガートｾｾ

竺型竺空三主三と宝盟旦ヱ空竺笠

岡 ｾｴｲ￸ 華麗民温
キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏太阪支窓

アて ま信関笠間開

燃えない建築資桜

Eua置置置量ザ
タイガー印

吸

音

テ

ッ

ク

ス

神戸市生田区長狭通四 J 一地産ピル

T E L 三 宮 ③ 0 8 8 1 - 3

大阪市北区絹笠町五o 1主ピル 5 隣

T E I.; 大阪⑧2021 ・3486 ・1141

本土

支 底

本

5  



シリンヲ Ｑ ・レ ， ｊ｜ ｾ ｉｉ ン ｆｊｈｩ
押オ;'1ンi ( シリンタ.-11

アンチヨ民シリンタ1・3宮

シリンタL ナイトラッ子

シリン夕刊由 主4 銀

各 種 志 鎌 膨 込 i i

大 谷 山 製 作 所

阪市東淀 ＱＱＱｾ 三海庭先逼国 電話豊崎 (37) 3117 ・7 7 2 4

各 種 銅 繊 風 呂 釜 一 式

革協頭昌・ボイラー・ガス風呂

::: 2YJ t-アコヌポード

大阪市浪適区元町一丁目七四二但シ阪幅電停前

E ヨ司コ眉l 昌畠事途夢邑テE

電 話 戎 @5 3 1 3 ・8 1 2 8

<8> 

建材部目柑商省

日本楽器製葺級合板

タ ム テ キ ス

ヤ八ズ・ヲヌ

フローリンタ.

神戸市生田区栄町通2/ 39( 安田火災ピル、

電 話 神 戸 @0591- 3番

// 
製 品 の 最 高 水 準 を 行 くトンメセ石 綿 ・

硬 質 板 m ベス トク ォーノレ)石 綿

社
A

S

A

9

 

式

山
目

U

株

汀

u

町

易

業

恥

M

'

'

北

姻

「

4

区

話

綿

一
電

石

大

泉

建物内外壁、間仕切、 天 井 扉、

屯気室、発電所、配 電室 、製 鋼 、

ガラス工場の壁など κ 最 適

呈 カタログ

/  

6  



焼 成 lE屈身 絶 対

廉 価

耐火・断熱・軽量・保温・保冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

日 宝 蛭 厄 株 式

イ 是 秀 機 能 ヲ 誇 ル

岩 佐 式

R i i DヨE

Z 込

ｾ＠ ③ 誉士

T  E  L  (23)  1  6  0  1 ・5 6 2 7 ・5 6 2 8
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ニ

ワ
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亘

t

圭-哩
望一
品

塞

刷

五

き

口

芸

肉 '1: ト 式 ヌ 拘 イ ヲ イ ト

漏 ら な い 破 れ な い 飛 ば な い

40 年 の 技 術 と経 験 に よ り 完 成 さ れ た 天 窓 装 置

ワ イ ヤ 波 型 硝 子 完 全 葺

内 外 式 ベ ン チ レ ー タ ー

コシ亨: ' 1友並に簡型 {:::: ;

25 内 外 土 木 建 材 社 設 計 施 工

大阪市西区土佐婦船町23 (大阪商工ヒソレ)

電話土佐痢 (44) 3  9  8  3 落 4 3  9  6 蕃

最新 1 機械設備

最高 I ￣ｾ￣ｴ＠ ｾ技術
本娩 1 .'研究ト改良

ド] 1 - 。サ ' Yシェ。メタルラス

練式会話岩佐鍛工所

大 阪 市 西 淀 川 区 千 舟 乗 こ す 目 三 一 番 地

T E L 5定)IJ (4ワ) 代表4351・4352・4353・0903・0904

止
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量

町

風

軽

い

い

け

耐

定
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震

安
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ず

氷

雨

扇

ナニヲ緩匂配買

3寸緩匂配最遁軽量 71く止イ寸( 空葺H i.
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西代理屈 株 式 会 社 金 剛 商

大阪 市西淀川区野恩師J 1231. 阪神国道冠草 野皇' ，1i : {' 亨前

東京頃巻サン ヒット 商 会活淀 川 ｾ ＷＱＰ ＴＱＷ ・ ＴＰＹＱ



社式株業工板

圃

図

鋼

圃

国

京東

ス チ ー ル サ ッ シ ュ ;

ス チ ー ル ド ア - J

スチ ー ル シ ャ ッ タ ー :

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 18 番 地 ( 衆陪・ピノレ三 階)

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8  

本 社 及 工 場

東京都荒川区尾久町5 J  1. t O.O  電話荒川⑮8131- 4

大 阪 府 営 堺 宿 院 底 舗 付 共 同 住 宅

戸 締 F 政毒事

• 
PATENTS No: 414855 No:414856 No:35528 

信舗、倉庫、ガレージ等ニ最適デス ο 開閉ハ

片手ニテ軽ク揚ゲ降シ数シマス a 価絡ハ至極

低廉デス 御一報係員参上、カタログ進呈

岩 元 式

! スカイライト並開ベンチレ+

島.... ・園・

孝吉フE

本社 大阪市東成反米今汀J_l IJJ Ｔ の ＴＰ ｾ

屯 話 来 ⑧ 8 8 7 0 ・935

<' 1  

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄栂

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

@  

豊 国 セ メ /  ト 株 式 会 社

本 社 福 岡 県 JーK"リ- 問 町

事 務 所 倉 ・犬 阪 ・束 京
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|  紅 人 ア ス フ ル ト 時

関 西 支 部 会 員 I  

卜 防 水 の

材 料 と 工 事 は

J !，. アフア ス
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-
-

4 製 造 業 社

箇 和 建

k. k. 工

k.k. 工

大 恵

図 島 応 用

東 亜

日 涯 化 学 工

4 販 売 業 社

池 田 商 事 k.k.

内 岡 高 会

梅 本 石 油 k. k.

妓 松 商 会

大 阪 朝 日 逮 膏 k.k.

三 友 ア ス フ ア ル ト k. k.

星 光 商 事 k.k. 大 阪 支 広

中 西 渥 膏 産 業 k. k. 大阪営業所

k，k. 畏 野 商 庖

日 本 型車 段 興 業 k. k.

前 回 商 広

司工 事 業 社

勉 化 工 板 製 造 k.k.

k. k. 井 上 浄 夫 前 広

k.k. 石 田 建 材 庖

オリヱンタルアスフ ァ ｊｾ ト工 業 ｫＮｫ Ｎ

大 阪 耐 厳 工 業 所

大 島 応 用 化 学 工 業 k. k.

カ ナ ヱ 商 庖

共 栄 遷 育 工 業 k.k.

k. k. 木 下 値 三 商 庖

k.k. 久 保 商 ぽ

清 水 興 業 k.k.

k.k. 新 光 商 宿

高 野 ア ス フ ア ル ト k. k.  

k. k. 大 和 商 会

内 外 工 業 k.k.

日 新 工 業 k .k.  大 阪 支 庖

日 本 理E 育 工 . k.k. 大阪営業所

k.k. 双 葉 商 会

松 本 涯 育 工 業 k. k . 大 阪 支 信

マ ル ヱ ス 工 業 k. k.

k .k. 明 正 社

米 国 工 業 所

石 井 建 材 有 限 会 社

中 出 荷 会

三 億 工 難 所

有 限 会 社 小 野 甚 商 庖

k. k. 浜 原 豊 商 腐

青 盛 建 材 k. k.

古 市 断 熱 工 業 k. k.

正 和 商 事 k. k.

' 賛 助 会 員

丸 . 普

( アイクエオ町i

( 37) 臥) 02 ・857

( 66 )  8861- 2  

( 33)  4460 ・8288

( 47)  3131- 2  

( 44)  809- 10・1773- 5

( 77)  915  

( 39)  924- 5 

大 |以 di ，lH 淀 川 氏 川川 J山5 J  "1 19 1  

大 阪 dJ 州 l戊 lベ揃. i t ! I 9  'J '  11 2 4  

人ー阪 di )1& !H Ix.州 11間町 6 J I  14 3  

大 阪 市 川 淀 川 Ix. ｾＺ［＠ l: iJ 111]" 1  6  9  0  

火 阪 di ｩｬｾ＠ 1>< ); (  IIII 品11 1'， j並1 J "l I 1 4  

3人・阪 市 ぷ 1'. ，'j' 1返品1I 越 111]" 2  r  11  1  

大 阪 di Ａ ｉ ｾ＠ 淀 川 |ベ品11 ，1: ; 並3 J I 13 9  

工 業 k. k.

英 字土

盛 社

工 業 k k.

化 工 k.k. 大阪出4 所

工 業 k.k.

2韓 k.k. 大阪営業所

材

.. 

( 23)  1345 ・1346 ・3381

( 36) 銃刀 ・2841 ・2966

( 53)  9515- 6 ・9585

( 34)  8643  

( 53)  t520 ・8401

( 77)  915  

( 36)  774 

(34)  4305 

( 44)  853 ・5196

( 23)  277 1 - 2  

(44)  5223- 4 

大阪 dJ 点|メ; tm l Il J 1  ｔｉ ｗ Ｈｊｦ， ｉｾ かピノレＩ

大 阪 di _It ｉ ｾ＠ )i" .{" 111]" 4  7  

大 阪 市 内 |ベ 1) 1 111]" ｾヒ ｩ 必 Ｑ r  11  5  2  

大 |坂 i li 北 lズ i泊 本 1I 1J 4  I  

大 阪 di ｉｉ ｾ＠ 1-< i対島1I ￬ ｊＺ ー ｾ 111]" 1  4  

大 阪 i li A  _F. '!jo 1き品目越 IIIJ 2  

大阪市北区 ｾｦｊ ｾｾ ｉｕｊ ＵＰ＠ ( 常ピノドー併)

大 阪 市 北 lメー必 必 111]" 2  J '  1"1  7  

大 阪 市 北 lベ '1' 之 J::; 6  J '  11  8  

大 阪 ili ).U 1ベ 北 浜 4 T I I 1 9

大 阪 市 内 |友江 戸 別 北 jffi 5 T 11 3 5  

( 37)  1746 ・5侃 8 ・8743

(44)  3520 ・4564 ・1∞5

( 37)  3340 ・3505

( 53)  4050 ・4190

( 37)  1333 

( 33)  3679 ・4481 ・847J

( 35)  2922  

( 94)  4255 ・5727

( 44)  5408 ・5486

(34)  207- 8 ・4836- 7

( 37)  1383 ・2933 ・9377

( 26)  7195- 7 ・4464

( 44)  2148 ・4164

( 64)  1路 8 ・1905

( 64)  3434- 6  

( 53)  5281- 3 

( 34)  1804 

( 37)  3375 

( 35)  9231 

( 45)  23ω ・2030

( 34)  815 7 - 9  

( 75)  7271 

湊川 ( 5 ) 2697

濃川 ( 5 ) 4630

元町 ( 4) 6930 

(  2 )  4272 

尾道27ω

中 ( 2  ) お81 - 2

高松 4239

松山525 ・1159 ・2159

大 阪 i I i 北 IX: ＿ｴｾ＠ Jtl， 1111' 3  8  

大阪市ｪｊｾ Ix. iJ: Ji 品1I ートjill 1  T  n  7  

大阪 i li Jl( 淀川 lざん 今m北 通 l T l i 3 1

大 阪 市 総 jili Ix. 干III J 泌 2 了 11 1  

大 阪 i I i 北 lべ i ? 11¥ 111]' 8  2  

大 阪 市 城 京 区 野江京之P 1 ] " 4  T I II04 

大 阪 市 北 区 2E 心 1I 1J 1 T 日 3 0  

大阪T l i JU 区 船 越 1I1I 2  T  11 3  4  

大阪市l l . ij 区 江 戸 期 尚 通 5 T 円 3 5

大 阪 市 北 氏 以 砂 1 I 1J 5  

大 阪 市 北 民 的 野 111( 3 4

大 阪 市 南 P{ t恒例I 通 2 T [l 1 3  

大 阪 市 内 区 江 戸 期 上 通 2 r  rl 4 2  

大 阪 市 市 区 高 津 凶 手ft T  7  3  

大 阪 市 例 的 野 区 JI!.l 111]' 1  -J '  1-1  5  1  

大 阪 市 内 区 新 111]" 北 通 1 T  114 0  

大 阪 市 北 区 涼 111 IIII 4  0  

大阪市東淀川区木川西ノ同11' 2 丁i ' - I 6  

大 阪 市 都 島 区 部 品 本 通 7 T Ll 4 5

大 阪 市 街 Jゐ区上招砧南通 1 T LIl 52 

大 阪 市 北 区 樋 ノ 上 111]' 4  5  

大 阪 市 天 王 寺 区 iY4 玉 造 111]' 4 3  

神戸市兵) ，11 区 荒 DI 1I1I 1 γ M  

神 戸 市 兵 W IR 上 沢 通 6 T rI 9  

神 戸 市 兵 w区事l' 凶 1I1I 4  3  9  

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 清 '品 IIIJ

Jj ;  山 市 欽 砲 1111' 1  0  8  

高 松 市 天 神 的 2 2 0

M liJ 'di ー 孫 III J

( 27)  1251 ( 代)
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紫

褒

111111111111111111111川 川111111“ 川1111111・・・m ・・....

綬

毒ま

J I S 合 格 モ ル タ ル コ ン ク リ
ト用

陸軍歪翠彊
盟盟 ｾＭｊｾ 盟団

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

位置言 ｅ ｾｾｪ 唾諸宗重量 Ｑ
量這語 v /  - Jl ，f_ 蓋蓮4・

日 油 脂 化 工 社 本

新日本メタルホーム区 K 推 奨 品

社

取 締 役 社長 矢 中 龍 太 郎 大阪営業所

.......... ..1111111111111111111111掛 掛1111111111111111111111111111・・

東京 都品川区二葉町 Ｑ Ｍ ＴＴＱ 電話佐収 ｾ ＱＷＱ Ｕ 三

大 阪 市 域 取 氏 申 本町529 電話 東 !i_4，4765 三

国園田国圃・園園園田園田ーーー一ー← 1  

登

録

商

標

ウツボライトM

ポ リク レタ ンスポ シジの吸音内装材

ウツボライト S

ポ 3 スチ レシスポンジの吸音断熱内装材

材料販売並責任施工

靭 興 産 株 式 会 社 建 材 部

大阪市北区小深町一務地のー T E L ⑧ 0129 

聞けゴマ 扉の前f L 立つと自動的 {ζ 扉が閲 く

"  :.; ' ツクドア ー カタロ グ進 呈

エコノマチック

ドアーエンジン( 空気式)

一般工場向の強力な空気式 ドアーエ Y ジ y

でA品御方 式は押ボタ Y 式、引I;Mりヌイ y テ

式 、餓板式等種々の形式があります。

工場内輸送の合理化、 冷媛反の効率保持等

のためj止} j ・御利用下さ い。

スーパーマチック

ドアーエンジン ( 油圧式)

百貨底、銀行、病院、ホテノレその他 般ピ

ル. デイ Y グの出入口 ドアーの自動|期開設問

であり ます 。 ドア ーの的に立っと Ii 動的 IC

聞き、. i t ! i り過ぎた後自動的に閉ぢます。一

般 ｭｾｬ 線 ｴζ 波紋して ｻ車 川山来ます 。
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コンクリート忽/ 煉瓦/ て/

ハンマーゼ、簡単 IZ打込める釘⑥ PAT.P  ｾｈ＠

日動コンクリート釘はコンクリートや

煉瓦に，木材に打込むと同様にハン

マーで簡単に打込めるもので，そ

の能率のよいこと，碇着の確実，

そして経済的 なことは実に驚嘆の

的で正に革命的な釘の出現です。

:  正ｩ＿竺竺刈 ＮＰ円 ｯ可ｾ

採式曾街赤私土白本動カ安玄機饗1定E所

。う) 6 3 3 1 - 3

(56)  7 0  1  7 直 通

( 3) 7  3  4  5  
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市
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会
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場
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所

所

目
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株
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彊
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社

工
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車

出

出

会

電

金

社

京

隆
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式

動

浅

本

東

北

仙

株

日

渇

代理庖

相』発

会

案

協築建本日

内書図

漏電とピルのダクト火災とその対策

〒5  0  ￥ 価定3  6 質A  5 判

表図質地近附阪大

築

最新干lJ

建
5  0  〒1， 2 0 0  ￥ 価定2 0 0 頁B  5 判

塗 料

全保の備

塁凡

ロヨζ及物建

改 訂

再 版

定Il Di ￥70 〒20回質B 5 宇IJ

16 〒1 1 0  ￥ 価定8 0 頁A  5  ｾｊ＠

針指法エ

F 晶 司

届左再 版

1  6  T  1  2  0  ￥ 価定1 3 0 頁A  5 半lJ

増 補

改 訂
ト施工指針鉄 筋 コ ン ク リ ー- 日本建築協会会員 lζ は、

割引いたします。

3  2  
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ピ オ ン ア ー ト

( 糸 従 )

ピ オ ン コ ロ ザ

(コ ロナ の，手間; )
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・ビオ

・ビオ

. ビオ
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ポリ エスデノレ樹脂

1尚 子 繊 維 償 化 阪

6尺x 2尺4寸( 波型)

干三 N. G. C式
Il 

l  セ ル コ ン イ ン シ ユ ラ イ ト 断 … 西 総 販 売 庖 11 
|  メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工 11 

|  責 任 施 工 米 国 パ プ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売 11 

;;フffATTZ 内 外 工 業 株 式 会 社

ア ス フアルトモ J レタ J レ床舗装工事 脇 山 静 夫

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 町 一 ノ 五 一

耐 酸 ア スフ ア ル ト モ J レタ J レ工 事 電 話 ⑧ 3 4 3 4 - 6

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

M.K. 固ヌ口、y ク

製造販売 三国コンクリート工業株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 5 0 包括⑧9187 ・9188務

工場大阪市住吉区北加賀屋町3丁目3帯 地 電 話ーi @4 4 6 4 r寄

平田建築構造設計事務所

所 長 卒 田 定 男

大 阪 市東 淀川 区三津屋南通 一丁目三十九番地 T E L  @ 54 0 3  

13 



ス チ ー ル サ ッ シ ュ

ス チ ー ル ド ア ー

スチールシャッター

ドアーハンガー

オ ペ レ ー タ 一

重 量 戸 車

所f乍

且諾東⑧2969 ・0444

三 高 製

大阪市東区谷町五丁目二八

株式会社

本社工場

新 規 製 品

合資会社汎建製作所

一 般 製 品 ス チ ー ノ レ サ ッ シ ユ

スチーノレ シャツター

スチーノレ ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双脚 の四商 が摺り合され自然 IL気密度 が高い。

神高型竪形と出し窓

両開きや片開きに代る堅牢で耐久な構造。

連動突出しと出し窓

と出しと上釣 りと が完全に平衡連結 3 れ操作蔽

快 、開 閉 確 実、体 裁 優 秀 な新型。

逓 増減分銅付きシャツ ター

大型シャッタ ーも軽 くはや〈開閉出来る 。

普及型上吊り引遣い窓

質実堅牢で最も廉価 ・校 舎 宿舎などに最適

鉄材が少 〈てすみ施工簡易な格納庫 ・工場・体育館の建築には

附 ｏ 武ヂベ ｊｾ

プ
ン

-フ
勿

，

h

閣

議

門

的

品川

崎

M

f

、
1

7

4

型

“ ORI MOTO"  DI AMOND TRUSS 

J1.}-j の御依頼に応じます ( h' ili J 二は綱l 自由です〉

カタロ グ及び殴肘参者資料 贈呈

考 案 織 本 建 築 設.計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 究 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 鱗 綾 町 3 - 2 ( 水天宮交叉点角) T PL  (67) 併43 ・7凹7 ・7創泣

h

町

'
s
h

式

式

式

同

一

M

一

吉

岡

ム民

同

古

同

d

v

ト

川

L

F
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ず ｉｾ 衛生陶器
販 売 と 施 工

窓 仕 感 謝 の 1芭

it 差 別 象 窯 業

宝

也

働

u

m

m

隆

士

冗

ル

6

和

&

附

ト

合

植

ρ

貨

芳

時

間

ボ

山

町

表

面

田

M

M

ツ

湖

叫

挿

士

口

日

制

猷

部

州

フ

式

社

い
川

内
川

耐

天

A

M

F

株

会

営 業 課 目

送 排 風 機

エ ロ ブ ィ ン ヒー タ ー ・クーラー

キ ャ ビ ネ y ト ヒ ー タ ー

各 種 レ デ ス タ ー 類

ア ネ モ ス タ ッ ト

会 社 梅 田 営 業 所
藤 本 鉄 工 株 式

大阪Q 1 ) 1 1 4 4 ・1 1 4 5

大 阪 ③ 1 2 6 4 - 6

名 古 屋 ③ 局 4594 ・5118

話

話

話

電

電

電

北 区 事1
I

I珂 町 5 0  

大 阪 市 旭 区 赤 川 町 3 - 2 8

名 肯 屋 市 東 区 検 河 田IJ 1- 3  

大 阪 市

木 村: ｾ Ｉ￉ 工場

名前l主出張所

紡 毛 糸窓 掛 地

社
A  

zコE
式株

n
w物

モケットカーペット

織江住

m大阪 (25) (代) 81

712 芝 7 4 0 6- 9  

大 阪 市南 区 安ｾ寺橘通四ノ五五

東 京 都 港 区 芝 商 久 保桜川 PIJ

本 社

東 京 支 庖

営 難 種 目

坂 本 式 ス カ イ ラ イ ト 坂 本 式 ベ Y チ ν ーター

坂 本 式 連 続 通 風 袋 誼 一 般 建 築 銑 工 場
| 平 |!協J得手、

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 案 京 都 中 央 区 日 本 編 江 戸 繍 1ー110珂治ピノレ)

電話千代図@7266・鈎 59・9918

東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 城 東 ⑧ 3 9  1  8  

場エ
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セメント防水有Ij ｉ 毒性鵜的 Ｑｫｾ セ行く

J I S 合格呂め御健闘をJV

i.I : . J ケ: . J

防 水 害IJ ・ 急 給 制

セ〆ント・る灰・フヲズターの着台芸fU1; 純鉱物'ti. 絶対怒Z夏、e

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ. f W回りの場合 t ま

シ ユ 〆 17: 〆セメントアク酬の御酬を

水溶性特殊捷着剤むシ' 1 シ糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲヨ・末広布漣・其仰特殊枚制発売元

(主l録御通知次第御送附致ぅマス)

株 式 舎 社 新 興 建 救 エ 業 所

犬阪市西包囲、ッ橋・電話新聞 ( 53) 1988・9 7 2 0 香

五場大阪市住吉区魚長居間36. 電話住吉 ( 67) 212巷
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星

アルミＺと ｊｾＭ フィシタの貼合せ屋根材

.. 

巾 l

m

x長 1O.9
m

(葺上 V 3坪) ・重量20kg

徴

糊

特

融

の

叩

ン

制

ミ

き

山町

ル

倣

相

d

性

日

ア

地

は

星

U

γ

三

一

肌

川

に犯されません。

東 京 都 足 立 区 小 台 町 6 3 3 T F: L 王 子 (91 ) 代 表 11 81

大 阪 市 西 区 京 町 姻 上 過 1 - 1 4 T E L土 佐 綱 ( “ } 代 表809

アノレミ γ は海岸や工場地帯の潮風やガス IC

も強い抵抗性を発揮します。

耐火性、耐熱性である

アルミジは表面が金属被mのため耐火性に

すぐれています。

アル E ンは火災の時の火の粉IC も安全です。

光や熱を良く反射する

アノレミンは日光や幅射熱を90労以上反射 し

ます。

アルミンは建物の熱絶縁 IC優れた性能を示

します。

三 塁 ル ー フ イ ン グ の

田島応、用化工 K. K.

17 
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強力・堅牢・高能率

穿孔・削切兼用・( 電灯線使用)

ン ク リ ー ト の 穿 孔，削 切

目 組 し に 高 性 能 を 発 揮 し ま す 。

独乙ロパート・ボッシュ会社製

日 本 総 代 理 庖

雲霊峰 岸 商

大 阪 出 張 所

大阪市西区江戸期上通 1 丁目 8 番地

電 話 土 佐 堀 @ 2  1  8  1  

底

診、

4  



3  

巳s;

1¥07
11

ヨ

q ・・リ噌
7

0

滑 り 止 ・ 経 量 ・耐 火 ・ 防 蝕 の 特 質 が あ り

木，鉄， コシクリート lζ 完全密着するマスチ ック ・フローリ

ングです

主なる用途 化学工場床 ・船舶甲板・プラ y トホーム ・廊下 ・そ

の他何れの床I C . も耐久性で調和のとれた色彩 IC応じられます

⑪ 耐 酸 化 学 工 業 株 式 会 社

大阪市北区高垣町80 電話大阪⑧0178 ・4161(代)

シッャター - オペレーター

一 製 造 販 売 一

|附則欄開閉棚HHMI酬mllllll 削1臨 鵬 - 伺 開 閉 園f田 園 間

日

満

全 コ

国ム

害 総 タ

長代 イ

工理 ル

r t 浪速建枚工業械式曾ピ

本社 ・工場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東@1171- - 3番

東京営業所 ・東京都中央区銀座東六丁目木挽館ヒソレ六号飢ω7g宝 電話東京1@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サ ン ピ ル 内 ) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

19 
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話電

監

K Kケ Y トク大阪市東淀川区新高南通 1- 14

，|  

ドアー

シヤマター

オベレーター

"1.省id:

電話南 (75) 5 0 7 ・3137 ・3138

電話堺 ( 102) 1586 ・48∞. 4801

電話泉尾 (55) 2  2  3  

株3に阪建材 業工
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巾込 1. 1 . 推誌名記載本社立伝諜へ

ート
当社宣伝課へ

新 し い 塗 料 か ら 生

ま れ る 新 し い 環 境

ンクリート ・モルタノレ ・プラスタ ー ・木 材 ・

令属 ・ 紙 ・ 繊維 ・ Ａ支 ｉｉｉＧｾ ・ その他あらゆる材料 ｩζ

深 さ と 魅h を与える高分子多彩塗料
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(ゐさどちf件4)使月 I I  

西 日 本 ア ス フ ア ル ト 防 水 事 業 協 同 組 合

大 阪 市 東 区 淡 路 町 2の 53

大阪市西区京町堀上通 1 の14

事 務 所

分 室 T E L@ 1  773 - 5  


